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笥 1鼻 鏡 論

エネ)Lギー､ことl=亀気工えJL,ギーを如生息く利 得寸もたれ

にlミ＼その射 用の包的に応､じて息うなiT,,私に衷換 ､鰍御すbJ鶴

考があl)古くか ら婚 屯の布鼓が尭iち机､またそのためlこ､タタ

くの換温､蔽畳が牌乳されていた｡とこう水 I?SO互代 に､ゲル

マニウム1=代わ,てit)コン互恵村 とした風力用ダイオードか

闇農これ,さち(=つブいてヤイリスタか､艶生するや､それ まで'

の最術溝鼠郡-射され､それ ら亀力持羊尊尽恵与を用いたオ鼓

が､ 屯気ユキ ILキ＼-の/k頼.剛卿の中廿的徽軌 乏見た寸土うーこ

も り､Jでり-エLワトロ二ワスという新 しいエ尊命常が､生まれ

た ｡ そして､その後のうちに為しい亀刀和牛鼻払泰言及折の直

埠に偉Tiって代りーエLr7トロ二7えは､1つの大きTdユ曹分

野として確立 し､定着するに至った｡そのようも太さな進 展の

背鼻としては､亀気エネルギーの変換.制御 rl､その朝垂の息

かちスイや/ヰ泰子lてよるオItオフ制御 によらざるを得ないこ

と邪.和ずられ 初率､JR能や＼･良く､ま7:=鰍卿 の鳳易なス中ソ十
東等の取乱か それ £での1菅に対 し大きな変革を与えるの)i自

席､な針 )行さて､､あ.)､またl叩0互代に始まフたいかrbる石油シ

ョ ､ソク以東の､性界的なエネJL キ ､一都毛取であるとの轟執41最

速が､､その幼 さlてますます鵡卓もかけたと考えられる,また､

もう1っ乱臣すべきことL壬､これらの冷泉 一飯泉の亀もユキJL

千一の愛嬢､柳卿の微温､泉豊が単に風力冊単重体最古去中,V

とLたものJ=長さか わフT=のみで奄く､それまで ほとんどt不可

亀とされていた救街､たとえJf交赴直観親 の可女史乾如.=みら

れるよう1こ､これまでの亀R,亀敵の夜操 に加iて周蔽歓 喜で

も白由良と初 とた愛東 など､の殻術が可弘 と7it)､さらI=新 Lい

免薩を並げたということである勺
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本研乳Ji､このようl二義しい艶嵐を盈げたJ†ワ-エしワトロ

ニワ久の分野で､韓にそのヰJV的魯魚である亀々夜換回路すな

加ちT)イリス乍回路とそれもJ&も亀気一徹戒エネJLギー夜聴糸

を対象とし､汎筒性のある解析鼓および瀧蛮息の確立をめざ†

ものである｡サイりえタ回路 お目itLそれを食も亀気-鶴施工ネ

)Lギー 変額粂l=おいてlま､気 に述べてきたような竜しいハード

ウユ7の私見に比べ､鮎 のところ孝の翻 什鼓および､敦計恵の

確五恥比敦的選れているや碑 に現在､エステAがさら1二大規感

也.根絶化する徳宿=こあリ､また､畑 に伸いより精 臥fd､そL

てより高捜鼠.最初率な,R燕､剛健叩YJ#専とな.).一級的で札

恥良のある簡軒蔭おiび敬新改の蘭艶が､敦く営 まれているOこ

のように､iT申 メスタ回路および､屯気-泉城 エネJL雪､一夜櫓糸

の解れ 敬針鼠の温良を盈 ちiiている主Ti聴取とLてIも この

iステムは風気糸,鶴城糸あるいは.それ らを融和する触御糸

毛どの御免iF]lこ異Ti,たiステAか駁 したiステムで､あるの

で､それ ら圭,a-的に取り敵うq)那,維鞄に取掛 ーあること､ま

たilイリス9風路 に含ま耽 る風力掃牛鬼後索盲榊 巨像W,/のスイ

り今泉言て､＼あること､またユキ)しぎ一夜碑そのものも北穐形韓

性て､､あること7iど､耶尊 サちれ L7:=かフて､後束は､対象と寸

るiステムごとに､そ机 ちに息した碍析私､報計鼓ボ毒とちれ

ているのかJSとんとで＼､汎用JRのある一級97な方鼓は各点 しち

いDところが ､膏血の針華礁後衛の急しい絶息 Lこより､ふオ面

で針嵐楓 の導入か鑑 LIこな り､また新盤襖 を橡科したこステム

の解析､愚計のたわの7JLjtl日でムも冊乱されてきているよう

である｡たとえば.亀吉鼠弘および集積回路の取柄､敦計にお

いては比鮫的以前より計蛍礁町真人でれ 鹿々の解析､級計の

た3,の70口r-7ムJや､リ ト ジ主線乳されてし､るようで､あatl:～【5]

本研乳は､このようTi状凪を賂まえて17イリスタ回路および
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それも烏も亀も-海賊エ和 しギー史碑糸の解析 と取紬 二は､計

豊艶竣剛 Y不可欠で､かつ貴も適当な奇畝rあると考も.計魚

礁i捜科Lた乱同性のあも解析患および級計aJこついて甑じ､

また.それ こ基す いて固乳 Lた了JLで リ7:､A.フQログ､ラムげ ､t/

･丁-雲について述べるもvlである｡以下に名東の柵 と研鮎41

背鼻言直べることにする,

与えられたiス-7･ム互解析.殻酎する環Ja､その呂的に息L

tW,,て'､対象とするニステムをモデル化 することが､竜で最初に

簡鼠となる｡そこで､笥2重では.本研乳で苅象 とするサイリス

タ回路およびそれを食む色気-魚礁エネ/Lで一変操糸の溝鈍と

そのモデ ルを針鼠穐緩解の解析､敏郎 という立場で､BRち恥 こ†

も｡盲ず.2.2で珂象とする風気一塊誠二ネJLギー衷叔容の瀧

定宣禾し､そのあと.2.3′ 2.4で唾丸森 .工ネJLキ､一夜頼糸,

塊椎糸に分nてそれそ､領 のモデルも与える0 本研私で＼は.エネ

)Lで一 夜魚 として1ユ軸 か磯によるエネルギー変換 を考えること

にし､強に､亀軌条っきl)ワィ ,)ス9蘭私に鹿i氷る奄力租半

導体秦等のiTイリス勺･ダイ才-ドと工ネ)L雪"一夜壊糸の亀勧

鶴 モデ )Lも新盤碑が●亀k LヤすいW,で整理.Lて兎寸｡TIL,に.

2､5では唾も一徹被エネ)Lで一夜操糸をあ ー的に観温するモr

fLとして風路グ､-77によるモヂJL化i兎すっ こ机は.海気一構

祁工を)Lで一夜碑糸を塵過JA枚と頼叫 乗数で風俺づ､けちれる基

本表言恥帝和二線為 しT=ものとしてとらLると､亀東条 ､塊根

糸という朝里的に異T3,たiステムを画王賂グラフとしてぬ-的

にモチJL化することがで､さ､したが , てこ机を凧いることによ

り､その簡析研紅 -F7[=殆7さえるという騎徹が ある,本研札で､

tl､後の竜T､このモデル吉岡Ilて､嵐東､亀子風路の息最解析

で良く斤目1ら如 てきたテしげ､二の足理に基づ くぜ姉 回路を*L附

した最良解析鼓を電気一塊戦エネJL雪､-1i嶺糸に畝最するb
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葡3章で は､Tイリ スタ回路を金も亀も一徹横工ネJLキー変

換糸のディご9)Liミュ L-1ヨニ息 について漁Lt､､また これ

に基でいて冊乱 した汎鞄シミュ L-ニコン70ロケ､ラムについて

述べるO ∑ステムi斬展観互帯‖lて簡打 破計する鴨､まず息

初r:蔦もるのは･､対象とするiステムvl勧作互息更lこしミュ ｣

-トするi,ミュ L-iヨン鼓の聞取であろう｡ノヾT7-1｣'7ト

ロニワえ束に拙 ､て仔魁I=温べたようL=､そ01着しいIL ドF7

ユ7の直見のた81､Lステム邪､よ')禎魅､大乱榛になl).その

訣朝食帽lこあいて灸東のように 歌作.取醸73とによって凍討

iることか強風的J=も経南的にも不可亀 にち7てきているやそ

のたUl設計 でれたiステム郡で qlような帝位.宣瓦1の､新港俄

によ り,Iきユ L- ト取娘 し､この梅見ももとにして吸引､改亀

も和えるという計範穐磯田敢針軒不可kで､すぐAtたiミュ L

-1ヨン鼓と閣乳すること11 兆帝に亀尋で､あるA このよう73風

見 il)､こてで､は､i)イリス9風鈴も食も亀も一敬釈エネ)し千､

一気凍私に対して､i7イリス7風取の名乗言の韓観とJでラメー

タ庵もよびユ キ JLで､一夜確粂ぐある亀勧楓 と､繊 泉の各1ヾう

巨 タを与乙るた､巧で＼＼催亀dl初簡状態､からその 過級丑魚 J=泊

って私喪lこiミュ ｣- トて"さる北鞄に汎鞄蛙のある17Qtj7hラム

の住鉱とわでし1=∑ミュL-Lヨニ最を簡乳することを自負勺と

Lている･Qこれ まで､仁､奄気 一徹賎1ネJLギ＼一夜撮糸につhて

は､このような息味で汎科旺41あるLミュ L-iヨン蕗Jlいi

だ牌乳で帆 てい屯いようで､あるO 奄気象､つまリヤイリス9回

路だ〔に取れば､これまでlこいくつで＼の汎凧∑ミュL-Lヨン

アロアラAの､蘭酪されてさてお l)､それ らと針鼠庵盟 より大別

すると､状飯賓吸乳 に基で くもclrL]～lI21と97ロー鼓 に基づ ､く

もの｡ヨtlq]輔 ,).1盲とLとは状態夜敏畝に基で <も4,である勺

媒臥愛敬に基づく方針ま､ilイ･)えタ回路 に磨き耶るサイリ
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ス勺､ダイ才一卜＼に印 し区分約線ir,/亀私 モ-TuJLと凧いることlて

すると､サイ､)スうト ダイオード毛と､､のオ ン オフ状嵐が衷化

しても回路 ト7P口ご､一信一象であるか㌦ 非勘 二 7ライ7な句風武

を取れtJTi中日甘なちないこと､きた｢ イ1)久91ダ､イオートE=

対して頚亀スィ､ソ今 モデル互吊いると､7-747ネスの簡亀 は避け

られる机､ヤイ L)え9･ダイオードなどのオン ･オフ状飽水衷

心するT:甘ごとに上村口∑＼一灯 夜化 し､そのつど滅私璃親武を

卑き且で冊 拙 甘屯も73し､ことなどtTIS〕輯最上 ､あるいは軸率

上の筒承泉､郡､ある.ち-L,に姫敬弔イニダ＼ワ9毛と､の経線弔う卑泰

を考慮 した t)､敬 一観戦エネ)Lで一 夜県糸に畝最 Liうとし

T=最良 広敷市乳武そのものを尊氏すること恥､一風ニlユ風塵で､

ここてい11あま.)適切な元敵 とL鵠 乙73し､D

こZhに対 して､タ7､Tj一恵r=鼻ブ＼く売払 は､ヤイ ー)I9･ダ

イオード､などと盈冶泉鼠 Lておrltで､それらのオ1･オフ拭私

利 夜化して t,その泉乳化 は夜化iLず. また TTイ7ネ7Lql簡愚もあ

る線度取り除 いて新患を単行すること酢 で､さP3つ｡4コさちに姫復

形,電気 も､乳為の今フ"ローを強大するだ口て､､取')祝うことかで

きる73と､寸ぐれた簡敵 を帝って いる勺/?ア ロー路 13む私､亀言

回賂解和 た町 こ6.D.日払 teAt-もつもによって毛製されたも01で.

考の新盤風避朴 それまで､の簡賂帝都 ､節点､飽和 状態凍取得析

fJとlの寸へての斬嵐荷重宣色名してお')､盲7=数値簡新奇鼠と

Lてもうわれて簡単fJ強迫 A Lているたわ 70ロウ"ラム化 も鬼考

で.さらに最良解析 も麻布I二代Tjとること7:Bと､よ.).ろヤ唇音
同開 所の構鼻的尋をlてTdr)つつあるb また.このよう'd屯気

回数7:叩 で 7:Jく､その他プロリ ワ線画で表乱 される制御iステ

ム毛どのLミ｡ L- Lヨンlこも長岡されつつあるlQnコ

そこで､こてで13このようTaすぐ新た特徴を韓っているタフ ､､

ロー法に泉で<オ畝去簡いることl二L､風気一醐 1ネJLギ､-

ど



夜食糸のこミュ ｣-シヨ二にタブ､b一鼓を轟入する着払を葡ずる｡

そのたわに寺で.a.2で､風気一聴武エ射 し守､一 夜榛東 に習す

る97uロー旬亀武 を蚤鼓し､さらにこれこ基サー､て酎亀寸ろ布

畝を3.4で禽する｡またこれに巷でIlて喪憶に作鋸 Lた甑 一

親杭1ネJLキtl一夜教条の乱伺∑ミュ L一三ヨニ7､口7"ラムの取

替を希｣､敏値剰 よ')その札剛 呈.進取互訴偲寸る,

簡 4垂 はL舞3亘で葡 じた り7､ロー蕗lこ基｢､､く風気-柵 エ

i )しキ＼-布鞄条のヂィジ9)LiミュL-シコン鼓 Ql喪恥 温iさ

らに高折るモ折の礁々の新患の高度.仏および最初尊仏寄添に｢

'レ1て論 じる勺タフ､､ロー濠lておいては､後に元寸 ようJて､∑ステ

ムのすべての奇観を未知/i数 とLて､スMO一ス御 沌 梢13う線

W,代数菊鹿武を各新鹿スラ､リ7Qにおいて解くことに73るbその

たUl､新患の直良､勧重言高かるための吸息と筒亀守ることか

唾卑て､t.､革kI,入千人都大嵐襖に篭る馬と､その唾電低 Ji昨 軌こ

高く1iも｡亀言風乳 臭嶺風格 のシミュL-ニヨJにおいても

嶺々の高敬重イ鴫 菰恥 これまでに醜 されて鉦 )て18,1ま7=スJY

-ス行亭Jの新鹿勅尊 を高めるT:めのスノ牛 久処遇畝も後 々観

されているI'qlt2Dlここでは､ 風気一瑚 エネILで一夜喚灸のS,

ミュL-∑ヨ二の喪利 生を高 めるため､2億嶺の高初率仏寺私

を展覧する勺 ます､4.27l･Jユ敵 一徹蝋エijげ 一女線束の商状

旺 (1- C才)TlSコ細 射 て iミュL-ニコンの高射 LtL的 方

法を論す1る,一級に簡気-微賎エネ)Lで一食喚桑J=おいては､

徴堆魚ql現象の痩化が風気泰のそれに比へ､て非職に遅いもので･

ある.i7Jわも魔気象が射 bしているあも一見簡臥 鵬 は

その夜仏郡帝位 していると考えてよい｡ ここで､Iユその よう71商

状 促を刺科して､満伏 してし､る鶴鵬 をあ も一定華固塞酪 して

朝最することにより､iミュ｣-1ヨこの高亜血 も懐るQiた

4.3TLユ､タフ､､ローの7､口､リワ溝鼠 のス丹-ス性鍋 t印 して､
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分断 97､ローによるス)V一久瓢箪吸息 豪農製i るもてもわち､

タブロ-i々 凱 Lて LU分取 ､ 硫息 ､後且代 人も 取得し､輿 と

の海鼠ヤ ､同 一 の 滴愚を可祖も取 .)尭略 し､針鼠cl高乳化 揖

1Jt新風鞠のノ功畢寵.鳴鼻息の艶麻を風る､盲た､4､4では､以上

醸 した2嶺観の高初生仏寺息i恥 ＼て筒乾 した風泉一触 L

i)｣で､一束垂木の南 東童仏 ∑ミコ ｣一 三ヨニ7bロ7､ラ ムと恥い

て融資醜 ､清良を常億 しその束荊性 を希寸0

本研乳ol額ど竜 か言′び儀 も亀では､17イ リスタrg酪および､そ

れ摘 む奄武 一華厳エス)しキー 夜喚森の針鼠観 軌 こ去る蛸

簡新患につ いて執 じ＼て し､るoVイリスク風路おきひ､それもJ5も

風気一概吊エネJL芋､-夜重森を愚計する偲､その愚計仕簸 11赴

熟/W鑑の衝 良で与えられること恥や9く､ニステムの艮鞄耽亀も

勧重患く､南乳に妾q)ることが.しぼ＼しぼt)髄専 とちるQとこう町

たとんぼ＼簡3豆31鳥 び嶺4貴で轟じていもt,ミュ ｣-i-言 ニ7｡

ロつ､＼ラムを師 て良鞄同軍鞄もぎれようと守ると､亀液 状亀の

長いLステム に対 して Lld取掛 こちも舌で何取華 も∑ミュ L-シ

ヨン｣も;丁ナて甘 ならず新 患韓筒耶凍 鞠ヒ机か 牛 虎Ⅷなオ玖て､､

あるとlユ盲えをいbそこで＼､きず嶺S章でra､主とLて簡約

(st正ic)なiTイリス9回降を対象とLて､ニ ュートニ象を恥 ､

た定馬解鼻息 漁につ いて削 ､る. このような間藤に対し､これ

まで､に いく7机の研払 恥あるが 211t聖 酋象 とするりイリス9回

路 に制限かあるなど､の札剛生の点､ヤ ＼またヤコビ代亨抽 計塩効

率の点で 丁命71ものとはもえ73レ､bそこで ､ます､ 5､2で この間

最と良鞄鞄 i与える初期値研価 足すろ紙愈形 のオ徳武 をニュー

トニ鼓 ol7 )しゴ､リズ､4によって解く簡愚とLて定式化する, ニ

コートニ鼓i息科寸る常､簡轟とTiるのJlヤコビ御 ほ い巧＼に

葡最長<五た勧車良く新患するれであるもそこで E.3て､､J言唱

回路の良禽解析lこ良 く 取 いられているテ｣サンの匝製 に基サく
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敵伴回魂も｡Blr和 強温LてTlイ1日 7回路に尋人 し､こ机 陳

析するこt により構最良くヤ コビ行刑王朝風するオ畝を温泉司

る｡ここで葛爵 Lてい も亀伴 回路は､珂亀としてV＼る｢イリス

ウ風格 に軌取を苅えることなく導入で､冬･また もとの風路 と同

じ虹乳化で簡折で､きるので ､ 観 している斉駄Ll維約に乱剛i

折､轟く､また70ログ､ラム血も鯛 で､ある｡ S_4て-且凝乳した奇

藩に基1､､い てイモ赦したガイリスク風路の乱取臥鞄熱盤缶7b口7､､

ラムの私尋を示すっ この70ロワ"ラ4 1号萄3音 で熟し､ている97､､

ロー鼠に基サ<iミュ｣-∑ヨニ7bTjグラム をザT lL-今二 と

して陶し､ることにより鯛 に布衣でき､L7t恥って何最の汎印

鑑と苛つことに72る.S.Eて､､そdl汎印性､璃勃睦か数値常吊 l)

確かめ ちれ7,db

鞄も哀11.犠S亀で簡 じ＼左方直i海気-根城エネ)Lギー東嶺

糸 にまで塩魚 したもC1であるD一級 に亀も 一鶴城工をノげ 一女

換森 【ユ観戦糸の風液状亀耶風気恵のそれに比べ姑鞄に長く良穐

状亀と表､07るの恥維鞄r:取簸て＼､あるので､､簡約7=silイリス9回

鞄1ても璃Lて良鞄解析払01常軌恥､皇帝である｡ ところ升 風気

-熱戦エネ ILで-夜食糸 に珂して は､これiで このiうな析乳

tlIaとLどなく､乱酔性のある有鼓lユ鬼瓦でれてない iうであ

る｡郎 車でも簡5宜 と同風ヤコビ得列の新風畝駅間愚 ともリ､

ここで･rl､鞄気一概拭工ネJLギー灸換奈に苅して､と､のように

齢 束を卑入LVコビ行5tJを針鼠寸る匂＼恥議論の中uとる｡こ

机 も.3て､血へるbまたも.4ノLST､Iま.作萩Lた電気一徹賊エ

スJLで夜碑充の乱凧免職解析7DlコアラAdl梗舟を且べ､そめ杜

絶と評偲するb本70口7､､ラム は塊ミ阜て､周 乳Lた唾も一熱戦エ

ネJL千＼一夜頼糸のこミュL-TL,ヨー/70ロワ､､ラムを177､､JL-ヰこ

として鞘いることIこより､強鞄に汎用性高 いものとTJっている勺

でて､∑ステム号砲句 の 巳的 tこ沿フて設計する漁､システム
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lこ食まれるJやラメータの微 ′卜な史化 が､､その e,ステムのノ3､うま

し＼､桂亀 にどの ような新雪を与L,るかま娘寓 寸ること一寸なれ

ちシステムの/でラ>/-クに喝する魅良を新風 すること町 Lば＼L

lで肱専となる｡ きた､:,ステムI=ある静聴蘭敬え殻 良 し､これ

か1､億′いこTSる よ干ここ7hテA面の楓笹可艶 を Jやラメータ互孜乱

すも愚息軌計 略藤 において､塵 々の愚息化 7,ILゴ 1171ム を同い

てこの同線 t熱く懐 ､ヤd'許偲風軌の 三 ス テム 由れ 尺 ラ メ一 夕

に簡する微命､寸有れち鼠序 を計曳すること肘 Ⅶ雫 と写る､ 東

研亀の第7恵で は､サイリスタ風路を対 象ヒLて､ この よう毎

回軋 ･･＼p--7メータ!=軒下る最良 dT斬卑鵜.敵凧 にさる針息払 およびL

その梅取について髄 いるb これミrr-､この最を筒畢 lこ対し､

両言風路あるい は集強風酪 匡ワいてrl施 々の常盤鼓が､愚見でれ

てB I)TlT23珊 まT=こ机 剰机 て回路の最泡穀計 あるいは自

動常緑 行帥 れていもようである軒警 2もつ サイ ･)ス乍回路 に

っいては禿統的 にこの 後屯簡趣 互股 フT=研恥iまだ机 ､ようて､､

あるDここて＼烏 ･ilイリス今風取の臥単底艶にお口る各軸の愚

民わ古び周 融こ略 して許廊熱敵1-敏和 こ巌足 し､観取 内の一

旦 O,Jr7メー9 に蝋するその爵偲風敏 の最良互恵件風路 を恥 ＼

て針鼠するオ恵与論 じ､るQ そ こで､7.3て"ウイリスク取除 に珂

し庭井 風路 i各人 し､回路 Ql良簡状鑑 に付するIでラメー タ息友

部㍉ もとのiTイ')えや回路 ヒその儀倖 51齢の敵将硬W,左耳める

ことによ.)前風 できる ことも示すb したが って ､凪降小 敵帝粧

亀に珂する押 ラメータ良友T3､簡言草 で葡 じ＼て いるサノ日月 9

風俺､の乱凧敗鞄幣蚤凪70口flnラムも177､､JL-サ二 として 冊いb

ことにより､鳳 射 て離農で､きることに7さるQ rT.4て鳩 ､この息

夜針鼻 息拍 ‖熟して作殺 したiTイリス9風路の )やうメータ髄

化でrjついラム の風雪 i舌右 さらJ=これ をサイリスタ風路の伴

,7メータ科足 および＼線形 ひず､み食ノト化問題 に応科 Lた刺 を売 し､

q



罷監Lているオ乳 lてよ1)ilイ 'lスタ回路 の反戦状亀 にあl｢る)†

ラメー タ息庫かjf_しく計旦され､また作赦した70ロゲラ4 は韓

軌 て応同私の商いもので あることを示すQ この鼻 で､執 じている

奇私信､これ 言でほとんど､得 もわれてい毛いiTイ ー)ス7降 の

愚息斡針､自助殻針 の可乳 性 も示喚 するもの として恵巌疎し､も

ので あると尭える｡
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境2童 甑 一触 ネ)Lギー変換条の鵬 とモデル

2｣ はじ裾 こ

iステムの解析､愚計 lこおいてはまず.苅 象 とするiステ人

の煉瓦を知 Fト その ∑ス テム の韓 性をあ らわす モデJLもその酔

折､簡針 の目的 lこね,て廃立すること外 食零 である0 号こて1､

二の責で は本論叉て､､市象 とする¶ イ リスタ回路わさび､それを食

も鞄気 一観戦 エネILギ､一夜換糸の満森も絶息しそのモデILそ示

す｡絡r=対象と寸 る三ステム のモデルの確iLL=おいてla､計最

強互並 河 した僻村 ､殻針 と い う主婦 で布 奄う｡ そこで ､ます

2.?で両も 一報ポェネ/しギ､一夜瀬条の徳永を示 し,2､3 みさひい

2､4で,曝気糸､エf JL千､一変換糸 ､取崩も lこ分 けてそれそ刊

のモデ)Lにつ いて乱的する｡ 管に亀も糸 につtlてl言＼ 取71鞄半

単体であるヤイ リスタ､ダイオー ドのモデル ､また エネ)Lで一

夜頼糸に7し＼て li韓尊卑勧襖 と遺私鞄勧楓 のモ デ ルに711て栄

しく』へ､る, 2､Eて､1且､ こてで､対象とするiスI7-4 のようl二､

･電気東､穐柿木 と､1う羽畢的 に輿毛っT=ミステAも免 一節に取

り報うオ象 として回路T､ラ7I-J るモヂ)L化 lこついて乱軒する｡

2.2 風気一塊械エネ)Lギ､一変碑糸の構叔

一般 に取も 一塊拭エネ JL守､一夜範糸 は､その礁私 ､エネJL千､

-形態､l二着包す ると､簡 2､1酎 こ示すように . 両も糸､株械糸

亀2､憎 電気一穐 材エネIL寺､一夜操糸

Il



および,亀気エネ)Lギーを親杭エネJLギ｣ に ､ あるし､Lユその鼻の

熟柿エネ)Lギ｣ と両気工ネJLギー に/}頼するエネ)Lギー 夜射 て

の3つの ∑ステムが魚名 Lて准森 される iス テムと考えられる｡

本命までtlこのような晦も 一塊画工え )Lで-,*頚糸lニ対 して､

凧こその*lb的毛足 とtdっている亀朝晩 LこよるエネJLギー攻濃

を苅象とすることlこし.両和束としてLユ刀イ リス9､ダ＼イオー

ド匂ど乳か取キ重体恵盲も食も風で夜穐 風路 ､するわちワイリ

スタ回臥 ユネ JLギー夜硬魚 とLて良庵観取のうち揖r=嶺亀亀

勧敬 および紡尊喝勧鞄･鵜凧糸とLてJ3両勧掛 こi I)乾勧され

も承荷束 も毛えることにするや し長が つて､本論えてい確 り硬ラ

簡気一戦賊エi )Lギー,*碑糸は､それぞれ葡Pt2回 ､簡 2､3匹t

に荒すiうちTlイ･)ス9臥敵による直敵簡勧観取勧糸 吊 V葡

導電勧鞠取勧糸 と7iも｡壌 2.2匡持 主ぴ､簡2.3馴 こおい て､ 左

簡2.2風 道丸亀勧穐乾軸糸

12.



サイ リスタ回路 誘導電 動機

簡2.3政 商魯簡勧猟乾勧糸

剰0171口..,7はiJイ l779回略古希 し､右側の 7､､ロ tvワ住道敵

亀朝晩 お よび 騎阜南朝 親 と､ これ -L,に よって取勧 され る負荷糸

を寺している｡ ここで､直丸亀勧鞄の新風市乳 は他解式､垂も

式､分巻屯41いずれでもよいもの とし､観 尊鞄勧鞄 の風良子も

徹也a,A , Cq)3相 か う為 り. また即乳首rldL,βの 2相 から

TJ呑もの とて るb 犠 2.3圏 に和 ､て､勧 車両勧 徴 の風見音巻線

はY私腹 の喝名 を希 しているか .舟能 文て､,R､Y購腹 ,△亀像
のいずれて､もiいもの とi る b

呑み､本尚更て･応. 境 2､2厚lおよび犠 2､3厘いこわいて左側の

7､口､リワ のみ､寸を巾 ち南朝 楓 を包ま巧い刀イ ー)スタ回路i.､

帝的(stalk )巧サイリスタ回路とよぴ､簡S一息 ､塊 7鼻では

このiステム を苅 象 とLて いる｡
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2.3 亀気充 (刀 イl)ス9回路)のモヂ IL

屯も太､寸なれろiJイリス乍風路見境2､ZEA吊 び執2.3風

の左側の7､口h/ ワl=東寸iうに.独立亀圧取モノ独立簡恥雨丁 ,

藩札R,コニヂニヤ C′ イニダク9L主たlコ線名イこダークタM

と鞄力凧羊単体 轟音であるサイりスタTh,ダイ オー ドDとその

､烏､執,鴇乱が･尤もに剰御可胞fi簡剛スイ＼ソ ヰ Swから鈍るものと

し､刀イリス9､ダ､イオートあさひ､承和えイり4以外t3耳へて
線W,,泰言～1 5 b

ilイ')ス9､デ､イオート､,審判 スィ､ソケ巧と､取乃申半導体森

吉互隙く､聴五両艮両､独立亀軌範､強風 .コニデニ竹､イン

ダー7タ丈は錆色イ二ダウタの清雄のモヂ )Lはそ巾 でれ夜の屯でl

表わすことの､できもb

弧五両圧帝モ'.

碑豆乳私流丁 二

牡鹿R:

コニデ二JO :

イニケ､クタ:

(鹿令仁 ダフタ:

VE(t)- E仕1
■
LJ(t)=I(i)

賎(†)-RLR(+)

Lc(i)-鴫vc(t)

rvL(i)-LおLLu)

鮎 (†)二M揖 MLt) )

(2､1)

(2.2)

(2､3)

(之41

(2､5)

一方､¶ イ リスタ､ ダイナ-ト､強制 スイt./サ毛と亀竹岡半

卑体毛3持､そのスィ ､ソ4ニ7u凧政敵 .席号 LぺILからみて､

鱒食わ11論理 によるモデ)Lを傭 凧することので き､また 奄気一

瓶輔工ネ/しギ､一夜頼糸の簡抑 てrl息鞄 ､その モ デJLか 古く凧､＼
られるb凡 てに これ らの モデ)Lと亮す｡
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2,3.ユ ダイオードモデ JL

ダイオードの特注は薄現 す､イオ-ドとすると､U-L平 取上に

次の最 に,韓聴W,聴乱 として敢o)ように泉 わ て こと 水 て､'きる｡

門 オードDの貴賎-拍-0/ L201∪付く0′i-o巨 R2

ここで､Ulユ集金の触.RRl盲2読.元の平面 も 希寸 . (2Li)武と

国元守ると嶺2･4匝1のよう 1-jJる o

l

章

｡

+

∨

一

壌2､梱 夕Yオートの rV-L帯 ,Li

2､3.2 ヤイ りスタモデル

サイリスタモデJLとして､2トラニごス9モデJLを凧いるこ

とにするとiく知-i,れた飽食 せ漁連モヂJL互尊くこと打 て､さる｡

以下､これにフ117嵐咽する｡

PNPN強食秦言で､あるT)イリス勺は簡2､ど宵に元寸 ように､

PNP,NPN刊,オ＼ち蛮る 2つのトラニ ごス9が､軌の古うに溝

鼠で机モ ものと考えることができる｡ PNP形 /NPNWy/のト

ラニごて9lて珂して､そ巾や小戦2､6馴 こ未 了Jうち皐 も簡単

化された Eb4rSMo11 モ デJL[2｢11凧いると､集 2･rrAのよう

IS



千

舟

凋

丁

｡

ニ

O
▽汀

-

鞄?､E鼠 ¶イI)ス9の 2トラニジスタモデル

･tlIE

B

pNP苛'J/ トラニシ､ス9(d､≒0､q)

02IE

B

NPNW,トラニご､ス9(dl紬q)

寛2､も他 言heトSM｡IIW/トラニit､ズクモヂ )L

･llIA

簡2､1艮 サイリスタモデル

lb



JJilイリス?モデJL一得る ことかこて＼さる｡ 鹿鞄､Tlイ l)ズ9の

息弧のたわのゲート回路 特､喝 の破嶺 に未了J う にゲー ト噂言

合と刀＼ノード塙をこの間に相和され るb各夜敏 と境2､r7国のよ

うに讃折ると､ijイ リス901三和tiを政の篠 に鼠 叫でさる.

(1) ゲート信号外為左耳も偽名

今､ ゲート積雪軒 偶 の i うI=穐丘す ると し､ゲート奄1私

I尽70とするb また寒風 9､､イオ-ドO,廿- ⊥韓旺 (9､6)武 よ

リL7)- ド取乱 IA′カ＼ノード取乱TcIにHt嵐､すなわち ･

IA20ノユC2.07､＼あるこ とか 盲える｡ この時 ､弓 JLL右 ソ7

の取乱 則i リ 次 の 武 研得 うれる｡

IA + ID =d11A 十d2Ic

IA 十 丁6 -Tc

(2､｡)武､(2.言)式 ヒ あい てJc摘 ますると

Ib= (dt+ d2 - I)TA 十 d21年 (2､q)

が待 ち机もC (Ptq)武 において.垂鞠 (dl十 di-I)>0,

d～)0て＼､あり､また像見 よtH 年>0ノIA20古ので､エDフ0邪､

最且すること都､島乙 るb 一方. (28)武 にあ いて ､JA20,

J尽)0なので r亡>0 都､碍 ち机 る｡ Lたが って ユC70′ユb70

よ')､集2t｢ 匡1r=あける9､､イオードD2,D313(2.6)武より.

VD之-1Jb3-0 と7Jる こと釈 巾 かるb したが ,て ダイオー ド

ち , Pa lユ短絡取去す るこ と恥て､､き､ その総 監を額 2､旨即 こ

禾寸と､ ダ､イナ ー ドDlのみ の輯性に為 る , ltL上の義尚 3 ').

ゲート塙 雪 餌 毛足する晴.ilイリス9モデJLJユダ､イオ- ドモ

チILと同じ､とう7),そのひ-L熱 性ra(2､も)菰 吊 び 境2.4

JrT



図で.表わでれ る｡
AO--# C

萄?.柑 T4>Oの時 ol71-)スダモチ)L/

(2) ゲート塙 葛酢奄TiL73い埼食

み恵 良 ゲー ト強弓の､奄在 LliL凋 JB互凍え I合こ0とすう勺

(2､古城 よl)､咽ちカリ二 二A-=L. また (2､｢)求 ま t).

エI, =(ct.十 輿 - 1)IA (2JO)

肝得-L,机も｡ こdl晴､壌 2､｢属のウイリスタモチ)LJ音域2､q

国の麓に表わすこと郡､て＼＼さる｡今.¶イリス9郡オ二成敗､

寸TJthち =A70

とすると (2､10)武

ir)ユT)>0有のて､'

ダイオードD2I3､

オン荘私で､､工人70

であ5限1)､-Dイ

リ ス?Ll才二状私

で偲韓でれる｡主

(Ql'α 2)IA

DI D2 D3

境2＼q風 I阜-C)の晴 の刀イl)ス7モデJL

た､IA-うQの時柱､(9･10)式よりユDう0とろ').工人-0とTd

もと ID=Dて､､す､イオ- ドD,13オフ雅弘 と731)､J火線 ¶イリ

スやr3オフ狐亀と為る｡

山 上 小 農 r=Lて､ゲート席 号cl重患 Lてよるサイt)79dl鶴食

わせ親疎モチ /L郡艶RFlでさるq7=3わ.木簡 丈の以下外車 におい

て11 ､-7イリ スウモデル として､ここて､､市 L7=ゲート痛 罵Q)秦

東 に.iJイ リズ勺の 9-二･オフ吟闇､7､､L-7オーバ､簡p-お

よび順電圧上月車と考慮r:入れた椎名わで論憩モデノLと同いう｡

TS



2.4 工ネ)Lギ ー食頼糸および徴税条のモヂ )L

ここて Lコ､=ネ)L雪､一夜穐太 として毎朝鞠 問 丸･)あげ.和 こ

か論文て､明 敏とす る直配取勧碑 と葡萄 笹動機のモデノし獣を尊&

するD また､強械条 としてLl固執猟 より得 られるFl敵軍動を考

え､そのモデノ｣武と与える｡

2､4.1 遠取離 か鞠Lデル

遠も取勧恥 として Ii､壌 2､2酎 二元寸モチjLモ考も.そのt

チ/し車は風格言患線,風路基線 の噂圧 . 取乱 も それで､爪VA ′ 人久′

vj,Liと寸もと次のよく知 ち根 武で泉わT3机もbT2m

Va(i)-R仇L仇(+)十L直 仇(tト久Mu)M(i)Li(†)
●

vj(十)-R昌3(十日 L与P勺(ll

ここで､､R久:卑観音息線の強風,L久:屯観音巻俄の魚己イこす､

門 ニス′町･界嵐巻線の強風 ′L与潤 嵐も碑の畠己イこす1

うニスノM'･相互イこす､ヮ7ニス′ 畑 .穐司教 I P)3微分作凧

泰･p空d/dtで､またu)ptll良風角鹿反て､､あるD

また.ヘクト′LA′ は と付 けtdt

･ ～U = (?.[2)

再 もと.(2､日)も且託の篠に泉断 ること酢で､さも｡

恕仕)-旦i(t)+kpA(i)･久色刷 )Actl (2IL3〕

Lq



ここで､足,hL , 旦riそれでれ沢dlSう13マトー)7スて､､ある勺

臥 0
i:･.困

追忠常朝晩恥.亀生する簡気 ト/しっをTeとするL Tel頭 のも
て､､表わつれるt,2iユ

T e -1F(†一触 †)

二一九M L折 )右 什) (211E)

ここで､了 11ベパ JLLの転置と元す｡

●
～

観戦条として回気風勧モ竜むうことJこすると.そのモデ)L可

Il順位モーメニトモ丁ノダ＼ニLoニケ株敏 をす′負荷 トILワをTL

と寸ると次Ql篠 に表わされるb

Tpt舶 一十盲u)叫(i)十TL=一冊 加 )li叶) (2Ji)

ここて､簡単のたれ骨布 目LワTLlコ一足と司る｡

凡上､(2.日)′(2.16)求 (m (2､r3),(2,Jb)A )日 射 2回の

右 側ol7､口､ソつの直乳電動和 睦体のモチ ILか表わでもことに

13もbこてて"注も1ヾきことL盲､(2.日),(2.16)武 (マq (2,13)ノ

(2.Iも)iil)lコ帝勘不史の花線形微分か徳武て､あると11うことて､､

ある｡

2.4､2 番導電切礁モデル

本論文で.取･)蔽う教導常軌鵜は,壌23 軌に示守 Jうlて固定

言lつGノふ′Cの3租かち裁､)､きた凧亀吉は短絡されたdJ

20



βの遍を之堀射 ち我うものとiる｡ここで､､凧良言も線O,Jh/

C札 音た風乾言も晩d′6租 竃､それぞれ射 て平衝 してあー)､

き7=各も鰻の相互イニケ,79ニスlユ2つの 泉像のfJ司魚の食玖

間数に上摘 一周 るものと寸もと､各巻線 について茨のよう7d-モチ

)L式i得ることか＼で きるlb'Sl-｡1コ

旦亀吉も線

風見i泉丞 一一一一(2､1｢〕

ここで､L̂･Ll吊 軸の自己イニケ､ヮ7ニス′HA.iJIL軸 -i軸

闇の相互イニケ､ワ9ニス , RlllユL軸ol革杭を示し､それで≠
在の現株爪､ある tのと守るb

R久久- R仙 =RcLニRs ′ RJd=だ紳 -R十

L久久こ ｣払 ごLcC-Ls , LJd=L紳--LT ノ Mや=M舛 --L- 900=o
M仏ニM仏 二M人C--M｡ふ-Mc久こM久｡こLsc閃I200= -i(aLs

Md吠--Vk =McoQ9,円叩 - Hp久ミM心㍉O

Mふ吐- M仏 -Mc荊(9-1200). rl坤 -- M外 - 回心 (O-I200)

Mc<I MdC-MQ5g(9-240O)′ Hcp-咋 C-rl心ふ(9-2400)
一一一-(2冊〕

また.B=山1-乱帖 tで､u),叫 ､はそれぞれ喝泉南壇瓦.

柵 角鼻息′Rll聴月数i示てb
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(2､7q)もよりわか､る iう に . (2.m ′(2､射 和 3時奄丹 ラメー

勺E)を軌 こ食Lて､､缶 .)その取 り扱い肝もて､'机しいJ そこで､モ

チ)L武を簡単仏 寸るたわ漁熱 よく才弓73かれ る軸 凄確 を乱 し.2

軸畢髄 に鼻7.く務尊敬勧格のモデル式 と尋 くO

ます固臥言 に衝してT3 埼 2､10楓 に示すiうに (玖′A,C1軸

か ち (D,QノOl軸へと愛東司るD

くさ♭ ∵ =

観2､IT)回 (a,A,C)軸かち(I),Q′D)軸 への史換

こてで､同の iうに . D軸1久鳴tこ一致する占うr=とると､為 取

乱､常圧01夜操lコ政司て､蓑hl寸lも｡

ーnU29▲
//_ヽ

塙 Iつ鵜
鹿 -h2麦庵

21



夜風IrT官用 Lユユニ97用 字･1寸帥 ちCT-灯tLを南餌 5絹町 ㍗

あも.射 て画取引こ現 して l言､壌 2､日団 にも寸ように (ci,61触

÷ ∴ - 二

嶺2､1日鼠 (哩 )魂 小ち (d′い軸 への夜換

か ら(d′日報への東棟を考えると､その,*喚式は次のようl=あ

らわミ竹も,

･≡-二ュ≡ (P.21)

ここで､夜確行列亀もC､と同夜ユニタリ行列で､さちJ=灰の展

机生態かあるb

c;l=C三二C2

(2､20)(2.2日 式で､表わで巾る座 礁変換と恥 ､て (2､Ir7)ノ(2.JS)戟

も互換すると､淀dlようfJ時喝不隻dl徽分オ租弐朴希う巾も｡
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I . ･' ･･∴ ･穿

廿 ｡ - Rs10

(2､22)式r=おいて 3/2Ls吊 び寸亮Mはそれぞれ (D,a/0滴

の自己イこす､79ニ ス ′ (D,a ,0)軸-(a,a)軸闇の相互イこダ､

ワ9ニスt表 わ し､これを新 たに L～,M と笹さかえ･寺たyL,

に LU=久u)M と置きか え ると銭局.床の式か 碍 IL,巾 もQ

Rt.+Lt,p Lト久LU M Mp M入山 叫

-L1-人uん Rト十LトP 一円 久山 叫 Mp

Mp 0 Rs十pLs. 0

vo = RsLO

(2･23)Ltl3号れそれ へクトJL甘,主と

I
-･,
,Ilr･･,-':;'･<丁

爪iうr=凄 くと!らに政のようlて泉針 ､さる Q

=RL(i)十 ～Lp̂～什)十九色叫叶か )

●

■ヽ一′Fl_
vo(十)= R510

旦4

(2.24)

(2.2S)



長吉､L R′』 ′ 針 コそれで辛いえの強 ちて ト1)ワスて､､あも,

Rト 0 0 0

0 Rト 0 0

D 0RS 0

0 0 D Rs

0 し 0 M

-Lト 0 -M D

0 D D 0

0 0 D 0

' ヒ エ

Ly. 0 M ~~oT
0 しい 0 M 主

M 0 Ls --一oJ

(2.2i)

鶴亀鞄勧穐恥乾生する屯気 ト)LつをTeとてるL Teは直丸亀

勧碑の馬食 と科長の 次式で表わさ叫もD

Te(+)- 侵7f)鮎 什)

二川 (舟 )jQ,.)-1i(+)蕗 リ (2.21)

LT:恥 て熱賊糸の回取組 のモデJLJ3乱の ようTJ武で 与え ち

巾うo

Jpu)～(i)十盲w M(†)十 TL - 川 ( / d(i)L恥 '̂i,t,i Dq ,)

- -I (2 ､28)

以上､ く2.23)メ(2,28)(文は (2′2S),(Pノ23)戟 )で壌2､3風の右側

dlTr3.., つの翰尊亀勧横側食体 olモデ JLi表わし.遠乳管幼稚

の渇Jaと同最､碑鳳不蚤の刃線形鰍分布徳武 とろ'ていも勺
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2.5 風気一晩戟工ネ)Lキー吏換糸の風路7､ラ7としてのモデ

)L化

海気一熱戦1ネ)Lで-更埴灸は､ヰ)Lヒもり7の如 1で支配

される亀東条 とその ままで､tユー敵lて伯 雪 JLヒ九､ソ7 の政則か就

i Lていねい観戦糸軒丸瓦 したダイナ ミカ)｣エステ4 で あt)､

この卓が ､その鞄机 奄針 を取触 lこLてし1る一愚て＼＼ある. ここ

てヰLユこqlようTi屯気-鶴賊 森もJA -的 に町 )歌 うオ敵 とLて､

回賂T､ラ7 としてのモ デル化 l=ついて並べも｡

唇も束､鞠祇 糸に取 らず .す､イナ ミカ

)L三ステム13-戦 2.12臥 こ示す 線 もいく7

朴の鋸 等ある い 11割ヨ屯巷本 泰子が､静

的に榛名でれ て､金港 も私淑 していると

あること軒 で､きる. したが フて ､このi

うTJニステム の 各様 のふ るまいは､各々

の基太東言の風右ql各位釈続金閣像も風

して互いに布 鞄 LT=租 丸効果 とLて表わ

鵬 と毛乙L,巾 もb射 ､2怪=こおいて. 葡2J姻 寒を泰3-

立ノ 紺 それで れ郎 棟 数 (accross
I

vari久♭Ie)′ 良風夜敬 (佃 o小 V久山久bLe)と崎 駒だ]亀も

射 ておいて13.名義言の両足､亀瓦に珂砧する, ま7t.襖姉充と
′

して風乾恩観 を克 之ると. 丈 l拍 直良叫,l tl トJL7-Tに円心

させることかて､さる｡

敏之12厘は 未了寒太 東 言 とLてF壬､恵子Ul称性Ql蘭像を表わ

す式il)次の3 専東研竜乙られるb

Lt:I),諾 霊妄言 ミ ==LRpb匂
dltlt)鼻音･R泰3 台=cpエ

2i



ただし･てこて､､且魚形の和主として あらわ している｡ 確も森 に

おいてlユ＼上の(It)J帖 舶 iユそれそ､灯 抵 抗 R,イ二つ､､7つ｣ノ
コニデ二 つ C に確当 LているD また教科糸の回軽度勧 に苅 Lて

はそれで氷 ､回取叫勧集る (T - 盲LU叫)ノね じ r)ス7畑 ニr

縞 目 Uq - l/泉 pT), ,職畦泰言(T=T puん) に相当する｡

1､人上 Q'考えれ こ巷サ い て ､壌2､2懐に禿 て 追硫庫勧戦取 軸 糸

を回路7､ラフ とLてモデ)L表現すると象2.L5臥 て充て 3うL-J 1

5b ここで､親杭糸lこお口も強風 表 音 ,畜 専 権恵与､称塾JR表

音は,それでれ取木糸の強風 ､イこす､ワ9′コ二手二つ と凧い

紀号描 い て表現 しているb 壌 2､3包 lて希寸簡導L奄勧鵜概観も

用 布に風路7､､ラフとしてモチ )L化 すると簸2､L4RIこ示す よう

lこ泉乳う ろこと朴て､＼さるO こてで.AAノ払 lユそれで叫床のよ

ラ ー- I-

簸 2､LS風 豆乳 両勧観 取勧糸の固臥モデJL

李+ :-;･_4 -_-i :童

寛之 14尽 涛重電勧観取勧束の回路モデル
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うちヘクト)Lて"ある｡

･ 払

二

子

三

:･,LJ

(2.1q)

塊2､J4馴こおいて C の斡分は恵領製のYt/lp-トと考えること

針､て､さ.その帯岨はたの式で '表わされう

iA-¢ メUA=

た苦し､マトリワ久C,11次のように表わで叫る.

更え D
a-L= &T

(?.30)

(9.31)

モミで＼C(tl､C､に適せ lこ行夜漁も乾 しももので'-ある.

以上の様 t=して､ 喝気一磯 城エネ JLで-,*頼 糸と匝賂 7､ラフ

い てモデノ｣化寸 ること恥 で､さ､促のIう7=Iこ とかもえる.禎

叫夜数 と塾逸/*甑 に対 して lユニステムのト7TP口511-より､それ

ぞれ-射 bされ r=.4/LL九､リ7 の屯足れ 喝乱射か.献血†る,

Lた恥 フて ､額 2.J3回 一 篤2､件風のように両も-鵜輔エネJL守､

一夜車乗 も回賂7､ラフ として東風すると､産休 のLステム41ふ

さきいも寵過言 るたわのモデ)L式Jl義子の清隆を表見 すう特性

式仁 恵言の靖軌闇太 い )生じる一般化 で机た千 JLと九､リ7則
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によって得る ことが､できるb

2.6 も寸び

この皐で､1ユt本論東で､対象と守る刀イリス9回酪吊 伊､それ

を食も亀章卜碑賊ユネ)Lギー東棟糸ql鵡欲とさらに計卑親藩凧

解析と取計ヒIlう胃的(-J給って そのモデ )Lt話した . 専良と瓦

寸と茨のiうと ち る｡

(1)本論丈て､明 敏とする卑気 一聴賊エネ)Lギー吏線条41畢気丸

13､風力凧芋卑俺奏言i名も 笹力夜頻回絡､すなわちウイリ

スク回路で,簡力界千単体表言J与飽食的n醜奄モデJLを凧い

る｡

(2)エネJLギー変換森､襖端灸は且瓶笹勧穐あるいr3葡卑風軸

熟 とjW t-i,1てい て取朝 で小も負荷象り 構叔さ㌣し そのi

デル武lユ重職不Ji dl孜線形微分市乳武で､あるb

(3)画も 一級璃1え)Lギー痩頼束 i庖路でラフとしてモデ JL化

すると母港は-線化でれた雪)LL右ソ7の鼓打 て吸うb本覇

亀でl1枚ol葺で､ こ叫 を恥 1て後私笹子風路屯と､で永く4納

れ出てl､る ラLT､ニdl良理に是サ<最良簡利敵も屯気一鶴城

エi JLギ､一束顕糸に畝敢寸る｡

ユ?



葛3童 タブ[一恵による亀紅 磯械エネルギー
豪華糸のディごタ)LシミュL-Lヨン

3.1 はじ07lこ

吐年､健 々のiTイリスタ回路と凧し､た取離観の租軌 制御 の

捜術が罷楓的 )=私良し､また､とりわけそれきて､個憩 とされて

いた東風硬軟碑 の可,%風乾廟 の研 私かあくAJViわれ ､効率 およ

び璃寝の食い 華軌 瑚御 耶＼東風でれ つつあb勺 ところが､､その

菟 しい 載術 嵐 息 J=tQ＼か わ らで .そql解析お よび硬を‖ま､刀イ

リスタ回路 再 巨線W/スィ､リサ乱象､エネルギ､一夜塊 の非線形,,iti

など矧観 点､利､タ9<いまだ＼汎同 性 のあもオ畝 rlな いJうで､あるb

この宜で は ､ この ようなワ イ･Jス9風路を食 も取気一構斬 工ネ

)Lギー,*換糸 の97ローか こ巷で くディごタ)Lミミュ L-ニョ

二に7いて親 し＼､また こ中日=差サ いて奥原 I=取乱 しT:汎冊7uロ

7､うム につい て且へ､る誓]へL3'mS]-t3も-1tSq〕ここて､･Lユ､この 日 7派

気一親水 エ ネ JLギ ー 夜襖 糸に対し､亀 気 糸 のサイ リスタ回路 は

どQ､iうW,/亀 の¶ イ リスタ 包賂 て､､もiく t ま たそれ IL,の暴言の

矯穐椅温 ､照ラメ-9億 あ古び確勧磯 ､観戦糸 の各丹ラメータ

庵i人力するだ､口で権も ql初戦状飽､よりその過渡乱象に沿 って

民具 lこiミュ L- トする ミ ミュL一三 ヨ170口7"ラムC1簡私互

酎 勺とす るb ミ ちに. 直乳亀勧 楓 におい て lコ.その励砲 方式 且

他臥 垂足 . 分息 な ど外底 も L二度取 で､きる汎 剛 里を韓た せるこ

とにする｡

このよう 7i私気 -襖 航 エネ)Lギ､一夜晩 太 の三 ミコ L一 二ヨ/

て､､､錦に固執 と735のは.亀 に述べkJうに(1)¶イ1)えっ回

路 のスィ､りす現象l=伴TJうモード,*化 ､(2)=ネ)Lギ＼一夜華 の並

衛W/針 圧 ､ t と､の よう に 取 月使うQ＼で､あるb これ ら間藤 和 音9

7Tj一缶に基っ-くオ乳を揮いlる ことJ-J I)次0月 うl=観 取ていさ

3C)



るD タフ､＼ロー直lこ基でくオ法 持 ､基本的 に は ます､ii亀 と守るニ

ステA に対し 97､ロー 青嵐 武 を各省 し. そ机 を 各 新風 ス亨､リ7O

Tとに くりかえ し解 くい 1うif'/,て､､針鼠が 遁 め られる｡タフいT3-

オ僅式は三ステムを礁東 す る冬青ミ言の鵡乳席 乳 から得 ち 115号

健武とそdl恵 与ql輯旺 i哀れ寸 オ徳 武とそれ で､れ個 紬 こ塵取化

することに より得られるbまたその陳 ､棒線Wy/和 宣の東 言fdと

才＼.&きれ ていれ ば その哉 鴨 で鰻形,化 して わく. し1=か って､

竹 .口-射 てJI)萄この間吸 息､のLネJLで一夜操の埠酎 シ輯蛙

も森射 て竜泉 寸もこと郡で きるb-れ 儀 一の簡願 ､員､のモー ド

棄化の知頂 13 鞄乃凧草薮体表3-と乳烏麦乱 のモデJLとして9

7日Tj- 1て鑑み これ ば､ヤ7､､ロー行机の俺 軌 の寝取のみで各号l=

取 り扱 うこ とかて"さ､そOl夜更t壬70口71､ラムQ,取行 年､観塁判

断で､f苛匂える勺

この萄て鳩 . ます､3､2で風気一輝 工ネJLギー変換糸のタフ"

ロー奇徳武 を尊弘するO ここて"は､晦も糸 ､工ネ)Lキー衷県東ミ､

棚 糸 に対 しそれぞ れ別々に勺7いローも導 き､後ほ どそれ らと

鶴奄ミTIて金体 のタ7qr3-を偽 るb 晴r:､両夫糸 に おいては ､

¶イリス9. 9､､イオ ー ト､毛との す二 ･才 7刊A_01倫理判断もデ

)いてつし､て鮮 Lく並 べ る｡ 3.3て､13尋出 したタ7､､ローオ経武と

科目て朝食するオ射 てついて執 じ ､ 盲た3､4て､熱私した乱困i

ミュし一三ヨニ70口でラム の敏鼻 i並 べ､3､5で ､数億訂葡側

に1,)その為朝任那後転しこ れ る ｡

3.2 風気一換蝋エネ ルギー庵喚糸の9ブロー

ここて､､T3､本韻 文て､､苅敏 とi も､犠2.2懐もJU､観 2､3｢鋸二

元 LLiTイリスタ風路による轟丸亀斬楓 敢切丸 ､南車 両幼観取

勧糸k対 して勺丁､ローオ各式 を卑くb

封



3.2.1 風気条のづ7Llロー

(1)刊イリス′9ITh,乍､､イブ ー トn /渦 糾 細 .,うSwのモデル

毎 生糸 ､寸Tih ち17イ ･)ス 乍風路 の97､Lロー奇各式と率

乱丁るkdlJこ‡寸､､､貼 磯部,泰言で､ある私 力凧等重体 もtttのよ

うに取 11敬 う才＼恥骨熟 しfJも,可 ィ ､)ス夕刊 ,す､イオ ートD′

哉剰スィ ､ソ今Swの モデJLは数値解析上 ､ 7=Tlフネス与垂 T7るたわ

可能 ㌔取 リ迦亀 ス小 L, ヰモデ)Lあること邪､嘗 i しい｡サ イ リ

スタ ･F､ィオ ー トの切 ')碑 え間政敵.､オ 二 ･オ7革卓も､元 号

｣ベ jLか ちみて.無くの環,& このモデル か､促 取TLき る｡ サ イ

リスタ｢有のオ 二･才 7判良は萄2車3観 て"並べた ト.)かV倍等

T と､ 9-二 才フ喧騒寸州 ′ブ ｣-7才-/ヾ 鞄臣Vq 缶 よひ､

l恨奄ri上耳尊 du/dt l考息 ヒ 八 軒た租冶わ1 論亜モデ)Lによ

って/̂373うも の とするO簡 3､1現 に｢イ J)ス 9Thノダ､ィ才一

卜＼Dもよひ､承和 久ィ､ソ4Swのオ二 ･オ 7判虹の ための免れ圏

を示寸DF摩 .C(机 は簸rL討畳ステ､ソ7Ol=おけるTh,D音と

はSvのオ二 Lオ7 状嵐 を表わ し､Th,Dも夫 rlSwか オニ7:3-L,

ば1′オ7 克 ち甘 001値 と とる b また T(畑 言､簡 yl計 嵐ス千

･1.,70にあr7る トリか借雪情報 五泉 し､ ト1)カ､､席 等ウ＼､印和で机

てい机 で1ノ 印恥ミ如 てい Tln中日ま､0の庵 tとも ｡止 r3オ7

韓軒の熱嶺 時吋 で ある ｡

葡 3､l団 の敢歌風 仁徳 フて≠ J Dあるい lつSWO1才二 ･才7

ガ態か＼罷d)られ る と､ (n十l)摘 ス千 ､リ70r=お17るそれ ち07

α-L帯性 Tiほの耳 の夜番泉艶 で与え るこ と耶で きる O

机 'sT t) 十 恥 Vs':十l' - O (3.日

ここで ､ ŝwノVTsvLlそれ ぞ れ Th′ Dあるし､JコSvの亀瓦およ
●

び＼簡 瓦をあ うわ1㌦ 盲も ､ /p-7メー タ (札 恥 )は7Tl′Dあ
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Th,D,Swのon-off状願 On off onヰOff off■ on

k.1 0 1 0+ 1 1● -ド

簡3.l友 jでラメ-乍(鶴 ′莱ひ)の漫取

雲いはSwのオ 二･オフ武鑑 を尽す尺-7メー?て■､免3.l泉 のふ

うIて盈乱 され る｡

Th′ DあるいlユSwQlオン オフ水飴かY､棄化任す､､i-ド肝

風見Lてい5簡PSlと風毘ミ ート と呼び'､また711 . Dあるし､nSv
か うー =･寸ニ iたr39-1･オ7 Lてiつのモード､から座 のモ

ードへ甘口)頼わ る 時､も､と息角時点 .その 血債 を産額モードと

略か､ことに寸中日で､風見 モードで特 (鶴 ノ恥 )LSその才二

才7に応 じて境 3.1泉 の 観 1亭｣あるいIl席 2利 手tト 音た､

塵傘 モード7=おし＼て 11 喚3刊あるいrl壌 47tllり選ば､叫 も｡

笥3､1泉 の覚 3机 のオフ コニダ＼ワ?ニス紳 tl､Th,Dに つ

いては.三相仝綬蚤乳 7､､リッご回路 を酎 ､点､弘魚で勧イ巨 l

tときにみ ちれ るような風路の分町が､乾生 しなし､取 t)噂とす

う朴 ､Swに珂して は鞠に句紋小ちオ7コ ニケ､79ニスを与える｡

これ lユ ､Ls吋≠0T､9- 1･オフiるSwとイニケ､79｣ が､小ソ

ト七､ソトをW,/鈷す う埼金 ､イ二Jや )L久瀬の取圧か乳生 し針鼠

が､下可能 にな るので これ五輪(uたUlで､ある｡Th′DT3鵠2葺

3鞠で､並べ たように､断 て ん -C)で ､勺-ン オ フするvlでそ

の,牙尋 r37d-い｡ また風 勢のワイ リスタ回路 の取乱回路 l=あい

てrl､蓮魯 時点､で 9-1 ･才ニITh(あるいr3牛 1･オ LD)

が､亀昆取 E,コ二デこウ C とJL-70を形許すも馬冶 堺きく

3年



机 ､環 乱 す､イヌー ドや藍乱利¶ イリスタはそ抑 それ 9-ン

オ二Dと噂巳漁王, 々一 二･才LThとオニ旬 かJL-7QをYy,館

寸ることが､97い｡ この路.イニ/町Lス状の屯紬 ､乱ylたり､

解郡良書LL773かヽ っ 七 ･)Lて計風 邪､不可 嵐 に 勾 る b LT=か って

こ41を希ぐ たわ に､塊 4 利のオ二租続け ra鞄 に 刊 ,D,Swの

いずれに萌しても 徹 Jいな値 1与えも｡ この ように､産額 も-

lJ､にもし1て 1号寒風 スイリヰ モチ､)Lを冊し､るし 解析 不敗に乃

7た.)下虹に 乃もてtが あ るので鬼瓦 オ7コこす､フワニス

押 あらい.コオこ確か を竜触 る噛割 ､､わも- 巧打､これ

もの 押 し TIJl塵勃 ミート､肝終わtlra頂 に もと＼され .壌3､1

泉の笥ユ閏あ るい rl簡 2机の状乱 iて巧もb

(p_)17イ リスタ回蒐刺 の 971､ロー

ウイ r)スフ回路 のTh′DノSw｣小トの表音の翻 呈Ia希命公

式とLてOも 0くOく J のltQラメータとした 次I式 に希71

博鼓も冊いて馳敬化 寸るb

g(n十一)- 3(∩) 十 机 白 が n'. (.一日)ら(肘､)｣ (3･2)

(3.2)式 を熟いると泰言韓 JR (2､l)～ (2.日 武11それでれ rL

の濃に髄敢 瓜する ことか.TL､さ5b

E ･･ ruiyw- - モ(帆 )

了･･ LJ(仰 =J(帆 )

R‥ v R'州 ) - Rl;n十■)
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C:cvc'鮒 十(9-I)頼 叫-cuTt'叫十頼 ご- (3.日

｣･. LLrt)十 (O-｡RuL'州'-Lir 十OR甘 (3.｢)

(侶 恨 試叫 十 (帥 )暇 ㌃ †l) -帰 'n告 哩 に' ) (3､8)

ミミで 入Tl新鹿 のス亨､リ7｡巾て､､あるO

一木 11LL在､リブ の 取乱則 k CL 簡耶 -lkCLI3化転 に選 Lだ'

大仁的寸 る基本才､ソトtL ､ソ ト行 列 t DこtID 挿 1 ′ )L-7〇

碍亨･j宣B-I-fT口 Blと下 ると汲01最 r=随散仏で巾 る.

l ID J 下 ] t A(帆 ) ] - o

t 守 口 B l t 管(帆 ) 1 - 0

(3､q)

(3､10)

鞄卑森全体 の97､＼ローか亀式 は､ユ､人上の樵 にして興 られた≠

)Lヒ右 ､リ 7机(3､q)(3tl0)式と泰i揖促 (3､日 (3.a)-(318)

式を連 立する ことによ リ衝 ら れ るも なお､ Lステム が亀気糸

のみの馬食 ､寸73わち鞄勧 碑 を名 書な いサイ リ スタ 風路のみ

の環和 音 (3､q)(3.10)武 の 取乱 ､簡圧へ＼つトJいもつ,t甘]
且､それ でれ (3tl)(3.3)～ (3､8)式 のTh,r)ノSvとE,了′R′C,L

Mol笹私 ､屯巳 よりのみ穂叔 されるへ､7トJLTtあも｡ また､

壌2.2厩の直私奄軌礁取勧糸 の掲JBは li]ノt甘〕Llさ らに

亀戦言あ､古び､風趣息 線 01取乱 1'O.ノLi 屯EU h ′ qJi を専

恵として食も｡葡2.3個 の簡単帝切熱取 勧糸 の喝冶r3､tA] ′

L㌍]障 れ で叫風定言丸 線 の乳も Laノ /'tノIC み3ひ､駈

VTa,鶴 ,VCと専泰 として食む｡
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3.2.2 エネ/Lギー蚕換条.礁折衷のタフ"ロー

(1)逼亀亀敏郎 'iol勺7＼ロー

追風奄勧碑 の勺7t＼ローオ埴式 を尋ねする1;Ullこ ､ 簡 丸太

ヒ帆最 (3､2)武 の嶺命公武 i鞄いて遺丸 亀朝親 王デJL(2､13)

武も聴取化守ると茨d'猿 r-j J摘 ｡

kも(㈹)-貢 (n､十机 白F'n'十購 抱く州'-拍 i'れ'+(l-0)L'叫1

-旦入拍 正 一主州 +(I-9)LDr､'A(yttn31 (3叫

(3､旧 式は､uJ㌘l)ヒ i(叫 の積の兎も食射 巨即 ち,Jので､

これ1さちに ､ rlスラリT7DBq1億 と初期個 として ニェ ー ト二

浪も1匡底凧すると 次 の線 W/代敬オ乱 戦 qttt得 ち巾 もb

tL十(L-Q柏 里 十(i-0)棋 入卿 汗 仰 '～

-(I-8)哩(叫 +(l-01鳩 山 (n)血柵)

･lk-6噂 十(卜20)鰻 久山M'n)圧叫十戦 州 (3､I2)

(3､12)武 と (p､J2)も (2114)武と冊いて､電束こ'亡lこ表乳 する

と探q)魚 r=73る｡
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L了(ト 0)hRa -(ト0)h仙 (n)m

し-OhRa a -(l-20)hMAu(∩+)∩

(3.13)

執れ糸の f包臥 9-イブ＼い′r7ス(2､16)式t凧篠にして ､璃頬/fl

武 (3､2)旬をR日､て馳 取イLLT:後 ､ ニュー トこ乱1 1回息凧
耳もい 矢ol線形,代敬オ徳武 肝各 ら机 も勺

(J･ (l - 0)h 6 1u(n' l) I (. - o )h入 M( iin)i去n+l)･ ifn )i三n'l))m

-(JI8h6)uエn).(.I20)h入Miin)ifn)-h,L

以上の礁 1=して ､犠2､2包 n右 側 の7､､口､･.701直乱 簡朝格別

食体 ol乍7､､ロー オ各 式 L3 (3.t3)式 むきひ､(3､14〕式 を塵IL1も

ことに 主l)得 5こと柾 て＼＼さる｡ (3調 う(3､knきいこ机 ､て､泉

知奪取11 鳥叫 ,/'i'叩l'ノUTa'州),vt'"I)ノ山詔●一十､その専沌

5､-方 .オ裾斗 01穎 口､ (3烏 )(3､叫)式 よ り 3ていあうか､

庵丸和 ,'今7､＼ロー と直 立 寸もことにJ､)解 くこ と恥 できもO

3官 1断 て訂iL㊨



(2)洛卑風郵轍風の?7､､ロー

壌2亙 4範 で速べ たように練尊鞄勧穐モデ)い息(2123)玩

(寺tn(2､2g)求 )もHF観象鞄 の式 (2､2_0)武も､さび (2,

之l)式かち東歌 これ もb 風気盲鬼線 のCi , β ra短絡 されてい

うので

Vd(千)≡ UTO什)三〇

ヒ嘗くし (2､21)式 よ')ただちF=

VTd(十)三 鴇 (十)三 〇

耶滑 らすtSb これ を (2.23)も仁代 入し､ 72個 01才窮乳 ､

(2.2D)′(∋′23),(2′28)も そそれそ､t叱個 別 に細 徹化すると

敏卑 亀爾 後 0月 で ローオ雀 式肝得ら叱 ることになるb

きT､軸夜換式ol(2.20)武は､ただ ちに敵敢化てること恥

で＼さ､号の梅 見 掟のJうう式が得 ちれる｡

(3､15)

(3､lら )

きた.(2､23)式lユ(3､2)武ol嶺分)A式を飽いて塵取化 Lた後､

39



こ ｡ -トニ良もユ良泡箱すると畝の線形付敬オ各式 やヾ県 ち机

急JO

㌧+(ト0)hRr (. -a)hL,Auエn) M (.-0)hM入定 n)

-(.-8)hL,̂Uエn) L,.(.-0)hR, -(.-0)hM̂uエn) M

M O Ls+(1-0)hRs O
0 M o Ls+(1-8)hRs

(l-a)hLriq(n )+ (l-0)hMiQ(n )

- (l-0)hLrid(n )- (1 -0)hM iD(n)

0
0

.入W(n'l)m

L-OhRr r (.-2O)hL,入uエn) M (l-20)hM入u(n)m

-(.-20)hL,入uエn) L-OhRr r -(l-20)hM入W(n)∩ M

M 0 L-O hR 0S S

0 M 0 L -Oh R

ヽ
■■′

)

(
D
J

11∩
V

0

o
h

h

△U

e

V去n'T) -RiO(n･1)
S
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珊 糸の熱性式 (2.28)式も凧最に.(3､2)式とlAl､て簡懲化 し

た後､線形化 すると次Ql代甑オ絶句やヾ'得 られもD

(J･(.-0)h6)uエn'l)-(.-o)h入M[iQ(n)id(n'l)

+id(n)iQ(n+l)-iD(n)iq(n+l)-iq(n)iD(n+l)]

I(J-Oh6)uエn)･(.-28)h入M[iq(n)iD(n)- id(n)iQ(n)]

-hTL

(3､l%)

以 上の穐r=して ､壌2.3B ql右側 の7､､口､ノ7の教導両朝晩Ml

食体の今7､ローオ嵐 町 盲 (3､は)～ (3.JS)式 宣連且 させも こと

巨より得 ることか ぐさるQ これ T3､屯気糸 の つ7､､ロー奇解式

ヒ直立寸5 ことlてJt)解 くことのて ､さるb

3.2.3 77イリスタ風路による 亀勧穐 取割れの97､､ロー

亀気糸 の 今丁 にト L､ 7 ネ ILギー夜聴糸 .碑林勲の770ロー

を,SJBさせ 5ことr=より､ 母体 Q)17イ リス9151降 Iて与る亀朝粗

壁幼糸o)つ7､､ローか租武カや碑 ち叫 もb

(日 且私鞄勧穐 準軌糸cl17＼､ロー

集2､2極目て荒す遺風乳勧格取釣糸仝麻C1やブローオ希式

は､¶ イ')ス9回路側 の97､Q- (3､日(3.3)～(3､10)乱 し

遺風硬軟格別 の97"い (3､IS)く3.14)武 と旦 且で 亡うことに

より碍 ち車 台b これと 得手Jオ夜戦 として表現 すると (3.1q)戟

のよう に7Id畠｡
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ⅠD F

_FT ⅠB

1 1 0

_A I

k1 kV

(0-日h C

し (1-8)h

- - - - - - (3tLq)

(2)敵尊卑勧穐阻軌条の今7､､T]一

嶺 2､3包r=示す薗尊卑勧柵 勘 気全仏 vl97"ローネ各式

は､17イ リス夕凪馴 ･Jの乍ア ロー (3､1)(3t3ト (3･10)式 とt

読車両勧 穐側 Ql乍7 日- (3､ISト (3,t8)式も直立 すること]てよ

･)得 ち机 5. これ と希列 オ泡 式 とLて鼻風 すると (3,2C))武 Q)

ようr=735｡
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ⅠD F

-FT ⅠB

I-良 Ⅰ I

k.1 L KVC

Ⅰ -C1

Ⅰ I㌔ -C 1

-Rs

W /
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3.3 タつい□一恵lこよる翻年と封壊乱

3.5.1 タブ ロー息による斡研

iJイl〕えタ風路 の簡和 ニLl逸帝モード解析良を円い ､られ もの

耶一級的で､ てこで対象 としてい るiTイリスタ回路 も食も 鞄気-

鞠種工ネIL芋､-/k県東 もこれ に鼻7､11て計愚 と迫 れることにす

る｡ 77=Jかう､名前嵐スチリ73ごとに論理判軒 によ-)1-ドと

判良し､ Iヾラメー タ勘 ノ恥 ′β,且 モ乳 臥 し､クT口-オ租封

i解く い ＼う寺 嶋て､､赴UHL,れ る､ ところが､ 勺7､､□-鼓Jてあい

ては､次のよう,J鴫 ､寸奄n t,(ユ)笥 2鹿 初期値 の鹿 缶､

(2)画風d)/h軒と海亀の札温 も 吊に竜泉 LtJり中日で､73-L,75レ10

(1)象2確初簡値の亀臥

一般に風虹モードにわいては今で ローC1夜敬 は直絶て､31

盲机､モー ドの漫幼帝良 lこもいては,軒臥ボ ステ､リ70状に飼偲

守ること群 れる. 97＼ロー息は司へ･てql束言の 取乱 ､簡71外

患知哀歓 と7:Jるのて､＼新 しい取乱モードdl同職騎 ol簡之鬼初簡

値i有れる,態尋があもb て叫 にilLて まず竜えち叫るオ畝と

してlユ回路 でラフを剰 印 して､海商.魚丸の直敵 性に注もし

て妾ulる布 畝か考えられ るク＼､.針鼠朴矩軌 て複敏 と7Jもb そ

こで.祈 Lい掛取モードの 乍7､､ロー に,古い阻むt-ド01最

終値､フiり額ユ穐初期値を恥 ､て碑 くことと考えもっ I叫

に印 して. エステ4恥取勧 楓も禽王巧い渇食.TTJかち簡印

篭TH リ ス勺回路 の馬和 音､択41こと恥 蹴立てることモ示て

こと折 できるbt31〕す73両ち封鼻息として､俺且 オイラーも (

B 三〇)も 和し1叫 は､､刀イ リスケ回路 の スイリサ の塵碑晴点､

で･の執2億 初的俺 ra､スィ､ソ今 の才 二 ･オフ状私恥硬化 Lた

後の97bロー方程式 に第 1確初簡値 と 与えて温泉寸ることか

て1 5勺 ここで吾取としている簡働聴取勧糸は､工わ Lキー

4∠l



賓嶺の経線乾性 olため 文献[371Qlよう に矩鴫† るへr3取髄Tl

あも町 穐釈充ol吏敬LDM の衷化か翫恩 の1ス ラ ､リ70て､､紙幣

lて小でく垂私 と毛乙ち巾 もdlて､､ このこ とra . TJイ リス7凧

降 と同構､恥もしていると聴刺 で机も b LたDV,て､凧殊r=

訂阜私 として後乱オイラ 一弘モ冊いること1てい )､簡1礁初

鞠債か う萄2線初簡 値外食弘てゝさもと考えちヤtも｡

(2)闇路Ql命叫 と亀J% JL- 1bの 粗度

どのようti新風玖宣玲いても､TL . D′ S小こ理鳳スィ､L,

ヰモデ/L等傭取する限 り.それ ちのオ二 ･オフに凡＼いて､包

賂耶介軒でれ たり 短絡 /L-70恥 W,成された リてる偽名に Ti､

簡邪､それそ､サーt不良_､不能 に句 .)､針食か･不可他 に73る､その

たo).3.2,1で､､述べたJ うに簡爪､不R_､不亀の鼎和音スイ

･t14のオン 才7亡応 じ＼て､塊3.1着 の棟 lこオニ破れト, オ

7コニ9､､つ9ニス押 ′去 そう人 LJJJi叫 音＼もち'JいQそこ

で てこてl＼間藤 と禿るのは この塊の風路状能､左前 旦 奥行寸 に

どの1-171万蕗で根知†5かて､凍 るO この㈲最 に印 して､T=

とiぼ､回路 の7､＼ラフよ.)毛､めるオ蕗 も為 乙 ち巾るか.針風

邪繍 ぐ醜稗に研き〃＼思 いQとこうグし 77､.口一息を冊いる

と叩 ローの正則蛙にい て判射て"さるri41しかも97､ローの

簡恵にLU命稗 を凧いると､今Tローの正畔 堤の判虹 Iiヤア､

ロー行列乏LU命解す る過食で ､これ 1､人上壮卑ピJtt､･,ト専鳥

即製べなく771も碑､卓､で行うこと外で､さ,簡別の1大尽不尋 r

あら｡

｣､人上.(-),(21 の愚論 よ牛 今7､ローJつ次41様 にして解析と

逸れて行∩ぼ､Jい｡ 朝風 ス与 り 7｡坤且として ､大スラ リ 70刷れ
と小ス千 ､リ 7叩 tHl一剛 ＼もことlこす附 で､盲で 風見モ- ドr=お
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いてl古根 ≠M として､新風直 としてLll鴨泉で＼敬も璃接の良

い トラr/､イす､JL鼓 (O=yz )を町 ､て計息 を鹿一口るb A朝風

ス亨,./70にわいて 3.3.1て"述べ た粗金ti愉 碑 よl)刊 ′D′Swのオ

ILオ7状私を沃 良 しモードの利敵 を行なう｡ 各Th′D ノSvの

オ二･オフ状私郡､変化 すると､モー ドの 連吟 舟点､互より正確に

寺めるたれ に 1スラリ70食vlもど ')酎 こ′吊 テ .･'70T頼 り も与

えて針鼠も統一l｢るQ T=だ し､この時朝艶歌 はトラペソ"イrJL転

のききて､､あ るo そ して､小ステ u/70巾≠=強叫て､潮風寸に阜ひ､

モード愛化 も碑息寸ると ミの 札頁､Jt)1ステ .ソ-7OTR,q もど､()､

Jでラメータ(鶴 ′浪ひ沌 塊3､L泉の射 守｣あるし､11萄4列 よ.)

盈耽 し､E可和 こ吊亀畝を後温 オイラー鼓 Lこ衷 えて通巻 73ステり

70敬の簡 J 臣 ≠叫 で計且 互軌｢も . これ邪､終わると､ふたた

ひ もの大入テり70坤≠-甘tl lて良 し､/Vラメ-勺 (鶴 ,鶴 )を

壌3.1泉の葡 1す'Jあるいは簡 2列よ り盈訳 して ､新 Lt､勘定1

-卜として音1二且 守るb なお､各も丁鼠 スラt･,-73に㌻日､て▲77≠□

-カ月巨正甘いこfJ的ぼ､風格o'分断あるい Iユ短絡が敢生 したもの

として､寸へ､て爪牙 ニ 状飽C1スィ ､ソ チ東言 に才二聴取 t , オ-7

状亀 olスィ､ソサ亮 言にオフ コ二円 つニス細 をそう大 して計

鹿一ヤ1)JJあて ｡

3.3.2 今7､､ロー の簡 臥

各新患ステ 11,701=おいて?7､ロー布列 の丹ラメ-9む さU､克

也へ､フtJLが決れち寸,tもと (3.1円 (3､20)式の牛 T ロー lユ.

食左 = b (3･11)

もる軌の練W,代教 オ各式と栴 〈ことに7a 5 っ ( 3･2日 式と7ラ

F7ト私T3e〕匡 JもLu頻簡玖宣熱いもてい てするし 夜着 Q)臥
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ももrLとすす=宜､

負-I
叛 - a]&一恵]Jf帰 日甘 叫 -- a)

糾
uAd' = t久瀬｢首jt叫 ]/j綿 (離十l′町 ･一朝

(3.22)

lてよって ＼今7､､ロー特 別食を､奥=hL～LJと､上三角11-号｣と下三

角行 列 r=分 帝 し.

～LRこと

,Ujn=且

為る代数オ葡且 を､前進 ､俺温代 人によって解 くこと1-J aも ｡

(3･Jq)(3.2D)式 よl)わかる ようr=､うで ロ ー 〝苛F Mlraス/㍗

ス奄ので ､探ql猿 r=して紀 鹿風食の衝租 封尽速積の向上を11

か5ことが 7-きるliq〕これと (3､In 式 の 97､･ローの清和 こ7い

て嵐明する｡

ます､え轍〔37]qlt1番簡

新プログラム AミTAP

と向寒tこして､範 3､2宵

1て荒す ように や7､､日-行

列r=列J}頼 き夜 し､ 97い

ローの左上 スミ7､､口 ､り つ

と単相行紬 て†るD こう

†5こ～Jてよ,ILLJ分解

lユ.恵下 スミ7"口･ソワの

(D)節のA lて飽 こtlぼよ

いことに7Jる｡ 甘7､マト

ⅠD (A) (8)ド

ⅠB -FT

×× (C) xX (D) X

Y X

Xメメメ XXX
× XX

X X

壕3,2匡＼列嶺項線 0777･･コー
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))7ス(A)′(a) 13､ 0′iIの串 を専泰 とするので､封 だ･巾

を月 号ま も フT=府オ向の 瑠 イニ9･ベlクトJLに圧痕する｡ で -i,(I

(B)の印命だけを固礁 1こLて刊牙 向の7tPイニ9へ､ウ トILlて圧鶴

し､ (D)蔀の ｣∪分科 に使 用するO こ巾 -L,のポ イニ?ヘ クトル

11前租週 の魂鴨で'-良作取 するだ､11て､､よい｡(C)I(D)の部分に

は配列をその昔も筒も し (D)のど甘､ソト卑泉を列方向に選ひ､各

か ち (()の配SI比 (a)の列オ何のポイ二つへ､?トルそ掃いて､

LLJ竹筒宣術 ㌔う. この 晴､犀尋も あさひ､土l電束 との東風は

強風で明 ることにTsる｡ LLJ分時 が乳 3 Lた ら (C)′(D)部の配

列と行 方向のベ クトル に圧痛 する. ｣､人上の よう に して LLJ分将

領 も ス/Y-ス小生が席角 下れ. Lh臼行事｣か 芙 ド;TPイニ今へ､クト)L

lて圧痕され た ことにJsリ､前波 ､後退代 入J=わいても束晩嵐恥

節約 されるO も31(A)雨 (B)印 は､iT鬼平 終鳴不填て､､あ る召＼､

(C)静 (D)印 L盲､ 新風のnスラ､ソ70BQl噂 に東夷 するT=わ､各

部且ステ･リ70ご､～に､ LU分解とヤ ー)直で+J口巾 付､馬 ち13いO
このたれ.てらL=勧辛 を高め るためのエ烹 恥 塊専 て､､あ る｡ これ
Lこつ hて(言海4畳て儀 し､る｡

3.4 訂且の乱れ と汎冊7口7､､ラAの敬鼻

ミ叫 まで､n敬輪 ももとlてして凧乳 したi7イリス951賂 1てよる

遵私製勧磯風 勧森 の爪印 1ミl L-Lヨこ7Qq7､､ラ4 NtTL

Ap-DC と葡尊慢働 瑚 官勧 糸 の汎取iミュ L- Lヨンプ ロつI､

ラムNtT CAD-Inの餌場Ql喪帆風 を範3､3風 l二元 寸々 凧
風 (b)lてモー ド脊イLL二伸 Tiう代 ラメータ の 藍取 01か敢 互布 した

もqlで､ある｡ 71む簡単dl忘れ 風路 01分町 短絡 の匁盈 l盲鬼 略 し

てあう ｡ 食体 11人さく 入77線 . 酌舟亜私､針鼠吸 と鼠77射 てよ

り強永さYlて い も｡ モ竹で巾 について.÷ ち仁嵐叫ISもと取の

ようで､ある,

4官
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プrl り"ラム の永 叫包

4q



(n 人力吸

取東条の各恵子ql璃免積もと帝位､と奄勧 取 ､亀泉里勧 q)令

尺ラメータ.刀イ リスタの ト ')か橋級 ､前阜 gl7千tリ70巾.

∑ミ1 L- i-ヨニ dl簡略 ､ TTち切 り晴冊､各奄敵 の 初筒底､

プロ､り9払77寸でき秦言ol鴇 紅毛と､1入力 する母で､ それそい

軒 下卜くそ 下o叩Atで 入刀で､さるように Lて射 凧鳥の侭 をri小

つている.tJ和島恵簡勧聴取朝粂 lておいてtl ､外敵巻線の壊

乱摘乱射 旨臥するTE､∩て".也恵の軌畝オ武 (化研句 .量を式､

分各式 )を取 ･)吸うことか､でき､また簡 尊 卑Ql観取勧束 lこあ

いてl壬､鳳R_言鼻鏡 止△あ るい rlY盲端 良 する苦､lつて､､と､ち

ちの糸も甘え .)娘 Lる占うJ=117ているo

(2) 前払過程

入力データに其7､いて基本か /ト且 ＼ソ ト､JL-70行 李tJ封 t

税 し風気糸の97＼､ロー4苛机{作東守る勺 まf=､この曹博 で 希

3､2回 d,(A)も･3び＼(B)帝はポイニ91=縞的 され も ,

し3) 台風段.

ITラメ 一 々 瑞),礼 ,9ノ且i軌範で盛べた5う1,;して.風
量塵取 し.喝も糸01々 7､･ローlて工えILで一項重森 も･古び柵

秦の今Tlロー一再和 し LU分取 前 混 線iR代 ＼ に り 釘且

も連れもつ 昔た 見I二速へ･たように､訂鹿/ii武 は トラペ ゾ､イF､
7L鼓(E)= J/～) と後旦オイラ畝のZ塊韓と筒1､L計嵐スラ

･り7叫 丸も . ナス亨､ソ70巾≠M ′ ,吊 子､リ7orf札 の 2頑強

i鞘いる｡

(41 出力埋

･%軌 .=転 じ て.Ih , D′S〟のオ二･オフ泉,各秦S-の晦足

場 ､奄瓦値 も･与甘粍札束の夜戦の値Ql-)スト､てらlて鳩 良さ

れ矢車了のアロ1.,9缶刀 根Fy/TJと'､か.碍 ちれ るq

i-O



抹 上 の70口'7＼､ラムは 171 -トラ二も嶺で 篭小 机 ていもV

3.5 数億計且 倒

こてていrS.困私LT=乱 冊 で口でラムの為栗か性互恵寸7=めに.

儀々のiステム匡『し敦億 丸根 した私製 を寿､寸b佃凧した新患

熊 IINモAC_-700で､そdl東鯉 に専する埼職 11的sJJJS

て､､あう｡

風塵且.キヨ､リ/†駆動の直見式長泉 電勧耗私

牽初 q)例 と して簡 3.4 圏lこ示すよう奄4 3.1' 代 て､､軍勧 さ叫

5適量武 へ遠泳鞄勧襖 もヒt)木 TTも｡ 観 3.S馴 こ壷丸亀新和

El=240V ,Cl=10リF,Ll=2mH,Ra=7･56fZ
L=55mH,Lf=日 日,M=0･234日･J=0･136a
6=0,TL=BumNm,B=0･273 ,duty=OL8

1g記2=1三二三Ia

萄息4回 ヰヨり/Y乾勧 ql直丸亀勧熟年勧糸

の席止 水私 かち 10 固執 iミ之L-L ヨ ニ LT;過渡 撒酌を希

右 iミュ L一三ヨ 二の初期値とLて lユ､サ 3 ､ソ代を簡勅で

tもたれk Vct ご 的 V と与え､杷riすべて再としたや簡句
本あ､古び 粍軒条の各帝 の 勧化恥 も 史 lここミュ L- トで叫て

Sl
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TIMEtMILLISEC)

電気 トルク Te

俸3､S回 す恥 J†駈朝丘も式直泡 亀勧穐 糸 ql各部Ql
iミヱL-ニョ二浪W,/

いる爪 軒れ否＼る勺

包盛上 が良垂熟蕃範幼 6,他面五虚礼 簡軌儀も

壌 3､も懐 に連綿亀丸で lトリご風博一によって市郎卯JSれ 匂他初

東通丸 亀勧粍1希う｡ 壌 3､TT臥 て171 I)ス7の点､乱 色 味-7io

ヒした馬食 ol席止 状亀 からの 10凧鯛 の iミコ L- Lヨン瀬的

冬青す一iLn液輯lこおいて 乳猟言【二大きち 取入海亀 か蔽れるこ

と粁観 臥され るO も打 溶液和 こ11屯観て取乱 は直私 で､払る

町 常6宜 で､未了が .足熱沢亀 において1ユ不渡私 とfJt)､回

ど2



El-179･6sin(120Tt'¶/6)V,E2=179･6sin(120Tt-T/2)v
E3-179･6sin(120Tt-7¶/6)V,Rl-R2=R3-0･lf2,α=76degree

:-≡?;…喜5H霊 ;;35:giE莞 :T"̂=; L荒 HNm,B-0..

a

喝弘慢全政審気温取軌 の他新式 遠泳亀勧杓

サ イ リス タ電流
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王
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01-;Jll.I
l.l
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-ll.l
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-Jl.1

電機子電流 1a

サイ リスタ電 圧
vThl

4.4 21.441.1●■.●●●.●1●●.● 17●.l I●■.I 1●●,●l●■.J
TIME(MTLLISEE)

回転角速度 ㌦

卿 圏 虐碑亜乱暴取勧他励 耳 釦も庵軌碑 糸 {谷幹
の ミミtL- 1っこ諦帝4/
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路の舟軒がi U､も .

風配 せ頭亀 丸 亀取 幼 帝鬼司直丸 亀釣瓶 亀

城 3､才 慢 Iこ食晩餐乱 風乾 勧 o'身長武直丸 亀勧鞄 も示 すD 亀

風見執 .噂朝 市良軌 1言仇敵 之と軌じて･･あるか ､励嵐 方 式 1分

も武 と した Q 壌31q恒=こ 取勧鞠 の席止水取 や＼ら適 確時ollD風

潮 のiミュ L-1ヨニ液 S/,,竃示す勺 iミコ L-iaLQl初執

条件rH へ て簿 とした ｡ flあ r この 糸も倒 漁 Zと町構､良帯

状亀 t;も い て Ill旬鞄 q'分断か'l呈 L-る｡

El=179･6sin(120Tt'T/6)V ,E2-179･6sin(120Tt一丁/2)V
F3-17916sin(120Ttl7¶/6)V ,Rl=R2-R3=0･la,α=76degree

JR藍 ;;55…｡.;2Rf:::,;:[;;L6:: .㌻ NふLf=15"'M=0●268日

軸､柑 金線聾亀鳥取部分も武 重丸 亀勧鵜

亡4
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LJ 2J.Alt.○●■.Jl+444 1●■.lJ lコ■-■I●■●■ IlJ.JJ■LI
T川E(HLLLISEC】

電気 トルク Te

紬 尽 讐 lSL讐 警 雷 謬 離 乳馳 掛 脚 の

亀臥生 ACLでュ L-9風軌の薗尊亀勧観取勧糸

軸 亀勧 穐 取 勧 森の刺 と して ますt､ 笥 3･JO圏 に希寸 占う TS

ACLでユL-タ lてよって 耽朝されも教導亀勧ホもとl)あげ

ち.恥 11臥 こサイリスの飴1時噛 蝿 蚊滴 とし､初解像とL

て筒見直に何閉息良と与した時d,試 ユL-ショニ液Wy,と瓦†o

EF



E1-3llsin(100Tt'T/2)V,E2=31lsjn(100Tt-T/6)V

E3-3llsin(100Tt-5T/6)V,rl=r2=r3=0･ln･α=100degree

芸≡喜子i;,8.mH';Jr==こ:喜鵠 -;o',:≡…3,::笹 子…3N二

郎 ､ID包 ACげ -L-マ取勧41線尋簡勧脚 も

モーターの線電流 Ia

H三才∴∵
王:
i l■00.0
tと
暮▲●0.O
IAJl8.I
1444-4

1●コ■▲d
1444.I)

■.O

um .･.

A.O I.0 )4.IIr.0 24.0 1■.- 10.0 1f･01■･01■･O
TrMELM,rLLrSEJ=1

回転角速度 軸

山LO
=)

⊂■ ■.o【ビ
⊂⊃l･･一一O
A+
･■.0

モー ターの相電圧 va

4.or.A ll).0lf.0 10.0 1■.0 )0.4 1■.ol●.0■■.J
TrMELMrLLrSEJ:)

電気 トルク Te

犠3､l順 良CLrlL-9租 勧務卑屯軌強敵勧ホO,朗下
ニミュト こョ1線r/,

Sも



凪急呈 取乱 叫御W,/イニJ＼＼-9乾勧41線 車両部織 れ

範3､12笹は ､ 強与､儀卑鞄勧鞄の下卑良師 準として注折

れている観風脚御W,/イニIト JP乾射 てよる務尊卑勧 晩森を亮､

†勺風格見取 .湊尊 卑勧徴 定数 lユ属に禿† しわ l)で､ある｡ 各

¶イリスアThl- T42は風貌 T=31C)叫S で それ てlれ J20勺

車乱丁るよう に い)ガ､つれる｡毎3､1も射 て東商布 くTL:01で･

軸 LT=とうdl各帝へLも-し-シヨ 1渡W,,モ希主

E=220V,Rl=7 ShL=1H･Cl=C2=C3=C4=C5=C6=30uF

JR≡喜?;;3K: miR莞 2?人望2'筒 m N"m'Lr=62m"'M=95'7m"

鶴.聞 取乱制御W,,イlIト 9乾5日こよも読尊敬
勧鴇も
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モー ター の柏電圧 Va

二 _ 二 二

㌔ .

イIダクタ電EE

モー ターの線電流

17t.4I■0.Il●).OIJ▲.0JJ■.01rt.0日14.01■t.01●▲.Ot●●.■LJ4.028■.l

TIME(MILLISEE)

需気 トルク Te

簸 3｣3風 取乱糾明itJ,,イニ/ト や範勧の静 尊卑勧 格

の各節 dlミミコL-iaニ諌W,

壌袴 .=､碩 々 ∧天 さで のニ ステム に印 し､本70口で ラム を 冊

いて ∑ ミl L一二ヨ ニ Lと ときの朝飯時 限i 入力 租 も･古び 前

起確吸 と盲1象印 にかrlて比吸 した輯果互親 3､2泉 Jて禿て ｡ てこ

でTlュ同軸 で ､計亀崎矧 L3で机で,せい 風前 あた l)のもqlて＼､わも.

音も､表中 (I)- (3日 も帝的TaiTイt)ス9回除 痛げ T)イ Ll

スマ回路^冊 LミュL-Lヨ二邦 7､･ラANm APlt31qlと冊

いて∑ ミュ L- ト L7i縞 果 て､､ある｡酎 革 スー7･リ70TTlとしてrL

塵博 美M - T/so とL､ノLス 亨 ､･,7B帰 …t甘‰-宜n/Oとした｡

Eg



タブロー行列のサイズ 入力段およU前処理留 Tf■駿

I. 76周浪インバータ 22 0,2ー3sec 0.699sec/T

2. フォークリフ ト.モーター .チ さツパー 24 0.24ーsec 一.321sec/T

3. CVCFインバータ 40 0.394sec 5.23lseC/T

4. チョッパ一脈tZItk等式t主流t恥機 (例曳1) ー9 0.200sec 2.280sec/T

5. 金浪B流鞘Jg蜘分等式直滞T.b織 (例親3) 29 0.270sec 5.060sec/T

6. 転形浪q氏清JE勅弼i事t如拙 27 0.ー705eC 2.460sec/丁

7. ACレギュレーターJ巧妙窃ir鴫軸繊 (例jg4) 39 0.386sec 4.895sec/T

8. t流制御形インバータ雌BD輔導Y.地織 (例月5ー 57 0.470sec 71,53sec/T

簡3.2長. 計 食時限 Ql比軌

3.6 も寸び､

こdl鼻でIrl､ 97いロー射 て巷｢､.く夜気一橋戦工ネ)しぎ､一乗嘩

糸のディー三.守 /Lニミコ L一二,5ニ 息 につ い て 執 じ､与 も こせtに

巷 7､l､て更陳 に租31た てた汎 附しミュ L一 三3 ニ 70口7､､ラム へ

札腎も且べた ､ 77-m一 息 に基｢､､く奇蕗 tl､モー ド夜化 に何71

う氾憩 ､ l可路 の分断 ､鳳終 電と､07知理 研風 琴いこ行 i_､1 T'r･=､

工を)Lで 一束象 れ壮絶W/常住 TJと-tJ息% lて烏息1ろ こ = ＼で き

る'Jと､寸ぐれた筒札 一もっ ている u L矢かっ て こて てL､矧乳 Lr=

ミミュ L-iヨ17or37､､ラ4 Ii非鞄に効率か衷く､ミT_.入刀

オ私も鬼 ち 7ao'で ､事 々q'海気-穐弼 工を IL干､一丸頼 み の 戟亀

重複凧鵠訂 Q'/ヾ､リケ- ご と して傭 凧雪駄 ぐれる と為え ら巾 も8

号七､ ここて､､萌 したオ良rl.同堺熟 に 与る亀51一瓶輯ユ右JL千､

一夜操森の ∑ミ ュ L一三ヨ 二や制御充75と､i考鹿 したミミュ ｣

-:pヨー/ r=も塊最下硬｡T､あb｡

Sq



簡4貴 シミュL-ションの高潮射し

4.1 13じU)に

萄3聾でtは､97､ロー法 による艶気一徹戦エネJLr一夜頼糸

のヂ/tご タJL三ミュ L-1ヨニ患lこ7いて輪 L1､､それに巷サい

て閤乳 LT=汎穐アロウ､､ラム について述べた｡ タフいロー蕗 に鼻す

くか払rl､モー ド気化 I.:布 屯う処理 ､晩熟 の分断.憶乳 の允埋

都私ちヒ4言fJん､音と醇腹部,気言,dと･も各 号に取 L)あ -,Q＼うこ

とか＼で きるD こちに､70口rラ4へ篠温.か 強 鞄 t:簡卑T4のぐ'､

聴 々の奇鼓L-A I)訂射 ,効率と蘇れることかで きもい ､う強敵

都､ある｡ この鼻 Ttl.簡3皐で鴇 し＼た今7･｡-alこきるディご

7)Lこミュ L-iヨLdl喪恥良をさらl=高dlるT:N'の穐 々41高

効率イ出 払 .こフいて削 ､5 70m 1m 相 加 へT42'iミュ し-1ミニ

T)高利率化寺息 として､ 音で､-級lこ微熱条の現象の夜イL町屯も

糸のそれ に比 べ推鞄に射 ､ことを考庖 Lた酒代1位 (j山 れ〔笥)

簡歌 口S仰 ]t441l:よるiミュ L-Lヨニ痛 漣 化寺島を最曳冊,
これを42で､験 し､るD 更に4.3て､､托､Tfイt)スタ包奄各による鎗

尊敬勧観取釣糸のタフ､､ローの71､口‖ノウ構嵐に着邑 し,命酎刊J9

7､､ロー lこよる スイヤース灯理碑私立現見 てる｡ 4A で､は､畏卑 し

長与酎 こ基丁いて酷乱 した高軸率化 プロ7､､-7A も冊t､て Lミュ

L-こヨー/ tた布製 i元し､田鹿建直､相苅諌鼻を練佃 司るこ

とにより 本舌鼓ql布初粗 呈示寸 .

4･2 滴楳催 し張力爪Ll)簡抑 こよるミミュL-LヨニOl高直化
4.2.1 亀気一塊戦ユネ)Lキー奄碑名ミ01滴底値餌利

親3豆2衝で尋ね した9ブ ローオ慢戴 3.1q)弐わさび､(3･2O)式

IL それ そ"れ17イ ')ス9風路 lこきも逓乳確勧鞠救助私 ､請 尊屯

勧徹乾勧叡全市酎こ果盈 Lて横 取て"さるものて､､｣u分冊 ､前進

匡完



代 人､後足代 入を級 1)嵐 して解 くこ とにより､仕も に与えちれ

た初期冬作 より阜Ql通 夜乱射 こ治 って 私製 lこiミュ し- トiろ

之と恥で､さもO とこうが こ01才畝 で lユ (Bllq),(3､20)武い)わカ＼

るようl=(n十l) 7 ラ ーL,70Eiをもdlるため爪97､､ロー行亨ilが､Ylス

千､リ70Bの筒 に戒為守 るので ､各針且 ス号.リ7Cごとに毎回 97､

ローi作 りかえて LLJ分解 をや り直さなければ な ら71い｡ Lた

祈って纏樽 に酎匁時曙利か れ t)勧率かY､良くない｡そこで ここて､･

は7QTjltラ4gl乗取性 とも hもたれ に.風気 一礁璃 =ネJLギ､一

夜鞄束の清正性 に義回し ､これを利 鞘 して iミュ L-しま二五

高速化 す ることと考え る｡

滴仏性(此 れ (冒)鞄n lユ比 鮫的帥 しい観 で､.大乱穐屯言風

路､鴇 に 韻頚 回路の i-ミュ L- Lヨ 二 の 高良私 のたれに凝血風

見M t1--も0,でEa31r44l｢清酢 性 J 指 ■､仙 亙 '冒陳 Lたも の

で机 ,lleコ その亮 えオ lユ次の とおL)て､､あ る0 人租税 Tg臥 帯に

倫理回路 て"lユその 風路勧作 も各時刻 ごとに あ ると､亀圧､卑私

か私取 に夜勧 するの はごく一郎 7uあり､ Iaとん と､の郎炎で11東

化 か滴併 Lてお り両足､ 取乱 の夜化 は喪､複 ス､1与る｡ LT=叶'て

穐伏 してい る郁命の新風 を鬼 略守ること邪で＼さ.iミュ L-i

ヨ二の島 盈化 カⅥ盲か＼叫もo この凍 えネ L3､ 亀久 一磯城エi IL千､

-夜聴糸のこミュ L- Lヨン にむいても次n ように虚何てもこ

と恥で､さJ5 0

-鰻に､穐絹糸 の嘩良載 rl亀丸森の嘩良紋 よt)維鞄lこ長 いの

て､､､戦根 本の夜軌 の夜化 rl取手漆 のそれ l-JLへ､沌 鞠に且いもの

爪で､わも｡ 寸TJhち ､奄丸 森 01奄執邪奄化 Lている5)も一足熊

取､執輔森の衷臥 射 管ぼ してい ると竜えて よい｡ Lたがって､

このよう T3亀 も 糸の乳亀 と観戦私の現 象を同一oIJ77､ロー で良

立でせて解 析 する ことは北､削 こ青l且飼率 や＼思 い｡ そこで ､次の

ようと希 える. 碑輯 束 C1蚕軌 で､ある亀軌 簡温良叫 町 あも釈わ

il



ちれた蘇各懐 差己に杓 し ､穴41希も帝武,Jiの廃件 を熊取 Lてい

奄t,C1と寸 も｡

luJ'T t-- 成 一 J くe ノ 1≦食<k (4,l)

この蒔 .回転向直良uL. Ll この kス テ h/プ ol臥 一定 と血仇 L

Lてもい ､ヒ考 え られ る｡ この篠 に.暦象包漣良LVMを､ある簡

保している補職 一足ヒして解析するこ と によ り､碑祇糸の租竹

も鬼略することかて ＼き､Lミュ L-∑3二の高度化 か L甘かれる

? とに7'JるQ

4.2.2 回気風勧牙鑑式のタブ ロー かち の倉馳

監lて血rvkように､回転向直 良 叫 の衷化 は､他 dl取も糸 の

･A枚Ql膏イLrl比 へ 北鞄 にTDっ く りとLT=もの'Jので､(4･11式も

泡足して い う kス亨.I)7oQlfSl､一定 で､あるもの として顎リ諏うつ

すTJ巾 ち ､回転 句旦 恵 成 )1ユYt=Nに わ い て (4.1)式を簡艮 して

いるもの と1る｡ こo'とき､ TB私向直良 心Jrl11 Nま rlくN十k

のKステ ､ソ7oql職 ､簡4.L亀 Lこもてように -見て＼＼あると†る｡

寸TJわち.

甜 -山:") ′ N≦れくN叛 く4.2)

とし. N≦八 く N+K の馴 1､-良 の -Ld,"h)も軌いて づ7､ローと

簡4.1艮

観取 簡濠良の

熟字し

W(N'K)
m

千 ､hへhノkヽ
nEN ntN+k

i2



も簡祈する ｡ した耶･って この -FFLCJtd(M"'モ 師 ､るこ と lこい 1

枚dl‡う1こ食尽 の タ1､､ローか ち熱熱条の 風臥 旦勧力各 式と分散

して解析 する こ とかて､､さる - 払

董丸亀勧観 取斬糸の朗 Ll･一足 の 武 l五和 ､て ､軌重 畳勧

オ徳武 の(3.帆)式 も射 ､た (3､｡(3､3lへ(3､IO)(SITS)根 雪1､､口

一才風式 とLて垂iでむ 5 0 す'iわ ら茨武 て､与えられ るタT Ll

-オ催武i斡竹 1る こ とに 毛 も b

ⅠD lF l

-FT ⅠB

1

I 一R k1 (8-1)h L
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ー
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I

I

I

I

I

I

-

1

I･I

l

1

I

I

1

◆

+

+

◆

◆

◆

◆

+

n
n

∩

E=
}

n
∩

∩

n

l､亡.I
I
-J

-.-
良

-.-
S

-
C

一II
L
ー

1
_
ー
･一-

I - - - " (4.3)

一丸 LJM州 は (4､3は て､､与iられる97･ロー有徳 Lilを翻 年Lて

得 ちれ r=奄甑 iL訂-′昭二::十ヒ~l互専捉巨 JLド射 tLLて 巳分的

一定の浪wJJとして回私選勅 も哀れす船台がi武 (2､旧 式ヒ 与L

これと遍路畢 くこと lて 打 青 める こと恥 で･さ も b すLJ巾ち ､

す≠oql和 1､ 正式 よt)引息 守ること恥､できる｡

3̀) 脚 仲㊧



山エ "'k )=e-6h/J 叫エ"'k-1)･ ( . - el6h/J)/6 h ･ (-TL 一 入Mi("' k-1)if"'k-l))a

k=1,2,-･,K･

書七､百-0の蒔ri.

u("'k):u汁 k - 1)･与 (-TL - 入M i("'k-1)i壬"'k-1))m a

k=1,2,日･,K.

(41S)

よt)前恩寸 もこと小で 与る｡

一号.簡単亀勧碑巧軸 糸の璃J&も同 猿 lこ して､ (4･2)aIl=示†

-,kの -uJご)を 恥 ､て 固範旦勧有性武をタブ ローか う分馳 して帝

く｡TTJわち ､風乾史観オ各式 dl(3､は)式 も陳 いた (3､l)(3､3ト

(3LtO)(3.lS)- (3､l｢)耳と鼻血 でt も ｡ こoli うに して､風乾乳

勧牙儀 式 を骨髄 した患 嵐亀勧鶴野勧糸 dlつ7l､ロー青堀武 i(4､6)

武に泉下o
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ⅠD F

-FT ⅠB

I-氏 ⅠI

k.1 L kVC

Ⅰ -C1

Ⅰ Ⅰ ㌔ -C1-Rs

I

≡

≡

f
....i:i=.:.I,I:I.:;.::=.:::lil.=
..:I.:I::･?叫

音も､ぼ lま､高配 電勧穐乾勧糸の馬食と凧環 ､(4.6)机 簡和

して得 … 摘 敷 津 onノi各州,iD州 ,ia(■'inht:"N+K~1号麺良 い ,L

ド別 人して 邑分 的 一 足q)汲wJ,として､慢私見勤 ま表わ す救命市

布式 (2､〇8)式 に与も､ これも遺構解くことr-よL)宥め もこと叶

でさるb 寸,iわら 古手oq1時 且.政和 て古 L)前且 耳もこと町 ぐ､

ささb
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u(N+k)= el6h/J w(N+ k- 1)+[ト e-6h/J ]/6h･[-TL+^M( id (N+k-" iQ(N+k -l)∩ m

- iq(N+k-1)i D (N+k - i))], k I l,2,･･･,K.

-- 一一一(4.1)

また､訂 こOの 晴 見_

uエ"'k) =uエ"'k - l)･告 [-TL ･ ^M(id ("'k ~ l)iQ("'k - l)- iq("'k-1)iD ("'k-1))]･

k=l,2,･.･,K.

---(4,%)

より引食 †る こと恥て､､う う.

風私亀丸瓦 へ 鳳臣鶴 間の Kステ､リザ が､喝 ざ､もし 適乱 奄切株

柾斬糸 の埠 JBl古 く4､q)武 (育-Q の晴q (41g)礼)､歯車亀句碑

範覇 気の 濁点 は (4､71武 ( 訂=O ql晴 rl (4.宅)礼)よ､)釘亙 下れ

るufq"a)と同いて (4･3)武あもいrl(46)亘 のけ ､口-御 ｣07

斜碑部 のLL)'XJを郎 叶しっ7､ロ ー互作 りかえ､ 次の風R姉 下町言こ

の今7p口-行列 互 掃 いて 新鹿 互製缶寸 も b この よう に､ 菌丸 亀

勧鞄取軸糸 の掲刺 せ (4.3)武 の勺71､ロー市場 式 と(4､41式(育

=｡ 爪晴 rH 4､S)玩 ), 訣車 両勧 観取勧 糸の 弟4日1 (4Lも〕武 の9

7､ローオ 徳武 と (4.rl)玩 (訂亡Oql嘩T3 (4､宥)武 )も衷互に韓祈

寸もて とlて い )､回取 内亜艮t成1i風虹 している簡 R. i7イ･1

ス今回格刺 のモー ド棄化 か匂い取 l). つ7､､ローは風足 し声音も

で､-良 ｣LJ分 醸 した複 の､ 酎 漣 ､確 it代 入 dlみ 繰 りiit rll､よ

いので非 鞠 にiT見時職の 息飽 か l盲れh も｡ 73わ ､喪開､のプ ログ､

ラムで､Ll､3車 てt'並へ た よう に.覇鼻 の スラtソ70rPrl.ススラ

リ70中食M と,hステ､ソ7dr帰叫の2健鞠 を胃日､て わ.)､ (4､4)ノ

㍑



(4,∩)武 O, eS甑 はそれ ら宣剛 ､てあら小 じわ翫尽 してh･く｡

盲た.(4･S)玉 ノ(4､g)式 Jiそれで叫 (3,.4)礼,(3,LS)ちUこおし､て､

E)こ1 とした オイラ息に根号1も｡

4.3 タブローの分別 によ5∑ミュ し-:/ヨンql島効き化

葡衝で､rl 磯城黍 の夜敵 城 が 箱状 してい ることと利 鞘L､

回転型軌オ簸 武 互T77･)施 して 97"ロー を格和す ることも最覧し

たが､TT,r=､この勺7いロー か↑入)ヾ 一久て､lあることを利 印して

准勺のスJで-ス匁漣 を嵐 こ し､更に酎亀草間も粗絶 守る こと肝

でさも｡ この 節て寸は.薗 尊亀勅裁脚 本五円 敬と し､千 のつ丁､

ローの7＼､q L.,7滴息 と利 科 し. ｣∪分冊 ､ 執且 ､後見代人 に分

削寺畝ととり入れモ ス/で一入処理良 を最 製 し､前貴簡圃ol罷免

むきひ､励卑紀私各号 へ簡覇互 t3かもことと考 えるb

回転 里勧オ催武 を介施 した憩導毎朝強風句 集のタTlロー牙各

式(4､い 武 の乍71-ロー杓刊 rl､武 と衷軌 を嵐竜 に 奄 らぺQ＼える

ことr-A I). 笥4.2同 に示す よう7i絹を〕ヒTdもb この 77､､r1-

御 url､大 きく 2つの前 句7､､rj h,ワ MとEに塘口ること邪で さ

る｡777"マトリ 7ス M は簡卑 屯勧親の 且転 音 と風良与の鼻ノ線の

モ5･ttJLl二羽和 して打 卜 形 式上 ｣ q′i.A,1く郡･与え られ小甘簡

I15｡ ITイリ ス?風路 11亀東条寸lin ち1)イ リ スや風路 に可も

しても ､ト W,/式上 仏 ′恥 ,叱 肝与え ら れれ ば鰍 つう, 吉t=非内

向7"n lリ7の 紙 辱雫泰11 3X3 の軌食塊行刑 -Clと卑他行列1

のみで ､他 lユ1へて専電束 であも｡ ここ てLLrl､ 萄4､2 国 d)9-T

T3- の丁､口､リ 7構且 lこ注邑 し､裸へこ とを考慮 して ､ つていロー

tMとEに分別 して偲別に LU分時 首線 て ことi凍 えも｡

(1)非前 科丁 口り り部 の スIや一入性と可能Td取､)偲蒋寸も よ

うとLU分冊 1 る. 寸為れ ち三宅でと非円熟7､口t･'7両 f托

Tii‖トih を愚小 にて る｡
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乙O,LD)LaJid

巧 zrD,V,.,2,a Ie Ve

7

5

niii_
3

3

｢
-

1
し

ー
しー

lL
L-
-
1

-し

式

式

式

式

(3,日 式

(3,3ト(3,8)求

I～l f

-爪 1 ∫

JD F 0

0 -Fr IB

×＼＼ヽ､＼ヽ＼メ Xヽヽヽ ＼ヽヽ ＼ヽX

壌4､2鼠 や丁.ロー絹亨l上とての M 才､･紺 ､E71T].,7

(2)同一の海亀 を可能.Ti限 ､)くl)温さ 巧 い ように する｡

(3〕嘩電束 との海亀 は可能 も取 ･1先晩寸も｡

奇計､簡4､3r射て気

i¶7､､マ ト1)つスM Q

正則で ある, コちにM

l言､十分ノトで7iR lて珂

Lて､ ピJF-,ト轟服す

ること TJLに LLJ分科

可乱 で､あ もて tが､､

LsLトー 軒 フ0の旺頃

を拝い､もこ とに 1.7各

射 て砲 や＼折 る こ と 朴 で､

′′/ン父- F75ンシ/

ンンンシ%浴

/ノンろくw k,/? #

* ′′/′yyf,P,

W/A V.a ′′/ン:rmkd;

i _V.A

~′//-,q*

軸･3回 叩 マト,)7川 ミニ==LLS:.i(I.I_冒,'三言ニ

iS



き5｡皇た､犠42懐 の 97いロ-1弓紬 昔風良音義練がY穐楓の

馬食のもので､. △穐線 の埼庵 LS(3,lS)武と(3､Lい 式 も入れかん

なl･｢机ぼな らT3い｡ ～qlように LTaい と.軸 史漁 のLilで E酢 に

鹿iれ る軸分 か､Eの ヰ)LL ホ-/7 の k:CL ′ KV ｣の式 と一乱

吸息 に勺 るも の 才で奄息 下 る こ と に tdTト マ トリワ スE.都､鞭正郎

1こ'dLもかち て､わ も, 亡のことと回路鞄的 に解玖i る と.Y穐楓

の独立取乱風や△展 観 の独 Tl取巨浪 郡､それで †t亀乱取だ rlq7々

･ソトヒ､,ト) 両足取 T=t､qol )L- 70を7 く も とい うことにrd-もC

食体C1タブ＼ロー は正則である駅､ここて､､L与り71､マい )7久の M

とEに 々糾して LU 分間 すうことと考え るので'EJ3正射 て､､7さl｢

ヤ=1"ならず ､上記のよ うな 注も 町 規 尋 で ､あるb

4.3.1 鞄勧絶倒MglLU分簡･

ま寸､､､簡4.2匝 lて示

さ巾る 81大 P のマ トリ

りスMに.つ丁､ロー行

列再 良市乳7-､口t･/741

兆辱専義 ql-更､と工を

付和 L観4.4 厘1に 示す

ような LIxLlr74-7亨u互

作るD こ01行す-Jを 〔ユ′ユ)

専表れ ち (8,8)卑恵ま

でどぶ､､リト塵取Iqるこ

とTJL Lこ亀二相弔3/のりラ

百卜乳でLU分碍-1 も｡

囲l# J # M

巨

闘 言

号 ㍉∵ 丁 1

1

1

簡44回 北苅斡7､､口､･′7の弓時 報

を何和 した つ7､､マトl)7スM

その絡乳を舞45回 に

示すb探r=タ7､､rj-q1

兆円熟フ"口､リ 70月t喝尋も 雄 ､と工に よっ て生じるモ郡への

?̀



Ⅰ川-inもあらか＼じれ ､

有言 と訂華1 ること

に 古Y)求め てわ く｡ 以

上の環 に LU分冊一寸る

て と に ふ リ ､ 主部 あ.古

び弓巨71色7､､口､リワ t=艶

生寸 も 十川-1vlを童 心 に

寸もことかて､､きる.,

l｢＼ 諒

粧

苓成一Cl ∵

～ ′〉C1.I

-C1

簸4.g包 電勧姉 川 のLU命的

4.3.2 亀気糸Eの LLJ分筒

音す､､塊4.6馴 こ示す ように､ Yt酌 の ｣LJ分取 の陳 に､痛打

～ ′■ヽ､一■∫M /

ヱD F 0

0 -FT IB

X ヽヽヽ＼＼ヽヽヽヽ メ ×ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ Xヽ

恥 ら団 一石とilてよう綿 へO'捌 ~rn

70



′ヽ_ ′ー-
角7､､口.ソ7gl旺畢電束 に よっ て私i 寸 も Eへの 芋川-lrlCt,Ia

E邪へ寸-)(､-7 ､ソ 7oTt5D 右目-]'hqlイ立電 信CtとIのイi置 3ll

あちれじ31和 もこと軒 て､､亨もO次 に壌3卑 3桝2と河馬 lてして

T77､､マ い )7スEに机奪頻 を放 し､亡へ右 上 ス ミ7､､口 ･t'7を草

花行71とするb この よう )= 1もと賀3阜 3餌 2-で瓜へ､た 3--)に

Eの スIIO- ス 指 が､れTa･)保養 です十 LLJ分冊 rl右下 スミ7､､口･ソ

?lこつ l､てのみ 泡 tJ将･､､よい ことt='si,Q 簸 3奉 3簡 2ヒ凧穐

qlオ淳､でLU命解 した強風と嶺4､｢圏 に示す ｡ ｣人上 I･=よ り､9

7､､ロー食体 の LU分簡打払GLた ことにfdI)､ その 藤 一乳と境4.

8回に元iQ

∫.- J､＼

ID 0 F

∫β -FT 0

/

簸4.｢団 屯句集E の ｣LJ分帝

71



′■ヽノ〟 ′■ヽ一′/J＼

′ヽ.-′-C1 ヱD 0 F

IB -F T 0

観4.笥団 LU分解 者も01食体 dlタTTj-

簸4､才楓をみ ちと､J､人上に並べて与 た 3う J= 97､ロー をM印
とE帝 に分割 して LLJ分科 することに古.)､ ｣∪分冊後も97､､

ローの7い口､ソ7鵡 ii,ス/ヾ-ス帖水場 為 で叫 てい ることが わか

るb きた料簡 の可 7､＼マ ト117入荷は､風取向直良 成 ),前常 人

テ､リ70巾≠′吊亀/Elも n建現 尺 ラメー']Qに像舟 L､177､､マト
/ヽ._

I)7スEはえ′ 0とりイリス 9. 9､､イ7- ド有Jtlt､亀糾 スイLL'

十dlオ二 ･オ フ状敏 之示て )でラメータ (浪),負け)lこ依奄 Lてい

る､ それ らの代 ラメ一 つ郡毎化 L7Jい圃 ra､-良 LU弁解 Lて

あさ､右 且 へ､クトルの更新 と前進 ､後 退代人の線 -)臥_しだ､rTに

古フて計風 ス ラ リ70と追 01台 ことOTてt､さも｡/やラメー勺(紅 食V)

d7み郡､射 b Lた易金 l盲マトリりスEol右下 ス ミ7､口 ･リワオ＼ちL

u分冊 互で .)直t ぼ､よし､｡JでラメータLL)Lnl′≠′ 0q)うち と-巾

り之



か11打変化 した碑 rL嶺 初 ＼々ち LLJ分時とや り直で71月れ rit､Ts

ちTdい｡

4.3.3 分別97uローL=よる前直､後足代八

万7､､ローオ各もl与LU分解 でれた後 ､奄計旦7号､リザ 前進 ､

徳足代hJ=よフて 無動れ る｡ LLJ分簡 これ た欄 の 今で ローオ催

戦き(4L?)亘に亮寸｡

, 8､ 1. Jil JiZ.j3

81乙 1 UM～LM-

耳 TZT3

UE-～

坊 CI LE-～

乙2 r乾 C2

(4､q)

前節で且へT=オ 息l鳥 リ LU分冊後 も今1､､ローの71口lリつ鵡直

射思T!ですt.旺苅包丁､口tt1701入代-久,住tユ且とL ど夜イLLli

い｡そこて"前進 ､碓 温代 人kも牙勘与良を卑 入 し､専守東 とQl

蒲生も銘略 し散乱新車 モ奉れ ること恥 可絶てuある｡各奇書文と･

(4､日 屯 に看て よう J=産れると､前渡代 人 11号で

LR‰-bM

73
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lて よ t)足Mもギ恥る b 射 て奄丸森の右iBぺJ7トル 転 相 帰

=jlこ､道川 長 持日､てあらか じめ補正してあくQ

lb/el互 生 [杭 -～cA･iM∫ - ,3 (41.I)

ここで､Lbellk は ぺウ L/Lbtの 零‖人鴨 モネ右 萄嶺 に､

L盲逢e - ～ble

細 くことにい ).中開 [kMノ呈el が酌 叫も勺

領鬼代 人は.盲で

∪等 差e - 旦e

(4､12)

(4､即

互をeに ついて解く｡ て叫 を恥 ､て足ulを あら小 じQl探れJう

に禰正寸る ｡

ー拓 全 t拓 -真【町 叫 ,(- )n

一 一 一一1-(4､14)

これ吊 って碍 日代 且/M を臥いて

_･･J -=f_l- -:J,- (4.1E)

t筒 くことl-J ･)､簡 [そ れ ノ 碁el が･宣与る｡毛も､ぎLl左

上 スミ7､､口りワ新年 他行テ十ぐ＼あも7Jビス/で一入であるたれ.

(4､12) (∠‖5)武を衝く陳､塊3阜 3斡て､､直べたのと凧碑のス

/モース匁渦 が 可乳である､

74



4.4 70m ､､ラムハ敬具 と敏億新鹿例

4･4･1 ~アログ､ラム NETCAp-DC･‡′NモTCAP-1M･耳 の

慌男

これ言7､､の愚 論 をもとにして､直兎唇朝 熱取 勧糸 lて対 して良

沢鼎高所卑化 で口7､､ラA NモT 〔AP-PC･Ⅱ′また敏卑奄軌熊

取釣糸に珂 して は NでT C_AP-TM･丑を熱風 Lf=勺 NモTCA

T)-DC･Ⅱ13､4･2て､､速へ､た商状任 時和てようこミコ L-1弓L の

高速イL青息恥と､)入れ ち軋 音モ NTET CAT)-エn･芯は､そ れに

さらT=4･3で儀簡 した今7u口-の分別竜泉 に よるスJで-ス舟恩

師 ･と.)入れ ち巾 ,それ で机 犠 3をで塵へた Nモ｢ CAp-DC,

NモTCAP一丁円 の私最条 として作成された｡禽4.年軌r=70ロ

ケ＼ラムN~ET(AT)-JM ･耳の育塵の軸 しの乳 酪と希す凸 モード

･*化 に偉 ち う 伴うメ ータ の温良 オ 私 11寄3.3風 (b)と困 じTあ

る｡為れ7oD7､ラム にわ いて. 風乾命連夜uJ叫の 取良の才色と

Lてri.沃012盈 lJの オ 畝か JA31こされている｡

u) -良 のス〒り7｡教 kの筒風良するo

Q)各駅患 ステ､ソ7or=あtlて (4.｢)式 あるし､11(4.日 も.(

通風取働穐鞍勧糸て､､T3(4.4)武 あるい 1号 (4､日 式 )Jl)

針鼻で帆も 唖1号机 ､て

成 一 - ～Wご-

7DLnl
く己 (4.16)

そ満足寸も布＼どう恥 辱新息ス亨､ソ70判定 し,熟足 する

T3ら-u)trlをその昔iol値 て､風見 ､ iた南臥 しTjい 73らl盲､､

u)㌣1七新 い ＼石認)として更新 するb

Lkか､>て 八71デ ー9 とし7 位 ､(日計 さ ひ (2)01オ路の選汎h､

古び ､ヤ九で 恒Lて穴 じて鼠良スラ ､ソ7蛍 K5､もい指節風憩えe
rlF



観4､9団 70T3γラムNtT(AP-IM･Ⅰの

前鼻の乱れ固

7t



モ与える3うにしている｡呑む.簡4､q 圏外育嵐 のitLや沌 tt 簡

単dlf=机 (I)のオ払41渇,8 壬市 して い る机 ･. (2) のオ毘dl端食

も市場 で､51る､

70口7う ム NモTCAT)-D〔･甘 み古び Nt T CAp-TM･町 Ql

入力デー乍 の 人力オ畝 わ古び､愚見の弘々オ 畝は執3車で､盛､へた

70口7､､ラム NtTCAp-DC, NTT(AP-TMと凧じてーあ も,

4.4.2 数値新患剰

(1)70口7＼､ラムNモTCAp-DC･Ⅱ の敬億取壊鶴

ブロワ､'ラ4NtTCAp-DC･Ⅱ の本初温 モネすたれr=､ 観

る畳の偶額 3と凧じ三根金取巻胤温取朝 の分鼻孔 直丸亀勧熱

一とl)あ tTも｡回路 色も 古び､風路乱数 .適丸 鞠の定軌 と滅び､

範4.1C)回に示す｡

El=179･6sin(120Tt+T/6)V ,E2=179･6sin(120Tt-T/2)V

E3-179･6sin(120Tt-7¶/6)V ,Rl=R2=R3=0･la lα=76degree

JR-≡ ?ム; … 55 ≡g器 ; 3 ,:-;L鍔 HNこLf=15"I"-0●268日

a

犠4､10L91 三碍金線蚤取乱乾軌ql今泉式直触 勧鞄

｢｢
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l
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l
l

l

●
l
一

●●

山
tJ山JtJU

タ■●.1

:EoL404lr
ll:tlf.+
l○○.1
)40.0
744.O
Hl■.●
■.●

電頼子電滞 ia

l

_■
■■

l

l

l

l
l

l
一

●■

山
tlU
J
三
日

A.420.8 ll.0 ●0.● ●0.● lA4.1120.Allb.〇日lO.OIlA.A
TIME(HJLLISee)

回転角速度 ㌦

lI刑

サ イ リス タ電流

l.4 74.440.0ll.0●4.1IW.l I7●.rl14.L l●●.●ll●.●
TIMEfMILLISee)

電気 トルク Te

簸4.11包 丁仙 -T̂Dの時の食強電風見鞍部付足 も遍丸

亀 的観 の Lミュ し一 二ヨ二 浪弔'//

恥 Il馴こ鴫 風塵良 ujyqの固虹葡凧Tキ奴iTヰ-a-T/.0 (T

r‡同報 )とし7t晴oT専勧 襖 ql席止水私 か らlC)同珊 Q)過液状私 の

iミコ L- L ユ ニ液W,,宣布寸b象3､qtAとt寺とんと･同じ･碩W,か

構 tL7叫ていもことかhカ､う ｡ 壊4.L泉 は回転向直良風私Jて Jる

新患時間の短魚の効果 も示 しt も41で'､iT患 ステ､ソ7trb久Q.

いす巾Ql弟JBも しスステ･ソ7｡咽 MこT/sc' ノ 泉州-頒M/10としと.

盲た､Tlk--I/gDri､1司転魯直良を噂新風 7 亨､ソ7Q朝 叶した喝

息で､あ る- 表中､ ｢匡風 塵勧オ偲武重瓦 . と11嶺a車で､底 t̂hた

70口で､ラム N盲TCAp-DCをRh＼て朝風 した級 で､亀 3.q国の

怠集lて対応 し､ T4､x= T/lDの馬JBr3､鵠4.1日塾ql飽患 ド珂良i
Soまた､簡4､2& ･ユ､ 瓦私選勧寸租 式愚息 医とる新帝 精良と

り8



角速度 の同定時間 ~計 算 時 間

回転運動方程式連.g_ 5.06sec/T

Tfix=T/50 5.02sec/T

Tfix:T/20 2.08sec/T

Tfix=T/lO 1.78sec/T

舞4.1泉 風乾 向寒良の風良親 fSlと

訂泉崎職q?鱗

角速度 の固定時間 貴大相対誤̀差

Tfix=T/50 0 %

Tfix=T/20 0.lo x

Tfix=T/lO 0.22 %

塊4､2泉 風乾 角度 序 の 風良簡 略 と

前藻場良の風偲

を騎庖｣た もので､ 国定現職 T紬 と愚夫相月複 製の簡休 モネし

ている｡ 愚人租缶徴募riそれそーれ TiTx三 T/∫O の 佑 具も皇 卑と

して､庵も ト)L7Teq潮卑庵 1 ､1有れT=･壌4､l泉 , 観4､2泉

ql穐見 よl)､l亘梢も凧蓬良 をあう一足鞠間取R_寸もことlてJリ､

熊斡r:計貴市蘭那施療 て､､さ､ Lかも)%葛も満 足盲芙奄巾で.乳

曳したオ払lユ嘆筒上維鞠 r=呑初であうと呆 えら中.lる｡

り?



(2)70□今"ラム NETCAp-エMLⅡの数値 繁華剰

170口?､､ラ4NETCAT)→J叶甘の有功促 音市しすた れに壌3奉

の作偶 Sと机 ､簡私簡愉 酌 イニIト今斬新 にJも敬重確朝鵜

を拝日､てこミュ L-∑ヨン Lた飽農 を尽すb 回路溝板あさひL

谷瓦枚と象4.I2伝射て売T,

E=220V ,Rl=7m,L=lH ,Cl=C2=C3=C4=C5=C6=30UF

JR≡喜?;:3K: mzR忘 2?入≡2'筒 mN"m'Lr=62m"'M=95.7mH

簸4.L2鼠 取乱馴御形イニ/ド ヤによも蘭尋
噂勧犠 取軌条

笥4･3如 ＼射 皐の倒鮎 と剛 ､細 で Lミュ ト L耳ケ
Lた鳴 C1. 亀晩 飯直良 を風見すること lてよる吊卑晴 簡01粗蝿

の知見 と もちわ Lたもので ､恒l気負旦良の風見鞠 帆 と一風珊

あたりの引亀崎軒の圃俺 と東 右 なわ､直丸亀勧襖敢勧 糸の

埼食と凧穐･計嵐 ステL･'70坤≠臥 宜M-T/50 , ㌦三七M/'D

と し､ Tィ1く=T/st)とJ3回転句盈 良を毎朝簸スラ､リ 70取新 LT=

馬食て-ある｡また泉寸. ｢恒魔 旦勧 才徳 武重もユとJ3､領3阜

粥霊



角速度 の固定新聞 計 算 時 間 /T

回転運動方程式連立 77.194 sec/T

Tfix:T/50 121.668 sec/T

Tfix:T/20 37.327 sec/T

Tfix:T/lO 34.584 sec′T

堵4.強 固取向丘良の風良熊取 と新海選良ql

簡欣

角速度の固定期間 最大相対.誤差

Tfjx=T/50 0 %

Tfix=T/20 0.33 %

Tfix:T/lO 0.48 %

笥4.4泉 尾転句恵良の風虹期限 とも鴨 稔良
の両件 (良陶材 亀､)

の倒麹 ∫の鈷蔦 よ り鼻 血 L7==もので＼わも｡ こ01泉 JI) Ti.ty=

T/2℃と守ると盲†塵時限が荒 し(短絶 する ことが､わか＼るb きた

TT-x 二 T/Io ′ T/S-と雫に風良親硯を大きくLても､前足 晴fSl

良-Tr･<こT/20の埼鳥 とあi I)5＼わらTJL､. 集4.4着 ri風乾何

頭強風紅 によも印象璃良を宵佃 したもので､､T榊 と貴大相対

態鼻dl簡保 も表わしていも｡壷鴫 勧穐取釣糸01馬食 と鴫 ､

事大相苅懐兎 t3 7如 -T/sD の卑庵 耳鼻直 とLて､乾生亀卑
トILワTerol胎動の ピ ー 7値 の釘卓偽 Jl)ギ81たO風定朝凧も81



大きく下れlユ､､ 誤 差も 増机 下 も邪､､T与LLr-T/Sの馬食でも裸

麦指 10/e泉尾で･里粗的 にr3十台7i強持て､､あると考えられ るO

簸4.3泉′犠4.4泉 の鶴見 t甘､包転 向塵良の 風見Lこよる計

曳時限 と精 良 と良特配 亀 で の iミュ L- iヨ ン 撒弔4,より帝偲

Lf=も dlr C)る桝 ､ 更に 政 のよう'Jことを考 える｡簡4.ls凪

に無負荷7､､臥罷旦転 LていT=か こ簡荷 トJL7TL ニ23J N〟､と

ス亨､リ70状 Lこ入力 した吟の 回転角産直山wtと 私生 硬丸 いL7
Teへiミュ L一三ヨニ諌W/,互禾70

175.0 180.8 185.0 190.0195.020D.D2Ds.EI210.02lS.0220｡O
TIME【MILLISEC】

(a) 回転角速度

▲U

nl

lU

Q

{U
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〇

〇

〇

一U

O

0

4

1

-I

～
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U
コ

C)∝ロ
1

175.0 1●0.d l85.4 190.0 195.0 208.0 205.0 2)0.8 215.D 22t).A
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(b) 電気 トルク
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萄4烏 団 IもTi.lx-T/EとLT:晴 の 命名で (a潤 の鴨鞄状 qlaM,I,

liiミュ L一二三-/ lこおいて慢敵LT=射 ち簡喪良 G3'11宣竜 し

てい るb 前 と同篠k Lて暦 象夜 風R によ る翫亀騎 取 と精良も

軒偲 下ると L 訂卑塵最 に風 しては塊4･3象 と同じ穐東 部璃 ら

れT=恥 最 大相打譲差Il塊4.F最 に希す ようにTJる ｡ この鯖

取よt)､u)叫 の夜勧 の比較的大きい遮蔽状態､においても本尊

釦1寸分Ti構反せ保ち13邪､ら訂泉崎闇を雅 一熟t=短絡 できるこ

と小､わ や＼う,～

角速度 の固定新聞 最大相対誤差

T fーx=丁/50 0 %

T f ix:T/2 Q 1.48 %

T fix;T/lO l.84 %

亀4.5泉 回敵組 最ql恩良期fSlと朝食精良

の風低 (塵取状態､)

長篠 1こ､ 喪敗 によ,て得 られた政市クと凧 じ､条件 で ､本7C口7"ラ

ム宣凧いてiミュ L-Lヨこ した缶栗を比較 Lて舞4.14風に

銅 ｡東根 に冊し＼T=イ二JT- 90滴 賂定紋 ri､CL･=g〟下(

i -),2ノー--･る )′ L -200叫H,良.=t4EL で､簡単 笹観戦の

各良歎 li.Rs-2.Ipa,たト-7.64m,M=417､J叫H,Lsこ

｣ト-428･3mH′盲こ0ノJ-0.OIZEka･wIZで､ある｡亨た乾

勧 条件 rlE=23.77′イニ ハ､一々同根執 20､8日星とL南東荷

i与れち TL--OとLT=｡ こ巾 1.)葡畢風軸枚とイ二八､-9の

食酢Q油 布が､氏 射 てi ミコ L- トでn ているのか･わか る｡硬

高値に毛千の左乳肝乳ち叫 も恥 こ巾13えィ ､･'ヰニケ､預矢で

g3



山
U
に
1

1

D̂

lU

O

lU

一リ

0

0

t)

一U

O

IP

t一

才

JOO.O

t).O

-loo.J)

12OO.a

-3t)0.0

-400.4

lU

Lh

O

Ln

2

-･

1

0

山
∝

山
d
三

日

簸4.t4団(射東根 根U/,じ ミュL-i･ミンTRW,/dl比乾
しダ､イ丁一卜＼奄5_, ヤ1オード 屯乱 )

C4



山5
tj
1
1
0

^

▲U

l

一日-

lロー

lゝ

0

2

'一
lsd.0

日】0.O

St).0

0.8

-SO.0

-100.0

lJSC.0

-200.0

-250.1

山
u

U

IJO
^

VTHl サイ リ

A.○ S○.○ BO, 78.〇 〇〇.I) 90.O JOO.DllD l20.t)J30.O l4○.DiS

一 月 k- 10 msec

モー ターの相電圧

120.0

loo.1

40.d

Od.I)
14.0

20.00.0

Ilo.0

-10.0-10.0

-10.4

-100.0

1J20.4

100.0

0.0

-100.0

[Ⅴ]

軸 14団(ら)喪報 乱酔 とニミ-L一己ヨン 酌 州 叔
(iTイリス9屯圧 , モー勺dl相 唾 昆 )

Cr



スナly風路 の彩 管 勺どに LろもC1と考え られ る,

4.5 も†び＼

この奉で､伯､塊3鼻で 醜 じた97､､日-畝 に基づ､く取乱-熱戦

1 ネILで一束硬木のデイジ9)しこミュ ｣- Lal玖と もとlこ し

て､でちに7otjつ､､ラムの喪乳 性 宣hldlるたれ 41嶺 qOl抑 卑イL
蕗 につ いて亀へた｡最 初キ化Jの竜私 tLて徴根太の商状 性を利

持し.回転旦勧オ風旦19プ ロ一 才＼ら切 り醸 して簡 き､iミュ

L-1ヨニi高速化寸るオ私と､更に 97､.ロ ーの 7､･口 lリ ブ満足

ヒ久Jlo-ス温ま利科して､ LU分時 ､ 前進 ､後退代人lこ分削寺

直之尊八丁るこ とにJ')軒単軌皐 を高か るオ畝を乳曳 した勺簡

私 した汎称も納車化 -70口7､､ラムも冊 いて数値 史楓 した各県.)臭

等'1璃良i矢7Jうモと'Jく､新患新車をも 81ることか で､千､で

LL,lこl東歌 削 多ともよく一環す るてと恥確熟 され本号私 11非 学狛こ

曳恥性4'も い もので あると考えられるq

官ら



曳S阜 勺イI)ス夕凪賂cl定時終燕と汎凧足鞄
解析 プ ロ7う入

6.i 11じれに

iTイ ')スタ･ダイオ ート7tと鹿も取れ気疎 包路､ す733い うヤ

イリスタ 回路 を騒計 す る陳 ､その関前他嵐 tl Lrit､Lrlt､免職杖亀

の特性で 与えT,れ Elj私 ql臥鞠状亀を束､めること11 ､で01報釘､

熊村ヒわいて基本的で.かつ阜専な暗愚 で ある｡ とこう町 ､萄3

車も･よひ､額4葺て､一愉 し,た i_ミュ ｣-こヨーJ 7oD7､､ラ4石とlも附
いて足熱時も碍言うとすると､過 液状魅の蛮風 に長い回路 lこ司

しては良師 こ7-1るもて､'句風鞘も iミヱ L- iヨ ニ L乃rTヰlば､ち

らで甘旦初年ガ再ヒ軌 T=良 い｡ そこで､､この皐 では主 とLて 奄幼

稚 と色盲TSL､軸 勺をiTイリス9風路 を対象 とLて ､その 足掛同

部稗も高 息 1=有れるオ恵 とLて､ニュー トニ直之取いたオ畝r=
っし､て親 し､ミT=これ に製7､いて曳略 に圃乳 した 汎 冊良 怖凧明

解恥 70口7､ラムlこついて且へ･るDlか [4q]

ニコー ト二 渡 にiる 同琳 得ql卑息 lま､経線W,/取 写回路ヒ印 し

TT､Ap刷 とTN･ltkk Jてエフて初 れて最果てわ た もQlで､tSbj

IR鞄輪と 与える初朝 値が 南たす経線軌オ徳 武 とニュート二島q)

繰 り返 し吊旦 て､､斡<RSl愚 とLて私iVLされ ､初珊 億41硬私値 と

うきく聾へ 灯収束も重く高飢Tiオ畝である｡ウ イJ)スケ回路に

対 して 11五同筆が.同線 のオ直て､､良熱 圏 を得 るオ鼓 を騒 いていろ

うYttZl] 珂亀 とする¶ イ ･)スタ回路 に､ ltとえば､モードご＼との水

魚ネ徳武の粗金t 町 同一てytfJr7れ甘､布 ちT3い とい うよう'i斜坑

町ある｡】丸亀qlT)イ リスタ回路 において この泉倍 か､観たつれTi

い埼名 も99い｡ ミた ､且 l卑 rlモード鞠fSlに印 してニェー トニ最

盲直 耶 るネ象を吸乳 している恥で21ミート､ごとの 水魚凍敬 の

取合せか､同一で7317れ甘､ちら13い こと､ 昔たげ魅力 各町 こも17

管TT



るA行机 の旦行 列 か､確 定 し7-il｢tUでな ちfJAいTJと､の職熊点､才＼､わ

るC

ニェー ト1乾を塵取iる略 ､問題 とT3るの はヤコ ビ代引 をい

か に穐良も くれつ軸率も くれ風1 もか＼て､､ある｡ ミの 矧熟 に珂し.

ここて＼111､i)イリス勺 .ダ＼イオ- ドなど風力凧等導体 東 言 を盈

取 入ィ ､ソ与 と Lて 取 .‖良い ､亀 子tB路 の 良庵冊朴 に 良 く 日日 ､う

わている亀伴 風路D3]叫 つl鍋 して TTイ帰 風路 に嘩＼寸 もこ

とlてよ上 棟艮良く17コ ビ行列 を討息i 5カ昆互濃 集1 も.後

且寸るよ うに ミミ7､億 論 てる亀崎 風路 は円象 とてる17イ 1)ス9

回鞄 に何 -L'筆削 の久 定 も置 くこ と 7Liく､ しか も ¶ィ.)ス?丁句風

盲管虹ql息武イL､たとえ ば＼滅私牙租IiLfiと､を凧い て気 風 iるこ

と7lJLに､恒鼠 の ト昔 □ご- と各枚 lて亨｢して直橋 虹義て ること

Lこい て 卑人で､さ も｡ したが､って観 寸もヤコビ行す頼 朝度息
は 現有 する指 とL と･の ¶ イ リス9回鞄 にFTして泉軒可能であ

り､本名私 11私81て乱取 乱町 おちもqlと竜えら机 も｡

こcl聾7､､は ます､､､ I.2γ､二コートニ鼓による乃 イリス?臥路

の転職解析の足乳化 を与え､随伴 回路 を利印 した ¶ コ ビ行机ql

針鼠私 につ い て S.3で ＼験 す､る｡ 恩lこ. E､4てし＼この 号武 に基 っ ･､い

て取常 に科乳した T)イ ')ス9官l路の汎簡R_鞄簡祈 70口7､､-7AQ)

楓尋 を盛へ､るD s､Sて､､r3本70口7t､ラム を重々01¶ 1 I)ス9回路

dl Li簡 取乱 缶 lこ洩冊した数値例 と希 しその値札 ＼爪 冊唱を酎 西

~一有も.,

5.2 ニュートニ私による虹鞄 解析

こql鼻てい月夜 とする iステム ri､ 希 い TBr=希 1 よ うな ､私

立風圧取 亡,熱且 亀私聴丁 , 砥乱R,コニデニT)C, ノ イニケ､ヮ

ウ｣ ′ 僑 食 イ ニケ､ゥ9M と両刀 取手単 体も言 の¶1L)ス9Th.
ダ＼イオ-ド T)ノ私利スイい′うS山か ち戯 るiTイ ')え 9風路 とし､ ミ

g甘



竹もNとす る｡ 風路 Nl言晒 Tql
固執筒 と もつもの とし､ 同職T q

乳知 とす るo 塵鞠､ 乳 布 耳も知 く

れで1Ll入夕風路 で は､ その 取珊

額 01凧喝n取取 の利鞘で iH l)久

タのい)か痛 罵ql凧鞘 才＼うあ らか

じめ知ること介 で＼さ も｡

ニコー トニ 患 lて与る勺 イl)ス9

回路Nの臥鞄稗の解析 Ll文献【sb】

tsllと凧耗r=して 探ol猿 に良乳化

壌S､l風 サイt)スケ風路

iもてと机て､さる｡iH .)ス9風

路恥定鞠状鑑で､あるとは､ある鳴刊tbLこお口も寸へ､ての私ql取

乱億 ､ 風圧値爪､一風胡 後ql時刻tD十T のそれ ち と一致 する碍金

をもうかぐ､一級 に乱れ碑 に私もすれ lT寸々で､ある｡ いi､Nに

金与れ るエネJLで-高嶺も言であるコニデ二T)Cノ イニデ､79

｣,命名 イニ 9､､ウ9 円の偲軌 をそれでれ nc,rlL,nHとL･号た

各 イニケ､ウ7ニス行 刑 rlI･日=t,2,---,ylrl)ll MMiXMrlJ の
●

御 1と下る勺 まf:』 ノAL,軸 iそれでれ Cの 奄瓦 へ ワトル,

｣の亀瓦へ ウト )L, Mの取敵へ ?トル とする勺 三のとき､131

I)ス 9Til路･N良･

Yc仕Q)-堤 (to+i)

緑t｡1-AL什b十T)

AM(tb) ニ 左目 (to十T)
●

(5､日

i私見寸るとき､良鞄状敵て､､あうというb 恥 ,iL,左M Ilそ

れ で わ れC,nL, 基rMMi 挨乱 れ へ､ク トルで､ある｡ ミ?T､

a?



nM

n =nC 十 n L 十 等､甑

とし､ n托-7Lへ＼ワト)L送i次へ橡 に良泰 する｡

芸 全 -L糾 O)′～LLLto, ,如 月T
皇t射 0)′打 O),in(o)〕T

(ゝ 2)

べりトJL t～VTc(T),iL(T)ノ An(THTか初耕個 去√澗 甑 で'あも

マヒに 荏恵て ると､勺イリスタ回路Nql良鞠 筒 も有 れる 簡熟 は､

冒(是1 -A

と置くと

Ti(3) - 0

(S.3)

(S､4)

735昨穐弔,;祁 邑武 を差について解 き､私料簡も与える初期値若

を寺､机も凧題 に惇為さでもこ とか ていさるO (SA〕武 をニコ- ト

二法で 冊 く こ と J=す る と､ その新風7 )｣ゴ､､)スいム ra次の級')盟

し計亀で＼与え られ る ｡

～lL･､=壬工 【F,(ljoTt･FLli, (i-.S)

こてで ､森尊い 17)Lで リズ､Ag7線 ･)且 し包軌 を示 し､ Ttxn

ql行現 FJ(蓋う指 F(i) の ヤコ ビ行李Llぐ筏のよう に 泉 わついもQ

qD



下'(さ)- [轟 7 芯 ,お ] (S.い

以上lこき ･).ヤ1-)7 9匡l酪NQl丸帝政形 は乱 Ql吉う に して寺＼

dlるこt邪､て､さもも すなわ ち L=Dとして初鞘億 へ敢Ti億 を息

当に与え､ (S､S)もて･与え られ もニュート二良 の7 )しブ リで､ムと

収もする与で像 t)且 して宕 ちぎ れ､ 叫 を初珊億 として ､た

とi甘､簸8童 で･且へ･たiミヱ LI Lも ニ 私で 1凧鞘 11ミ之 L-

iヨこする ことにjI)足熱wM'/が､碍 -L,ヰtもb

5.3 T7コビ4等親の新盤息

(S､S減 のニコー ト二蕗の7ノしゴ リス､､4にわいて 下(裏)は iTl
●

リス9回酪N互初簡束件 封の下て"一同現 職 さ､ (SIS)武を恥いて

封且 iもてと郡､てトさも･｡ Lt:か､フて 舞3車で 述べたiミュL-

∑ヨ ニ象と陶いて針且寸も こ と肝 で､さる, ミミで＼戦線 と73も0'b

tl､寸コビ即 -｣下′くiL) 互い糾こ精最良く､喜た新年 良く釘亀寸

もれて･､ある b ?ol冊愚 に印 し､こ?で rl展も 取言回路 の最良韓

研屯と､に咋剛 こ長く取いられ てさT=鼠伴 酎私を恥いて1コビ行

71Jを針患す るオ私 を乳 曳 しそql朝風 7 )Lコ､､-17:､へ まもTb その

i:Ulに､寺7､､-ウイ.)ス7匝1路 に苅 して歯作 風臥 与良も し､これ

l二島7､いて17コビ行?lJを引見 するた81の亀良計且す るオ取も並

べるb

5.3.1 嵐件tBl鼠 と蔭良計最も

テ丁唇と寸 る¶ィ .)ス9回酪NLて対 して､阻碑回路 i良もする

たれに､寺7､､Ftの久 私 を置く｡

t侃良1 iTイリ ス 9回酪 NJl初萌 値 へ徽 小寺養化)=エフてi

?【



- ド Iヾ 9- 二が､灸イLtT＼､きた モー ドqlt7日 穐 1)時刻 11初鯛

値 Ql亙 札 簡敬 ぐ､あ る も

この偲 虹 13頚為 す e)勿くの17イ t)ス9滴路に対 して 就i してい

う とち i ち机 る 魯弧 も 久 良で＼あ上 清 に ri鼎 曙 と 与え る和閉 息

で の 並傭 dl初 鯛 億 に印して Tal竜 と JLと､C1環食 滞 取 で 寸lる も れと

-もわ れ る｡

サ車 )スタ回路N に珂下 る晩倖 屯路13乱 の ように良和 されもb

[飽件風路QIEiも1 /＼
i)付 目 勺風路 Nに対 し次01条冊 を南乱 すも風路 NtNq)

晩伴回路 という｡′＼
(1)tSl酪 NとNLi同じ ト7PDジーを揖 7.

(2) 回路内の各私の恵 与 L与回路 Nlて印 して次のように 敢れち

れ 5｡

(2-I) サ イ ､月 9Thノダ､イオ-ドDノ敢馴 スィ､ソうSwに対

してlュ回路･Nの晴風軸 tて･･の それ ちのオ二 ･オ7に瓦ド

て､晴fSl軸てこT-tて､､牙二･才7 す う私糾 スイり うsw

とする｡

(?-2)強乱 R,コ二デニi?亡 ,1ニダ､ヮ9Lに印 して rlそ

れでれ 同じ､泰 言 値 も もつ Rノ C ノ Lとし､きた Mは転置

でわ た イこす､つ9ニス得手IinTをも7もの と寸もO

(2-3)狐且電圧聴モ ′ 俄 瓦 取 乱 聴T lて印 して 11それ で､れ海

路札.簡放散 と下る｡

塊5.2rntこす 1リ ス 9 回酪 Nと亀何 回鞄 符ヒ の各恵 与t和 い

1て示す ｡

玖r:､以 上の与うに 良も Lた鼠伴 風路 を利岡してヤコビ宇弓亨tl

q之
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音
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′ヽ

笥5.2凪 刀イーlス9Til鞄Nとその勧 キ回路 N

五首息 する忘れ の亀良計亀 の方息 について竜泉 1るC い号初朝

腹 t払(0)ノiL(01,AM(Ol]T tも7 ilィ .)スク回路 tN と考 え､

これ も tA仇 (0))△AL(0),AÅm(0)]T 苦り艮射 して､t処 し0)十

△駄(0),iL(ら)十△～̂｣(01 ,APT(01 十△去M(0)〕 と した 回路 L
● ■

N十 ムN と1 5と､吸血 の jう に. ラ LT､ニQl足腰 Jt)茨ql風

偲武 を得5て とが で､きるo

門



乙lfL(0)LALL(Tト ALL(i)LALLL0)1L

一三
C

4∑M

穐 (o)C△町 ')- vcm C｡Vc(oH
/＼

t釦o刑Ain(T十 和 rld緑 0)]-0 (S.lj

A ^
こてで＼ 亀 ′人L, 左M l苛々 冊 ､､れ 回路 "Nの 鯉 て､､あ るで(S-1)

和 音ヤ コビ行すLl㍗(是)を計鹿TるT=qlq7基 本と713る風体式て､､

以 下 にその葡導 を市7 0

回路Nと'q互考えると､ 南島 の上背 □il､一馬卑 しい の で ､ テ

L丁､二の足盈 よt)次のよく知られた現像式を冬る

ZLE
ヰ∑lJ

十∑lt′DSvv
十三R

十 等

十∑C_
十王M

鉢 で,△甲 ) - GE(陶 lt(†Hdt

柄 (T,△VJ(i,- GJ如△抽 〕dt

拍 (T)△Vb(i, 一

律R(T,岬 ,～

拍 (T,△岬 -

foTtfc(州 C", -

fbitTn(T輔車,-

-0

ご てて＼･ て =T- 七 で＼ある｡

/ヽ
V,(T)AlD(1)]dt

/＼

rLTR(T)ALR(t)1dt

/＼

V L(て)A iL(i) 1 dt

ûcLrで)叫 t)1dt
/ヾT

W )AAM(i)つdt

9年

こ と水で､さもっ

(S､8)



(S､8)式の 左辺 のふ 頂について嶺㊥i爽4弓寸る b (SLS)式 ql五皿
EZd bZ!

環ユ項目ユ､粥 LL,ケ に △VHt)三 〇号 と N の良束 1､1, Ut(I)三O

fdmで● 寄1頂 =0 て､あ るも 音た 序偶 に △iT(i)三〇′rJ(T)三C'

i') 集2頂 =Dが.璃 ち1tもD簡3兎 は､77イ リス ? 良賂 Nの私

見と､ †の臥頑 回路 N̂の札束J.)零 と3.73寸 こ と机 ぐ うもo 扶

下､ て巾 につ い ても そ う b 印象として し､る勺 イ ･1ス9圧l路･Nの

一軒鞄 のモー ド敬tユ看取 と考 えて い るので､?のこ とrl凍S､3

回r=話 すJう ち/倒 て､､示 巴 ぼ＼十分 て､､あも b い言.i)イ リス ?回路

Nのあ るダ､1オー ドT)

かや -tetO,T1て､､寄S､5回

の(q)のJうにオ二 ･オ

フ/k lLす る とLJ う b

書た､ N Lこ対す 5壊反

古)).回路 (N十△N)

の同じダ､イ7 - ドDra

(ら) 団 のよ う に オ二 ･ オ

7複 イこ す る と考え る～

と廿でて､､さ る勺 1う に隆

t=o ts叶1 tSw2 ttT

OFF W///o'JN'34oFF1

TT)T T･0

恥 3画 で件 ドDの 一凧鞘のオンネフ
/?化 ol作-i

斉 回路の良も 1､ト こ

へ
のダイ オ ー ド にFl克 て るNの強制 スイ･L,うSWのオ二 ･オ フ 禁(L

lユ (C)凧 1こ瓦 で机 も さR)に 匂 う , これ らの阜 よ ､). 馬考に次の

ごt くⅣわ オ＼るo

(i) oくtくtsv.ldt のとき､ △⊥p(1)三 0,T,(I,三O

Lir) tsN.- dtく t(ts叫Lqlとさ･ T｡(て )三〇

両 tswtくt く ts叫之-止 のとう＼ △U,(t一 三 〇ノv̂b(JT)三 〇

両 ) tS叫1-△t く t< tsd2 01とさ､ uJも(㍗)三O

･V) ts他くtくT の と予 . 云顧一三OノT,'T)三0

徒 )て､(S､8吠 の暴3頂 rいえの ように訂息 1 もてとの･て､さ さ b

9g



拍 '"騨 - -V,'T)dlD't朝

三 二二三三 二 二
回路Nl二軍する俊足よ l)､ (S､?戊 の右ilの頑外項 JSこ玖 Ql無､取

小0(封 と考え るこ と打て'､きうD サイ リスタTLIこつ いてもせく

同様 に (ふ8)式vl積 分 持 0(Al)と考える ごとか て"さ ､昔た 線鋸 スイ

･リヰSwJ=つし-てIi親古t3笹 にわし､て At-0TJのTtl(S.す)式 の領分

は撃で､あ る｡ Lた か,て0(621J､人上を鶴 亀する ことに寸 ると(S､8)

武の 頂3滴 =0 とす る こ とがthで与るb Th′ Dか､丁-L,I=嶺簿 に

オン オ7夜化 す5鞄J45について t,同礁 l=議 輪するて と机､でき

る｡

(i.81式の境4頂 は ､根積 分頚 を前曳 す ると

へ
今R(T)△VR(+ ) -V R(て )｡ 入神

-‰(i)RA iR(tト RfR(i)△人RLt )

=C

とTa十 第4頚=0 軒 冬ち机 も.

執 E頂 は酌や嶺 外 を片目､52とr=より

EtTL(- L(t, - v̂ Lm ALL(叫 七

･tfL(- AIL什,玉 - 師 伸 △刷 t-匝 )△ 佃 t

?ら



-rL(DILAu,,11L(T)L△iL(0,昔 -vL("AiL叶 匝 拙

A .
- LL(b)L｡⊥L(T) - fL(T)｣｡ILLD〕

とT3.)､促 ,て

賀S項 =∑t乱 (oIL｡iLLT)-1L(T)L△L(01]L

オぐ得 られ もつ 簡6頑 も 阿篠 に部 分嶺称する了 とlてよ､).

抽 出 △VcCO - v̂ c 汀 叫 t明

日TDfL什叩 'dt一沌 で,岬 ,巨 ;距 ,紬 ,dt

へ /(＼

ニーVc(o)C｡ucLJ)十VLLT)C△UL(D)

とモ1)､灸 ｢て

射 項 -率 先(ら,C△uLCT)-Vc(T,CAVe｡0'ユ

/＼

か碑 t,叫 もO 嶺1滴 も同様 kLて

断 頭 - 召tfnT (Q)M瑚 丁上 狛T)M△ん 'O)〕

ヒIB5bl､人上 てい(E.rn式肝尊息 で きた O

S.3.2 ヤコビ郡 tiの釘鹿玖

(S､rl)旦Ⅰ同いる とヤ コビ4-7守一いユ次のようTこ新 見する 三と朴

でさも ｡ 盲十 ､7コ ビ行列 のコニデ二刀CL(LこL,2,- --日亡)

97



に楓寸る行 を計卑する牙もi注へ､い ｡ い古､下(芸)のCi(i--

1,2,- JMC)に関する専恵 ＼寸73わ 7,猿 人雫も宣下LL(A)とす

ると､

下ci(封 - Vci(T) - 町 ○)

とちるO まt=断 固恥"Nの初簡 条件 を

(Si7
<
･

<J

･加

｢

1-
-･-
ノ

11･1
-
し

(U一l.ヽ/autLU

(StlD)

(i-l･2,---･JnC'･拝i)′屯(o)=kJ

(SI.ll)
Lj(0) = 0 日-1J2,--1･7nLI

Mい 0) = 0 (d-I,2, - -,nM〕

と最前し (S､｢)(S,lJ)宣よl)､在の式 が周 られ るo

5iZ!

A恥 (T) -ZLLトLL汀)｣｡iL(0)l

/＼

+∑told(T)CjA町 0)]+ 町 T)CLAVc;(Q)CJL′担
+∑t克 LT)rlA緑 o)1M (5､121

絶 って､ AFci(1～)- ｡町 T‥ AUcJ(o) Jl)

･榊 )-左t̂ucdt(,,C･-岬 車 L6ci(0'C⊥-囲 い 0)

十三トfL(T)｣｡LL(0)]し

→zl上記T〔T)MALh(0)〕M

閃

(言.L3)



利潤 川 も Q 絶 って(S.)梱 よt) 下′(1～)のC▲Lこ隅 司る亨-1乾しTX～用
も叉の猿 Iこち も｡

へ /＼
Fc'l(i)-抽 T)C.′Gce(T,C"-I--,VcLh申 , 一､--･,ucn!T,Cb

11L.(T)L･･-rL声 )L1,---･-,-fLn(LT)LnL

一針 )町 -Th之MM乙 ノ - - - --･一㍍nH(｢)叫
-･--(S,I4)

(i.Lq)武古･).ヤコビイモ列 Q)C持 喝 iる行 (各 人4Tl)に‖矢のよ′＼
うに新鹿す るマとか で＼さる｡ 寺す､､Nへ聴制 スィ､ソ今の一凧鞠

のオン オ フ滅私 を沃折 るもれ Nを与えt,れた 初珊 粂仲 基て､､

一冊朝 解 く｡ 射 て.往(T), TL(T)′含MLTl捕 れるた 州 - (Slll)

式 互初粥 粂碑 として茜卜 軌範飽 く｡この冊 i(S.Alもヒ代人†

57とlてよ ･) FEl(隻)そ 酎旦す るこ と恥T､きるb

布のイニケ､79Lノ絡冶イこす､ワラMt:閣 する行も凧禄の苛

患て､､朝風する こと肘 で＼さて､免荷､¶ コ ビ行列 下(針 て次式で潮

風て ること邪て"きるo

C L M

F'(i)- L

M

/＼vL(T)C句 -1(T)L -Th(T)M

%(T)C -1tT)L-盲ii -Ad (T)M

-2TH(T)両古

?こて､､F'til与りrjネ-ノ 小 の ヂJLYで ある｡

門

(5､1Sl



土人上の犠強をまとdlもとやコビ4-7円の戦乱7 )Lゴ 11で＼入 r3乱

のように Tiうつ

liTコビ行列の引嵐 ワ )Lゴりス､､ム]

スーTl･, 7cl: ウイ l)スタ回路 Ni 与えられた初簡 条イキ

ー‰ LD),緑 0)J 如 (0日T で 0≦t'-Tの取 iミl L-I-ヨ
ヽ

こするQ
/＼

ス亨､リ702: 鼠倖†ヨ賂 Nを構載 し､て =T-tと† る｡

(i) 各 CH i=t,2,--･,n亡〕Iこつ い て (S.Jll武で与えられ
Jへ

5毎朝 条件 て"Nを Oi で ミTへ簡 iミt L- L g L

i5｡
′ヽ

(ii)各Ll(i=112ノーー･ノnL) に ついて 孜 d'和親 粂作 で N
i OiでミT の 筒 iミュ L - i ヨ こす もb

<>U
(･･Z
A

人
山

｢
11

-う

ー

-し

∩
)ニヽ′(UiZt川Uヽ･■-

(i=1,2.--'nC)

r ;L::(0.',==O. ',ad t =, 1･.,2J,-∴ nhLm' ,, W '=一転 'sl16)

揃) 各 町 (i-1,2,-1--′ ylM)と各も (湛三1,2,- ′川,li)

について 沫C1初鞘条作 で､､苗も ot<rr≦7 01簡ミミュ

L- L a こす う っ

亀 了い - ○ く3-t･2･-I′ nい

T Li(O) - O (.T=I･,, - ･,nL)

fHJt(い - ○ (dL,A.㍗ - , nM日昌 1

fMこ(0) - 1 n iT T L

LDC)

o
･･o
ユ
〇
･10

一 第も卑東

くS､ITl)



ス千 日7031. ステ ､リ 702の 紙製 を 同いて (冒,lF)斗 古T)ilコ

ビrl列 下'(さ)モ竜†旦する｡

ノ＼
ここで､亀常 軌嵐 Nの敢鮒 スィ､ソうのす二 ･オフ は ステLL/70

1T､の もとの¶ イリス ク取払Nの- 凧堺 の L ミュ し-しつ こ免

最 の Th, T) ′ S叫dl寸二 Iオ 7にfrcし､て亀イキ風路 の 良もで 速へ､た

ように托Ult,れ ､ ステ lリ 702の ∑ ミュ L-こヨ二か棄 rTさ れ ろb

まT=､ステ､ソ70al=お い て (S.)i-)式のClこ簡下 る壌 17､､口､､′7

Alil壬､スラり70 2-両 cl穐製を同いて ､ミt L,M lこ凧 1 75円

もそqlざ れ ステ いノ7D2-両′スラ り7'2-(苗)の命果 I RtL､て軒卑

15小 う｡

ご～で 漣へ､た ヤコ ビ行苛叩/くさ) の吊嵐 7 )Lコ､､リス､1ム 互凧いて

Nql定職噂 も有81Sニュ -トニ蕗 q1線 ､)返 し的足 指は 式 1てJl)

塗れれ ば､よいb

F'(i)

衰i+I('ol一 離 o)

基ro(oい iピー(o)
4㌔t'(bl- 去ni'(o)

yL(い(o卜 建Ll(T)

･～lLAt'(o卜 去ビ'(T)

拭 くQ)-i:̀E'(T)

S.4 定鞄解鼻息70□7､､ヲムANASPQl徹見

て叫音て､､ql敬韻 ももと lこして鞄乳 Ltilイ Ll入7tS齢 の汎用

足 熱 帝見よ 70口7､､ラ ム ANASP(A佃止RttvorkAW弧(h

S;- 1久†tt叶 FrQ腔 - ior 巌へdaS帆 叫 sLISD川 蝉 十br〔･Lr(ut.ts)
の 取 れ 値を境S､4 楓 に 示 て b 太7b□7､､7A に l盲､ S.3.2で､昆べ､

た1コビオ守列 Ql針亀フ )Lで J)7､､ム にhLn る 11イ 11ス7回絡 Nと

晩頒 同風 筒の千 mでれ 一 風鞘 すーっ Qli ミュ L一 三五二の7>_め1こ ､

笥3号てい施し･Tt 勺7､､T3一缶 に鼻サ くiT付 1スケ宙賂 dl汎冊∑ミ
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射 ､4回 70口71.ラ4 ANASP の穐刈 取

ニュートン法

の繰 り返 し

計算設

ユ L- エコ ニ 70口つ､､ラ4NモTCAP叩 か 勺7､リい う二 として

租3+てま巾 て い もb後娃 する よう )= ､りていロー 射 て製っ､､くれt

を 岡いると ､ Nと モo'阻件 風路 筒か 凧じ 良も 化 のttで 雅 削 二

軸率 良 く i ミュ L- 1ヨ こ す る こ と肘 て､､さ5.

本7OTjT､ラ4 r3大 き く 分け る と､入 力乳 ,前処 理根. ニュー

トニ私の撮 り良 しも†旦町 てよって格和 で･hて7iリ. モ叫で机を

簡単 に罷 唄す る と次 の ようで ある｡

ぐ= 八7T領 tユTl像 とすう 17イ 1)え や風格 Nq'ふ 暴言ql璃絶 偽

札 と帯且 ､取簡 T ,¶イ l)ス7の トー吊 "席報 ､b7鞠値の領私

儀で,二王- しこ鼠の 収束判取基準 日 Jと･､の汲 み こみi曳行

1C)i



寸う薫 で ､それ ち 入カ デ､-91 下トでt下oト爪qtで 入力する Jうヒ

Lてill岡島の便 1 楓 って い る D iと 入巧 言､-'h与.17 トのW,/

て､利凧も L=汲 乱 され .鴇 tl訂 正や デ ータ偲布に凧 い ち帆もb

(?) 前飢薄 皮で rl入力デ ータl=阜-すいてNol基 本 可 ､ソトt .ソ

ト行Vli作砧し そ的 ちよ り今7-ロー4IT別 号構取 寸 るb 命^虹

もか らわか＼もJうr=､ 回鞄 Tu ㌫ri机 ､ト村 口 ご､一号苛 つの
ノ＼

T､､こてで作赦 した 今7t､ローrlNとNに黄熟 に附 いうことか･

て､､さ. 入力デー9艶 み止み後に - 良作恥 寸もT-rn で＼十骨て､､あ

るb

(3) ニっ- トニ鼓の牧 11逢 し朝息根 て､､r3､ S.3で､鵠諭 しkヤ

コビ門別の針鼠7)LTb-)7､lム ヒ徒 って ニ ェ ートニ蕗 と 奥行 し､

良鞠簡 昔風缶する銀 で､ Nの一 風闇 の iミュ L- 1 3 二､ 収
/ヽ

奪刊臥′Nd'一凧鞘 のiミュ L一 三ヨ ーJ ,1 コビ巧手Ildl計範､

祁新値 の補 正 の 寺咽 で取得され る ｡ 魯r=萌 しく乱埴す るとlR

のiうで､あ も u

(I)T7イ ')ス 9回路 Nの一風鞠のi ミ ュ L-iヨ 二 に l言､患

t=並べT=3うに 乍｢"口一武 に基 っ､､く方私を凧いて いるb こ

oliミI L- iヨニ 浄各で ､- 凧鞘 の喝のづ イリス 9と9､､
5iZ!

イ7- ト の寸二･才7針､能･lk してわ乃＼巾 , Nの東 和スィ､ソ

ヰのす二 ･才 フ Lユ こ巾 1=碁 71いて沃81ら†1も.

oi)亀伴El賂N̂の-凧胡 oliミュ L- こち 二 も 音た 97､､｡一

弘を何い て行 TJわれ.た lて漣へ､た 3うに Nと凧-の タ7いロ

ーか凧 い T'巾 も. 育夫. 5､3で述 べたi コビ巧守Ilの針嵐7

)Lブ リで､Aに よう と､17コビ行列1 1回亀臥 するの に､rL
れM

(n=nc.nL十も MMC )回針 施 して N̂をユ風軸耳＼､っi

ミコ L-i ヨ ニ Ltdr)巾 甘 ､11らちい 7Lと に71も.b とこうが､

本7｡ロ ケ､ラAT､良次の よラ托 して契晦上 . 1回 の iミュ L
′ヽ

-ニョ--奇観 て､､17コビ 額ず一路 前足 i る言うヒ してい S｡ N

LC)ユ



に食 言れ る艶糾 えイ り うの オ二 .オ Il7愛 化 l言 Nの 1鳳鞘 QI

L ミュ L- 1 ヨ 二 によ ､て托臥 され る へ で､ i7コ ビ､̂rl列 Ql

吊旦7 JLつ､＼リス､､4 爪 ス〒り7C2て､､の ミ ミコ L- ia Lr3､

(S､l= 式 , (Sノlら〕式 , (与ノI｢1式qln イ風の初戦 個 に萌 して､

そ巾 そ.れ i -ド夜イLrg剛 ･て＼＼あ も勺 Lt か,て n本 d)筒 へ･

つトJLi鞄も し ､ 勺7 "ローと｣U分 冊 Lf=後 の 前 進 ,碩旦

代 ＼ dl節 句た ln､ 各 計 簸 7テh'70ご とに 凧時 l二度 五 つヤて

簡nrJ､い ､､綴 って ､ -同相 の iミヱ し一∑ヨニ '(tl､†恥

でれ レ‖勘の 各和解 偶に印 し凧晴 に栢 邪､碍 LL,机 も? とにTaる｡

741よう に寸る ご と IてJ.‖t恥 二号i泉 崎筒 ql短絡 か Iつかれ

るb

(tliLt)こ ｡- しこ恵の 簡 ･)遺 し討 酎 ユ (5.い 耳U)旗鼻腔 (夏用

を計旦し . これ恥 喉 泉門虹値 と よリノ上手くTJる盲で 級n t,
I

れ 58 川下(基リ 11町 ミよ､)′卜で く13ると良内解邪､累笥rl=

もの として 7 トリ 70で41も ｡

｣､人上､述 べ た70ロケ＼ラム 117オ-トラこも鳶 で 竃かヽ机 てい るb

5.5数値討嵐倒

閣臥 した70口つ､､ラム ANASPモ凧い て.嶺々のサ イリス9

回路 の良鞄帝 と封わた絡農 をキ 寸b 7iL.､便凧したil風親 指象

3皐 .簸4鼻 と回線 一 NtAC-700て､､¥の果敢風 に専する時取

は窮 SISJtS であるb

旦遡ユ 時分削方式銅 取イニJi､一用 RtSlコ

塊S､ゝ 臥 二組 藩札 愚箱尺2LLこも 凧泥亀力も横紙寸 る碑分電l捕

矢の高 風破 イニIで一夕 匡l亀 のノ机 iネ耳b虹鞄解 iギか る ため

lミニコー ト二畝を 剛 ､て耕 止す べ き 乗紋は.VC.,Vcl,VC3,Vc4,

LL.,lL之 て､＼ある ｡ 白鱈､釦 乍取乱式 日3- SkHl)で､勧作 さtT:

帝 の rJTe､と LL､ のR_剛 天 敵への収束n即 と萄 51ら馴 こ希｢｡

10(I



Thl ThZ

R1 C3

∈ C1C～ L1

Th3 Th4R2

Th6 Th5 L2

C1- C2-50JJF

C3=C4- 2JJF

R1-80mflZR2-1･7n

E -100V

L1-L2-5叫 H

~｢ha Th7

簡5.5笹 申分郎 方式 も 凧諌1ニJ＼､-̂7

0 2 4 6 8 Steps O 2 4 6 8 Steps

萄S､(包 uC.ヒiL.Ql敗戦 JTf他 への収束 へ様子

ニコー トニ私を取い ると砲れて直かに敬向の級 t)且L計 艶で.良

鞄偽 に旦T るてとか､わ か る. ま7t何亀に77い て､SもMutqittbnと乱

した両線 l一. 塊3貴で､罷諭 したi ミュ L一 三ヨ ニ最で 同 い初碑

lDF



コンデンサ電圧

V†Hl

サイリスタ電圧 vThl

インダクタ電圧

簡S､rT唱 碑林削オ式も風浪イ二lY'- 90,良鞄渦W,/

射 手才､ちL ミュ L - i ヨ こ した 愚 異で､､ 同寸411stAPは一利柵

の i ミュ L- i_ヨニ ーこ相当 してい る｡ これ よ.ト こdl同格 は風

浪正弘か北 南 に長 く. 通 鞄 d,1ミヱ L- 1 ヨ 二で 虹熱水息 互碍

ようと寸ると何 軌範 も敬 -)返 して i ミ之 L- iヨ こ し7Jtrl巾は､

･IちJaL､こt がわ 乃＼る b象E.'l馴 てこ コ ー ト こ 高 に Jフ て 得ら

れた初卿 良も剛 ､､これ3･)2凧鞠 i ミ之 L-1 ヨこ し7ギdl

t良鞄浪W,/iネて ｡

也盛上 -Rl熱線 恒 ､リIヾ回略t211

鞄S､% 凪 r=高取浪 今 ヨ､ソJヾ 取除 の例を示すbてこで､敵将鴨

LOふ
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簸S･用 VC.とVC之 の臥鞄拡絶＼へのq丈丸 の穐 喜
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インダクタ電圧

コンデンサ電圧 Vc2

VTM

サイ リスタ電圧 VThl

負荷電圧 VRl

亀sJb包 高 風 液う' ､ソJヾQ,丸印破形/

をギhろたalk補 iL耳へ､き東萩 は q J叱 .Vc, ,帆 ,UTe, . 上し.,

iLlノ iLj ′tL4 ′lLゝ 7､､恥 5｡ 現 S､q同lこ VTc.～ひcî 虹恥状敵への

収束o'構 音も泡鞄 の iミl L-i,ヨニ 息と比赦 して 青､す ｡ こ

柄 廿 も二｡- トニ毘 1てよ うと紙幣 lて凄 く良幣 時かギ 与るこ

と町 わかる b 亀S､IC)回に こコートニ淳､l二 才 , 7待 ちれ た初囁

値l掃い ､ これ よ t)2取萌 こミZ L-1ヨこ してギ 81た良帝

青桐J,)を示†.,

血盟i サ 3 ､L/Jで範如dl化石か式甚丸亀勧穐 糸

ネ 7りコ 今､､ラム lコ帝的 lJ刀イ リスウ風路の良鞠解析だ､rlで-Ti

く､ 花 の Jうfi取気一粗略 =ネJLギ㌧ 奪頂 太 Iこも亀冊 雪絶 て､､

70㌢



E=240V,Cl=10UF,Ll=2mH,Ra=7･56m,

L =55mH,Ceq=7･6mF,Geq=0･015び,a

fg=looHz,dutyratio=0･8

執 い l団 ヰヨ ､リノで駈勧 ql直丸亀勧 鞄尭o'
等価 専気 取鞄 モデlレ

あも D 象 Stll風 raすコ ツ Jでに与って乾軌 で叫 も他 励丸亀丸亀

如碑 も射 61な屯も 回路 r=変換 した モデ ILぐ れるtbSlnこの 日 73

電気一瓶横 工ネJLで一夜穐糸 Jい 掛 こ穐戦利 O,風浪砿能才で弛

鞄 Iこ長 い たれ 畏怖秤モ得 5 01が 北 鞠 に F&鞄 Tあ も b ここで､､

二コートこ払Iて‡'て補正 寸へ､さ硬軟 Lユヰ- ソJヾ 側 の 7JTc.′⊥L.

と遺風噂勧 戦利 の奄粍 盲亀餌 Laと回畝 柏 尾 に 打た寸もVctも

7ttある｡執 S.I?馴 こ iL久 と ひceむ の虹剛 r亀 へ川 東O,横手
iLミl L一三ヨニ芝､と比 較 Lて東70 ニ コ ー トニ定日てよる

と数ス千･･,70の繰 ･l逢.し封且 で､､良熱 闘モ有れる?とが で､き

る町 L ミ ュ L- iヨ ニ 亀 g)亀乳J I)過 渡時 Lこ大子13賢 ＼取

乱か海鴨言ヒ 乗 れ る こと耶t巌常､され ､ 虹鞄珊 鑑 に鼻 i る のに

時間 かか か る こ と郡､わ 可＼る､ 塊S.L3rAlこ､ ニ ュ ー ト二 射 てよ

I)碍 ～机 た初闇 値 を凧 い て i ミ之 L- i ヨ L Lた 2凧鯛01良

鞄滑市4/ともlo

J的
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02 4 6 8 Steps O 2 4 6 8 Steps

恥 L沌 iLA と rLh 痛 畔 亀 への鴎 の郎

サイ リスタ電圧 vThl

コンデンサ電圧 vcl

インダクタ電流

コンデンサ簡 肺 icl

射 場 サヨい,Jで取朝41化席力武重丸亀勧粗の良鞄聴W,/
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Error

1

10-2

10-4

10-6

10-8
0 2 4 6 8 10

CPU-time(second)

塊S.L4回 こニート二畝 とニミュL-1ヨこもの針戦

時館＼爪比専丸

埼5.14馴 ユニコー トニ 畝 に よる本号象 と iミュ L- Lヨニ乱

とql定幣碍 互得 5 たれの針鼻 時間 を比 較 し7=も dlていあ る｡別輿

Sの絶 息 を 附いて ､針且 の息 ステ､ソ7CLこかr)も良将値 からql前

阜根差長引亙 し.相対韻差 と針鼠帝職 とOl筒底 をニュー トニ 乳

とiミl L一 三ヨ ニ私 モ叫 モ"411こ対 し て 風示 し左｡楠軸 ra計患

時間､絶軸 は 租珂 鵠 を を印秋 色乱 .)で 表わ しt=も の で 租的鴇 を

(1托武 にJフて計旦 しTto

盲-Oト- 一㌔ 計 , 一､･l巨AJ,JLA (S･一つ'

こてて､､､fl甘R_鞄値 で､ある｡ この私見 い 卜 本号鼓互 取い ると

良鞄鰐 を希 う4,に非 軌 て新患 時間 ql短絡 か周 れ る さとか一軒カ＼急｡

佃 の勅題 k つ Llても凧最 01絡黒 か得 ちtlた ｡

ちあ･､こてで･rl二 ｡-トニ鼓と科葡 了も初的億 ol綬虹値 BL

ミヱ L一 二ヨ ン畝 と比薮 寸5たれr=次の 3う J-ILたO創建 lli

Hl



初簡値を†へ､て奉 として､ 盲た利鰻 2､31ユ 与ヨ ーリJヾ を亀朝 Tt

も太Ulに ､ コニ デ 二つol卑巳 に舟 当 +d初鞘櫓も 与え て勘 -L,か じ

れ回路 を 1同執 iミヱ L-i笥こしそのす て"直蛍713時丸を時間

風も lこ漕 ひ､､その 時の 父亡 ′よし,AM の値 を敏 定植 としたb 盲た､

改良値 を穐 々夜化 させて礁冒 しT･=賂乳 ､ 回路 を正陳 に葡釣で1

5こと01て､＼さる初珊 値 と取乱侭 として 与えれ ば､.1iと4,と､ol馬

食直利 こ紅執権 に根 気寸 る ことも確熟でわ たb

ら.6 も寸び､

ての鼻て､､11､ 二 コー トニ鼓 を科 いたサイ Llス 9回除の私鞄畔

もギ恥 もカ昆 J=ついて執 じ､ また簡乱 した毛私 に差っ､､いて作熊

LT=i7イーlス9回路 の汎 取乱鞄簡嵐ムブロワ"ラムの概属 を丘 へ､

た勺更に歓偽勅 によフて木方息 の為か 性と希 した｡木方鼓ol埼

徹 は二｡- トニ息 と塵 取守る 取風鮫 と71るT7コビ行列と.蔭斉

回路 をilイ ')スケ回路 に導入す ることに 与 ')､ 珂敏と勺もウイ

I)79恒1路 と その 亀巧 回路 をそれでれ 1凧硯 の i_ミ之 L-L ヨ

ニ竜観 て"雅､吊に構 良息 く計風下 SことかhT､さ た い .う 東 ､であS｡

でちr=､ 離 回路r3印象 とす る刀 イ リス9回酪 r=1-3とLと､､利取

を杓えること73く導入で.きるので､､お寺払 Iコ乳奄て る持とんと､

の勺 イリスタ 酎酪 lて対 して亀 岡可阻て､､あ も. また､ 簡乳 Lた70

Tj7＼＼ラム lユ､寄 3鼻 で延べ た 今1､､ロー武 に差 つ､くれ恥i ミヱ L,

一二ョニ70口つ､､ラム をItlT JL- チエとして 凧い ることに JI).

封鹿研き､ 汎 印性 も兆韓日こ高 81る了と釈 て､､さ､櫓 勺の可イ リス

今回晦 の訂風格粗布汲計 のf:Uldli)7､､JL- ヰニ Iや ､ソナーご とし

ても偲凧可絶で ある と考 え-i,机 も｡ 丁の ことr3､ 枚 ot集｢車 に

T)･いて､そ01利か希 これ も勺 盲た､剰承 3の鹿製 か らわカ＼もよ

うに､ここで､験 し＼た奇縁 T3.簡約 TdTイ l)え9回恥 だ巾でリiく､

穂別A:直丸亀勧観取 軌条のようJ二 ､ 号の 常勤穐 モrJLか･射 向7J

111



簸W,/亀も風路 として泉乳 で､さもよう 'i亀気 一戦柁エネルギ､一冬

穐条の取鞄師や=こも適 夙可乳 である｡で E,lこ一級 の両気 一熱戦

エネ /Lで-,%操糸の定料簡和こついて llrM 亀で､親 し･る｡

LL3



塊6毒 敬 一璃械エijLギー変額糸の踊 醐 ヒ
汎用定再翻年700グラム

6.1 はじ佃こ

塊S車 て､､Liりイ リスタ 風路 の邑飽 和 を高速 lこ五ulる矧矧 ミTIL

良風解 も与える和親値 が､観取 する非 線形ネ堀亘 をニ ュ ー トニ歌

の7)Lついリス､､ム l二 よ っ て軸 く 限愚 として 取も化 し､その討毎号

畝も･‡ひ､取乱 しT=汎凧虹料簡析 7D口7､､ラム L=つ いて止へ･た b i

た､数値例 よ り圃 敢 LT=プロ 7､､ラム は79くの-Tイ ')スタ桓1路 l=

盛岡するこ と恥 て"さ ､汎剛性､初年Ql息 に あいて十分 TJ卑鋸 生き

育 ってい ち ごと星亨､した O とこう町側願てハ示 した Jうlて壌 ;餐

でt聞取 した7b口7､､ラム R他研耳 直乳奄勧 観取勧糸の よう に 喝軌

熱 さ嘗億 有線邪,噂気 風路 で＼表札.する ことの で きる晦も 一熱戦 1

斉)Lキー奄頼 粂 lてつ いて r3塵 冊可鑑 で､ある粧､ 一触 lてr3慮凧て

ること打て､､さ T3いQ 曝気 一枚珊 工禾 JL雪＼､一夜傭 糸 L盲一触に執横

糸の過疎 正弘 耶頂 も糸 のそれ に比へ絶叫 に長 く こミコ L一 三三

二恵tJと､T､監鞠 成敗 i束､折 るのか穐軽で凍 る qlTt初年の長い紅

梅簡連出私Q,間取 信管r=官帝で､あるD とこZ,朴 ､そ01唾卑 睦 1=

しかれれ-L'で ､撮左 の とこう初至か.i.<汎冊 性 氷れ るオ畝 tつ簡

藍で叛て いT3いようで､あるO

この裏て-指 L敏ど量で轟 L-ち-コー ト二最 lこよる定鞄解析 良

を､サイ ')スタ回路互金も 1奄気 一塊租 エス)Lキ､-東嶺粂 1=略取

するネ払 lこつい て論 ト 音t これ に葦 っ､､いて繁簡 に蘭乳 LT=亀

も一徹村エネJL千一豪華 条の爪博艮鞠簡範ぬ 70ログ､ラムの概薄

絹 ､へ･るoT3も1[SStSql前竜 で､t述べたようlここュ- トニ息と底耶

5取間藤 と73るの Jユ iTコビ行を吊 いれ[=精 良長 くかつ軸受永

く新風 するか ていれ る ｡ 葡 E皐 で､住､ての博し愚 に対 し､テLゲ､二

の足華 r=基-I)いく風複輪荊罷tL ｢ ィ .)ス 7回路 に洛熟 し斗コLL､

Ilq



巧す持 前嵐す るオ息モ最曳 LT= ｡ この 青息lヽ. 喝も一熱刊ユキ

]Lで一乗卑糸 に村 しても､号へミデ JLを貧2亙 ‡恥 て･･東 LT=風

路 7いラフ と(て 東根Jも と冬体 ri畝罷 丁や1T-_雪JLと れ､ソ7 の乱

射 に灸 うdlで ､息筒て"さもとも L ちれ も｡日 でrL. これ 3う k テ

LT､二の足項目こ雀7､く鹿良簡利 払t周 も 一 戦輔 1ネル千､-毎晩

か て払敢 し前車 と凧撮 ∧オ象 て･･つつ ビ 行 叫 モ 引換て るう区 1 市､

寸､

そ01た れます､､ 占.2て Iは同気一横柄エネJLキー貧食束の良鞄

韓祈私 も､こ｡- ト二転互 耳目､たオ私 として臥乳 化 す る0 6､3

T､ra､屯気 一塊根 エネJLギ＼- 東棟 糸1て ylL唖咋 束 を各人 し､こ

れと凧いて守コ ビ4q列 を新 鹿す るオ 岳を葡 いる｡ う ち lて 6t4て･､

l一､冊乳 Lたれ冊足熱解析 70ロ グ､ラム の瓶 専 一鑑へ､､6､5-で､こ

a,ア ロ7､､ラ ム を繁簡r=嶺々の風気一碑輔エネルや一夜壊れ の L定_

騰解析匡鬼凧した数値例 モ示 し､その帆風 促 ､隆弘 を評価 する｡

6.2 ニ ュー トニ沌 l=よ5良鞄帝的

この亀で対 象 とする 鞄も 一塊輯1本JL守､一束簸た ri､簸2.2回

わさび亀2､3% 1て示す iうTiT イリスタ風路 lこきも直丸亀勧構取

軌範と務 尊亀勧 柵 勧 糸で あ る｡ 巾イリスタ回路 r3､こ巾 舌で､

C1葦と凧最 .独立 簡邑 取 王 , 聴正取乱取丁 . 恕乱R,コニデニ

iiC_,イこ9､､J79L,虚名 イ二 ㌢､79M と喝竹 筒牛車ノ鉢も言て､･

あるiTイリスウTh,ダ､イオ- ド､D′ 恵脚 スィ､yケSwかち載 るも01

と寸 るも 盲た.高札敢軌 礁 むきひ葡萄 亀軌 範 と 号 d頒 布 のモチ

JLrl干す1千､､九 萄9車 4節 で一単鼓 した揉めよう71武 て､､表わ さ机る

ものと寸 bb

也)逼瓦 奄勧礁 モ芋･JL

宜(i)- 足跡 ･kpk(+)+鳩LUM(i)か ) (i.1)

LtS



Te,(十) - 入r(t)餌酎

TpLL)州什)+盲u)帆Li)十TL -Te叶う

盲も､､し. EE
R久0
D R与

(?l簡単簡勧穐モデ ル

LotD

(;.2)

(̀.3)

(6.4)

･皇 - E ヨ 要

- 一一(6.51

(緑1

≡-ここ≡
-畏ま什)十とpA什)十人旦LJM什)ill)
=RsLO

Te(t)-入iT(*)息主什)

TpLUn(+一十訂u)叫什)十TL -Tt(.)

tLt

局､口)

(6､g)

(6.q)

(6.1D)



kだ､し.

I

･
-

-

-

, 1′=′､
二
≡

tJt
;l
･,f

Rト 0 0 0

b Rト 0 0

0 0 Rs 0

0 0 0 Rs

0 -L 0 M

-L卜 0 -M D

D 0 0 0

(i.1日

Lt- 0 M 0

0 Lト 0 M

M C) Ls 0

一一- ((.12)

また､後 lこ且～L急ヤコ ビ行 ? tlの斬蛍のたれに 対 象 とす る 逼見取勧

敢取勧 丸 みJW､敏尋 鞄軌観取句集五泉 2亙 ∫鞠 で並へ､た 回路7､､

ラー7として 貴乳する ～とに し. て机を それで れ･NDC ,N刑とし､

これ ちも もう一反､簸る､Ira範 士b-､哉6.2 †享いて元す b 鞄 6.2夙

ヒあいて､∠A,yA.a r3花へ ように あち小 寺机 も｡

÷

〓

÷
r

(ら.E3)



報い 風 連丸電勧構範勧粂 NDL

萄6､2回 簡導剛 方重野軌条 Nm

C 2 01

きたへ･ワト,L 主良 ′ 鮎 を

･ -:i=≡

とむく と 沃外筒俺武か戦もしていも｡

II8

(6.1q)

(6.LS)



主A-帰 Qノ VA-¢～Va (6.Ii)

棉 ('LLql射 てあ･い て ､耶 IC('M.モ食害r:手戊 換 した行列でL

あSD

以 上o'年債のもとで､､苅 象 とする亀も一戦横工i 'しギ､一夜県

糸のニュートこ もによる良鞄解析 Lユ良の碑 に良耳化 され る｡い

葛､珂象とする ニステム ND⊂ ′ N訓 lユ凧簡Tの固執解 をもつと

し. 風前T は便上知とする｡ 亀 鞠 このよう731 スラ4 1号簸 言責で､

並へ､たりイ リスタ151鼠 と阿儀 ､その凧簡 解 Q)凧取 は電取の凧̀机

ヤ サ イ J)79のト牛か席 号 J')あられ いれ知 るこ とかて､､きる.

遍丸亀幼稚取軌条 NDC も､Jび葡亀両勧襖取勧糸 NIn都度 栴林､敬

で､あもとlpa､ある時針十oL二あrTるiステム 1て食与れ るすべ､て の

ユ斉 ILキ･首領青首 ､するわち､喝車乗のコニヂ二つの葡dT専攻.

恥 , イ 二 9､､79g,亀風 複数 ALノ 絶食 イニダ､79Ql且過食敬･

主M ∴工ネ)Lキー夜頂糸Q)kd,軸 奪敬 土石古び鵜璃ネこの璃荘

裏手 J dl葡軒愛敬 u)MQl値 が それで.れ 一軒珊 徹Ql騎飢十o十T の

それ らの値 と一致する渇JB宜もえrlt､よい.すTJhち

甘亡(tD) =YL(1D十T)
●

AL(+D) =AL(to十｢1
■ ■

～̂M(to1 -- Ah(十o十T)

A (十01 = 去(てo十T)

LUM(to) = u)帆(to+T)

('.lTl)

宣満足i 5とき.N｡Cも､古び､NユhLiR筒状 敵で あるというや こ

こて､､iJI N帆 lこ対 し て11 (6･3)式て弓 えられ ＼またNJM に 珂Lて

は(6.q)式 で与え-L,机 るべ 7トJLて"あるb でて. Nbc もIJひ､NIM

の毘鞠筒 を=t-01も敬承 r3.
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謹 皇[仇 (tb),AL(てO‖ Ah(棉 ,i(十｡).uJ満 目｢

生 し 払(o),主 ｣(o)ふ くo)′ A (0,,山 れ(0)T

と取巻 し.

Fく茎)全

Ye(T)

iL(T)

去M(1')

田Fin

LU.1(Tl

と置 くと

下は ) = 0

妊亡(0)

上し(0)
●
△Mく0)
A(0)

UJM(01

(6.18)

(t｡q)

･iう弛線W,,オ亀 亘 と差 ヒ つ いて簡 さ､取鞄解 と 与え る初邪魔ぎ

宣脊8,ろ円周 l=特 急1 せ う ことので き畠 0 号 も ､ (6tlqlもt簡

くT-_机olこ ｡- トニ私の 7JLコ､､り7Iム 信次Ql織 ､)足 し前食で､与

i-L7れる｡

言上十1-壬∴ 世裏'Tt細 く6･20)

こてで ､漆守 l'桔 7)Lコ､リズ,ム ql繰 t促 し凪執 宣布 し､下'(玉1

1帥 (差) の ｢ コビ行列で､次の嬢 rて あ らわ さ れ る O

F'(送 )
挿 挿 沖 挿 挿

- ' う訂 訂 7両 '- '-∋払(o) 〕L(01 〕叫Dl

----(6.21)
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ここて､＼ 観E竜 と凧私 N｡｡ ,NTMの屯も条､すfJわちウイ･)ス

9回路 に食3-れ る コ二デ ニサ Cノ イニケ､?タLノ各色 イ二ダ､7

9の個数そそれそ､､れrtノ nL′ nrl とし､竜た鳥 イ二γ77こ71

萄与IJMJ(A-1,2 , ---ノ れM ) を M叫 XMM̂t dl才-1机 と司 る｡ こvl

時､rlt
VtM

n - nC 十 hL 十 Z I wIHt (6122)
し=l

とi ると､ NDc へ環4日コ . 左Tlくれ十3頂 fLべ ワトル 等た¶コと､

て37日 j)(妄).3 (h十3)x(n十31 614W 廿 あ 1). N川 Ql卑冶 唱′込

Ji (侶;)荘丸へ･? トIL′ T'コ ビ4JRiラrl下'(是) 柑 (h十S)ぺ (m S)の

/(17tJで あるっ

1､人上の議論 よ ').適乳 取勧穐駅勧粂ND〔′鴇尊敬勧柵 幼名ミ

N工M 碩 鞄 #W,,rl､i-0として初約億の韻良値 1～Ot鹿部 て与

iて ((､20)武 て"与え-L>41るニコ- トニ 畝の7 ILコ"リス､､ムを収

史す る∃で 線 1)か えLて ギ tギ折. これ 茎初珊億 として 1厚澗

解 く了とr=i')伺 う41 5b

6.3 ヤコビ御 1上の新盤亀

戸(iLS6･2D､弐 て､､与えられ る二コ パ ニ畠の7 '.Lで リス､､4 r=おいて
軸 は ､ND｡ある い tユNInib]簡保布 芸人41下て＼､､ 1凧碗 簡

く了 とに よ り 得 IL,Ytる ｡ Lた か , て親 3車 ､ 曳4 皐 で.鴇 trた i

ミ｡ L - ∑ 3 1良 と冊 いて針旦寸もこと朴 できるb てこて､1%1線

とちるの は ､T7コビ行列 下′(芸) の新 風 私 て､､あもb マ41同線 に対

し､塊 S亙7､Ira､テ L 7､､二の 魚 礁 に寒 っ､､いて 刀 イ リ ス?回路ヒ

唖作回路 も導入 し.こIn手札 いて｢ コビ/1-7を吊 St且 す ら青息と

示L7=｡ ここて"苅敬 と してい る噂も一裸璃 エネJLで一夜碑条に

も1､7 も ､ これ らt境6､l慢tyJぴ'簡6.2回‖二束 す言うTd回路

7いラ7 ヒしてモ ー7･uノL化1もとテLゲ､二の足狸に真7uく最良解析

ほl
潮 紅 ⑧



鼓す:､導入て､.さも｡ こ 予て､Irl象も､lnも IV､親ら､2怪‖て希され る

NDC / N叩 lこ¶L I 千LTいこの良周 に巷っ.､いて酎 千束を各人 し､

～わ も凧いて｢ コ ビ 行711を軋甑する オ畝 下血へ､るb

6.3.1 風気一鞘戊工ネjL雪､一束換気の儀頂糸

討 ち.と寸る簡各､-鮒 ､∴工貢,..Lギー環垂 範 NDc ,N-inに対 し＼取

替1;､互尊大守 るた れ Lこ ､熱5Lも ヒ両液 Rql珠 TELを Tiく

TL玖定〕 直丸両勧穐取勧糸 ND｡ もiひ､論卑亀勧構取勧毎N叫

11､初萌 蔑 ハ歓′トTiL焚化 に よフて ､その 可気 'zt寸もわ ちi7イ

日 夕回路 0,.モー ド＼押 上 二か脅札tす､､盲た 1 - ド､C1切 .)

換わ L)碑射 1-1和解確 vl垂線 関取で ある｡

1ソ､上r凍 Ft_爪 もとで､竃丸亀勧穐軍部i.ミNDCも､言ひ､鴇 暑屯勧/＼ /′＼
礁取和泉 NTnの亀住粂 N D｡ ′ 筒ユMi珠の言うと構敢 寸 もo NDL

/＼
も古 び､Nコhrl Lとの エ ス テ∠､ND｡ 九･言甘 Nlrlt それそ､.玖 私 用 ,

都 .2 回 l-:Tn 骨格 モデ ルて̀表わした時､ その ト対 口ゞ 一 Y々.等/＼
しく､言7L各積 の熱性 1311小寺､れ ･NDclて持て も髄イ†k NbLrtcL

恥 3 極目こ希7 3うに,N汁 lて可寸 る蔭仲 条 笹叫 rl戦6､4恒‖二

斥司i うr=決れるOすなわ ち.ND｡打 古ひ･Nユnの海気 条 .す7i
小雪iTイ J日 ウ回路 につし､て J言.簸 ∫車 で 良嵐 Lf:¶イ リ ス9

回路 の飽作 風鞄 と同 じ＼､ il=エネ)Lで食聴余 ･礁根糸の儀竹筒

滝rl､(GDへ ((.3)武で･与乙ちれ る直丸 亀幼 絶モデル .(6.6)～

(6､IC))武 て､､与え られ る常尊 敬新棟 モチ Jレに申 して それで巾 茨の

礁 r=与え るQ

(1)義兄屯勧鞄モー,"'Lの薩イキ*･良 fLT,
l■l-1

笹 (て)-帰 して,十 k pT ! ,rr)十 頼 J q(i ,̂i 棋 十 紬 ,̂u J T) (L PS)

]2Z
1私印訂i



T

.-h

灘
巨W

し

S

71U?
ラ

d

?
山T
d
IO

W

C

S

O-･-占○⊥
T
o

oよ｢JyO

エT

A
V
～

八

･
l

～

R L

恥 3風 遍丸亀勧横 取 幼女 の随伴を"N,｡

壌&.咽 親尊卑朝 鮮 畢勧 集へ酎 榛 GIM

Te(7)-症 鵬 i(T)
ノ＼

/＼

T pta 誹 ,.ち㌫ 対(て)-Tèて)

ほ3

こてで

(6.24)

(占.2S)

召､28)



EiZ!
(2)議卑 屯勧極 iT )しの憩件 特性 Nェh

ノCL

,I. ー tLで)

茸(T)-R†(-k畔 T,十ゆ 叫(ti･棋十抽)GJT,～■･･･ヽ
uD(T)-官S70(T)

JiZl

/ ＼

Te(i)-̂ F什)紹T､

/＼

JpT̂uj…(千)十盲̂LO 細 - TeLT)

､I:て

･P

一IPJ

(6､28)

(6､2q)

(6.321

′＼ ′＼
NDc,N ln ヒ い ､て Prl口 77-d/d て て､､､T lコ て-T-t と 吊 O

5ZI
ま た ＼N 叫 ヒ つ いて､ 宝a′ 廷 再 細 で ､れ

(ら.33)
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ヒあくと N叫 にM も(6.侶 At=苅たして次の剛を式が献立

しているb

"iA-一躍 , m̂ - 一拍臥 (6.34)

てこてー毘恵すべ さてとT3､ 直丸亀勧 鞄も千､1Lも･よ心､､簡単屯勧礁

モデ)Lの飯イキ輯 促 は錦形て､､ある肝､ もし の 三ステム NDC_′ N叫

の哀歓とJtOラメ-今 として食 Lで､いるとt､う了とで､､ て叫r31

わ しギ､-/*魚 の経線町 は ､々ち く るt の て＼､あ るb

6.3.2 民夜前聾dl基本或
〈 <

壌6､3rAも古び.簸6.4 低に青†鹿角査 NDLも ･きび､NIMで同い､

て ､ ヤコ ビrT別 も剖且 てるT:わの最良朝風の巷本式を卑くbい

i.初朝借 賃 -lTc(0)′iL(0)′主M(0),i(O)ノLOM(0)Tとも7甚丸

亀朝柵 勧森, 葡 卑電勧 礁取勧糸 をそれで､れ Nbe′NJnともえ､

ミ机 d左 こ し哩 (O)A L(D)ノ△抽 ',dA(o)′ム仙 0)1'即 親切 して

両朝億 を 箕+ム差 -t 馳 (0)十ム町 0), ふ くo)十d主LLO),緑 0)十d緑 0,

A(Q)十dk'o)ノLDM(0)十dtOML0llTとLT=糸 をそれ でれ N,L･△NDC ノ

NITl十AN叫 と寸も b ミれ晴､テLつ.､､二 の定理J I)､r̂ql熱線式

を得るこ と邪て､さる｡

打 IL(0)L項 丁卜ft(T)LbLL(0)1

一打 Gc(o)C瑚 T卜 GL'T'CdVc'0)〕

十Ahl̂k'h(0)MA細 -fh(T)n 項 0,1

十 t釘 o)k互 (T)- At (T)k項 o)1

11ゝ



- tGiML0)丁｡u)州爪)-GMm TA山仙(〇月

言0 (も､3S)

(6.3S域 は.簡ど巷の刀 イリスタ回路の埠JBの(言.｢)亘に珂Tt†

るものT､､ ヤ コ ビ ミ々ラ持 前息 75たれ爪製本 と'3台武 て､tある｡

以 下 lてヤ の 務 尊 を示 了 ｡ (i13E)式 rl轟丸確執観 取朝命NDLも･古

び簡導 奄勧穐畢軌条N叫 ヒ雫15して就五 寸 る式 て､､ある｡ 寺で､

N叫 の 埼息 について尊く｡
〈

碕卑奄勧観取勧森N叫 と号の 酎 午もN叩 きそれで叫巻本も言/＼
寺で.分間 し､ N叫 とN叫Qlト対 T3ご -都 隼 L い こ と い )･ テL

ゲ､二の足曳 き息 凧iる と､企て ql基本表 言 の通過 複軌 と構叫,i

薮 ヒフいて､観 E亙 d,り1 11人 7風路 V,璃JBdl(ど､8)式 と町境

の簡像武 を碍もてと町 で､き る. この占うと し7得ち叫t dJそ､
<

当れ号､れ各項 ご ＼とにNln とNTM外翻与と考息 して針鼠司ると､

(6.3g)式 を得もてと釈 て､､さSが. てこで rl政01月 に鶏 (こと

lて寸る. 観6.2夙に泉下儀尊両部徴取勧糸 N叩 tl､境6､∫TAヒ

克て iうヒL噂も 糸Nt と3倍 d"Tto- ト甑 ,賎C,NM 町 射 ､姻

打壊 に嶺冶 して 食体 外 親船 され ていると考 え るこ とかて､､きる･

T ILt t. .'･･..笑 ! '･ '･ lw

Nt NT NtC Nn

塊6.ヒ匝 務尊卑勧旅 敬軌 条NITl のNモ ノNT.NtC緑 ひ"NM

t2.6



Nr , Nt｡,Nh .1律 で'れ 軸夜断 て(肋＼sTrans十or血 bY"7StQ叫)

1ネJLi､､-射 電益 (モher柑 Co叫 - 心 S/S十や-ll 吊 び 横柄粂 (

Me(h帥 瑚 sysb叫)にT3pFtctしてい るQ ホO-トNr ′ N" ,NM の 端

言の 嶺 的複軌 も､日Ft通風吏数 の弘弓を凧の Jうに沫ulも と.

((.Åト (6､Ib)(6.佗)亘 J I) ､ それで机 の中 - ト熱 性 l笥モ十･tでキて穴

のi うに表わで す1も｡

(It) NT d＼輯良 (ら.A,6)宣
＼＼
ql) NtC dl靖.良

'～UY†)=革A(千)十とpA什)十鳩'd)叫1(叛 け)

'../,Jこ'r･｡㍗

T(千)=一MT(千)Gi(+)へー ′ヽ′ヽ

両 NM の酎 主

TL(+)- TpuJM(i)十百uM(+)十TL

(6 .3も)

描.31)

((.38)

′＼
随岱禿N川 も町礁ヒ､筑 緑 園 に元日 うに . 簡気糸Gtと,70-
′＼ < ヘ

トNr , NtC,Nhか.萄6､4回 qlii)に給食 して合体朴帝叔 され
< ヘ ヘ

ていると考 え る了と才ヾ･て1号 もOJTtO-ト NT/NtL.NMへ即lTl､

(6･ユqト (吊 t)(i.34)式Jり花 の ように患h す く と町 T､さも｡

T
Fト

へZ
<HN

ql揖Jii (6.34)礼

Cの朴良
/＼

人に)■ヽ′/＼ /＼ /＼

y(T)二組 rT)十-LFIE(T)十ゆ 叫(tk入(皇十6～T)L'十一岬 '′~ヽ_､←ノ
′＼
uD(T)こRŝLO(I)

L之rl

(ら.3 q)

ら厨甑 ⑧



1 R L T一〇

+V00' 申 入叫 痩 +′ヽum1

1(G:9T)lSnt±

R～

Jへ ′＼

山r NIC.

ノ＼
NM

/ヽ /＼ ′＼ ノ＼
恥 も団 確僻 糸 竜王Mの NEノN,ノNE｡′吊 び NM

Tぐ丁)ニーkiT(i)乾 (て)

/＼

′＼
clih NMの帝位

′へ
T .(T)=TptG'M(で)十盲a叫(T)

(6L40)

(6､4月

｣帰 の篠 r=考 え､ NIht号の惑増 糸筒Th lこテ L サ七 g,良亀も亀

岡てると派の蘭偽札 を得 る こ と邪で きる｡

LP全α､十α, 十 吠 十J4 十LAs十LPも.J7

皇 撞 く↑哩 e(i) 一 針 )die(十 刷 t

十S:[～fAT(T,ム臥佃 - V=AT(T)ALA(" つdt

･ 陣 (て)Aya(tい も (T,△Å町 dt

日 .Tllo(7,duo(+, - V̂D(T,△エ0(i,]dt

【2g



十鉢 )△抑 一餌中小

･距(T,叫 (" - ûh.nAl(i,]dt

十 折 ("AW誹- ŵqLt)- 1dt

音麗 (6 .42 )

～丁で､て-T-tで､､音た毎日 強の 右 ノ ～Vt rl雪 中 で軟 NTMの

両気粂Ntの 寸へ､て の強の亀泡 ､両足 七草も～TSるぺ 7卜)して､､

あるb 吊 巾 ち 長-[At,i,′iTL,iD,右〟,AR′i｡言L′左MIT′

geI[恥 恥 YTh,甘D ,甘,叫職 ,～UTe,飢′射 IT 再 も 0 号7捲 ,ŷL
は そ巾 で叫 ie,～we lて対 応 す る駄作キミの夜戦 で､あも ｡

(I) 簡 1滴 小
孔 ri儀;葺 3節 Ql(SIS)式 の 右 皿 と 等 しい ｡ LT-1が つて

(S､｢)武 ql導出 と凧 じ､キ鳩 で ほの言う l二部亀で 予 る.

Jlこ 五｣

一Zl
亡

ifL(Q)LALLLT上 亀 (TILdLL(Oll
/＼

tSc(o)C4W Tト Vc(T)CdUc(0)〕

十㍍ Th(0,m△ふ (T)- T̂h(T)M車 両

(2) 塊2強 も､さび穎3頂 Jユ+J3

NコhとN叫十AN叫 寺考 え もと･(6J6撒き1)

diA(I)二相QtT) ′ムtuA(千)-CA駄(t)

ほq



都碍7,号1るb ?れ と く&､狗)或モ_額1ユ餌 之lて代 ＼てる と孜 のよ

う1-I 7aる.,

W之-i:t動 机 △恥 "'十公田CTc勅 冊

窄7-JC Jつユニ91)一行亨tJ733のて､､､び之｢ユさ LL,ヒ 汀の 3う t･=7:dるu

ぴ1-紅貧で)△脚 )十aT(i,拙 ]dt

し主 都■って

LOl + J3 =0

(3)萄4･頂 LPq

(6.36)丸 ol壌 之も 木与が し6.3q)武 の塊2武 いト もおLちLこ

沃t得るo

J4 =CJ

(4) 簡E強 あ､よひ､翫 強 心 十鵜

NlhとモQl簸 勧 N叫 十AN叫 一為えも し (6.36)式の塊1可

きり､ 在の式か碍 られ る｡

叩 (i)=選△錘 )十Epdim十鳩 (ALuMtCt)とti)+LU叫.Li)di(i)) (6.43)
4

??て､､､0(d之)以上は'k略 していう ｡ また , (6.3rn武31)同線

に 0(d2)｣､人上せ鶴亀する と 捉爪武か得 ち机 も D

△T(t〕二一人で 什)(宙十重)症(i)

LSD

(6.44)



(.6L43)(6.裾 気ユ 恥 へ (6,44)(6.4C))式と現 へ代 ＼守 ると

肌､Jsに‖笑の横 に計嵐i るこ と那･てトさ るO

J 6 +J～

-iTtT(T,- )+輿 )明 く- 什廊 十- -Lit,,i
LT(て)

｣T(T,RT･pTA:T(て-～LT十酎 M.(t,十lûM.(I)iT(i)(GJGj,3症 (t,]dt

十拒計(て庖 (t'd叫 い 恥 (T蘭 )(掴 ,)4i(†肌

-距 (T)～Lp△頼 -PTT(I)班 (T,]dt

?てて､､､B' ‥ 旦吊 ひIt'-～LTaも沌唖 で凧い たoJs+頼 了帝

Jq積分 を 現し､るとTT,ヒ新盤で千､ 線37次の ように 乃 弓 .

Js十LPも-I[2T(oLLd拍 )-飢 T)L｡左(0月

(51萄り風 L97

N叫 とN叫 十 AN叶l寺考え ると (6.38)式31)次の式邪.碍ち叫
5 Q

dT.(十)=TpdLJM(+)十 SdCL)～(り (6.45)

(614∫)(i,4日旦 Ⅰ寄7ユ餌 ｢へ代 人i る～注の言う 1て与るQ

:･---:_,-｡_I:-:-_: 二 ∴ l__-I:_/･7-_こi_---一ニー:: _-:-_

こ 5oT lptG 跡 丁 △恥 仕 ‥ aJT,Tp棚 ,]dt
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ニーtG叫(0)T duLq(TJ-a)仙LT)丁｡u)kt(0)]

以上t:よ1)､洛尊取朝穐取勧iミNlhlこ対 して (6･3∫)互 什 得 ちれ

た｡壷敢電勧穐取勧束NDL に対して も同税 に嘩私 すること叶 で

きるb寸 布巾ち ､壌6.1屈 も3び亀6､2餌 からわか るJうに､

NDCのモデ ′Llも ､N叫の鯛/i晩も･Jび 限定 与 の 0相 を晩 <と､

N叫 と尽く 拝廿 WJをL7 し､るo Lも林､,て NTHの県 鳥 の (6142)亘

に対 して .NDcの輯食 f盲 テLケい二g'足盈Jl). LPI十血.LPb,iJ 7 -0

か伺う灯 尽く同じ寺鳩 Tt' NDC に苅 して も (6.3∫)武か､碍ち巾もU

6.3.ミ ヤコビ行gticl封息7 JLコ､L)γA

(6.3n式宣凧いると_ 壌∫葺3軒と阿嵐 lこ､(6､21)武で与乙ら

れるi7-3ビ455')は､適丸亀勧親呪勧糸ND｡′教導夜戦略 取 勧森 N訓

に印し次のようなア)Lコ､､リス､､4-r訂且 下 ること恥 ぐ､さるb

h7コビ符号'iql朝鹿7JLコ､､リスい∠‖

ヌラh,701'･ 遵丸 亀幼執敬勧粂ND〔(あるいは教導 両軸碑

粗釣糸 NェM)% 与えら巾 た和解射 千 [姓 (o),iL(0)′iH(O)ノ去(o),

uJ仙(0)コT で＼0≦tiT d'簡 iミュ ｣- Lヨニ 了もb

スラ.I/702 A. 随傭irNDC (あるい 枯 "N川 )一徳和 して叶 t
と1 も b EiiI
Ll)あ Ci(出 .2,-- ′n亡)1こ7 いて 夜 41初簡 各市 て､､NDC

′＼
(あ るし､LINIM)で 0まで <_-Tの冊 i ミ乙 L- 1ヨ こ1

極 (0--0(i-.I?･･.･JnC 佃 ) 恥 0､-シĈt

fLi(01-0(巨 ･･2,-･･ ML )

JTM(0)こ｡ (i=l.汁 - ,hM)

‡(01-C)′ 乱 (01-0
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(h) 名 Li(i-I,?,-一皿 )Lこついて次の初鞠凍ノ侍?.･符托(
あるい lコ̂N叫)モ C)iTiTの㈲ 1ミヱ 上 ニョ 二守 るb

/＼

CUT,き(Q)=D L 打 , 2 ･ - - Jn( )

Ld-吊 ,- ,nL庸 L). 句0---it;
′■

二Q)二〇 局 -i.?,一一･,MMI

o)こC),a)帆(0)=0

油 谷MA(i-吊 ,-- ノn吊 と馬 食 (臣 L?,一一､,甑 圧 つ′＼
いてはの初 朝食 得てI.RD｡(あ るい tlNコM)モ 0皇てSTの

圏ニミコ ｣- 1ヨ ニiるb

/＼

Vc.tQ)-0 日 =L2,- ･nc)

令L押 =D (i--1,,,- - ･nL)

(巨l･2′一一一,nM ;困 )

(o)ニ ーtM汀

倉(o)-0,G5…(o)-C)′ヽヽ_

o
‥
o

⊥
0

人
U

一 塊食年も

小) klてついて､ 強-I,Z (N叫 爪 璃 金 T3約 ･2-3･41/＼
として 珠の初的 冬作 て､､RD｡(あるい l盲 Nコhl七〇与で口

Ql鳳 i_ミ乙 L 一 三 ヨ LiるJb

(bvハ
1.
<A

-1＼

ノく
lt

C再)二〇 車 し2---,n亡)

LJ(01=b (i-し2′ 一一 ,hL)

0こ.1日引■nu
∧U′し､■-･lM

(Jl=t.2,--ノ町1)
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芸(0)ニー雄上郷
J'uub)-C)

亡～
Tは
IL
H
1
苅
e叫61'<

ZJ
0

0

土
人U

･
一

打

ソ

鯛GJ
,

へ . ′､

(V) T lこ 7 hて､ NDC (ふ る い ra N m ) を 丘 か初常 食 何 て､､

D <l ST の 職 工 ミ 之｣一三 Taこするu

/＼
utd-(01=C) (a=は ---い〔)
バ＼

叫 (0)ニ0(i-1･2--､-n｣)

言hi(ら) こD(3-､,い ･-nn)

芸 (い -O′a叫(0)-yT

7号いノ753t. ス亨り 7D2の緑風を恥 ､て茨ql互い )ヤコビ

r7!'Jを11愚i るQ

F'(差-こ

こ ｣ 卜1

QLc(T)(-Sis /ゝ ↑口 〃汀 G5叫什汀 ヽnCnL貫 け2農1

一山T)L -AMぐT)n 一丸(T)』

ûi(T)C -L̂L(T)瑚 -録)M -?lh)L 乱冊

DcLT)C 命 )L -静 )噂 -rhーLrヽ..′ ～ uĵ山)了

GcO-)亡 -1LT)L -2l(T)M -T(Tー～L-SL3a叫mJ

134



~ 一 一 一 一 パ6AE))

(6､46拭 r:むし､て､ C に 閣下 も 集17い口､ソ7和 音スー7日702-(i)

の各里巷凧いて､ 昔T=困猿 に｣′M ,L～ , 丁 に 職 て る布 もそれ

で叫 スラり 702-(ii), ス 千･リ7Q2-(;tttt).7 う ､リ702-(lv),スラ

､リ702-(V)の患具 を凧いて計旦され る｡

6.4 汎岡見鞄帝析70にIr71IラムANASP-PC,ANASp-=rl
の耽専

?巾 音で､の嶺 論 iEとlこして ､ 適乳亀勧鞠略如糸Ul汎同私鞄

簡嵐缶7叩 ケ､ラム ANASp-DCも､Jt/､簡 単噂勧鞄耶軌条 の汎

冊定拘解嵐血7O口7､､ラム ANASP-TMを簡乳 した b これ らの

70口7､､ラムは象∫畳て､､且へ､たサ イJl入ア回路 の汎刑定職簡 旦臥

7qロケ､ラムANAsPの私見森として作 武 する ことか て､＼きる｡

盲た､76口7､､ラム ANAip-DCJANASP-1Mに伯､ら.3.3て､､

耳へ､左¶ コビ待列 の酎旦 7 JLコ､､リT,ム 1てお口る もとの糸 とその

晩伴糸のそれ で1巾 1風現 寸､､っの こミ コ L- L ヨ こ のたれ Jて. 撮

3阜て､､輪ヒ1=々7､､ロー 私 に基｢､く虚礼 電勧 聴取勧 東和 Sび親軽

電勧観取幼 名＼の汎持しミュ L- 1ヨニ 70口?"ラA NtTCAp-DC

も古び､N盲T(AP一Trl 窄､それで､れ サ7､､)L-ヰ 二 として怨み こき

巾 てわ ') ､ そqlた め綿噂 .=効 率 の良い7O口7､､ラムと 7:3っているb

70ロ7､＼ラム ql敵昭 を宵6､rTAに希7､ TALて市す 3うに太 7uTj7､､

ラム は､ 簸 S亀で宜 へ･た TTイ･7スケ回路 の汎冊 見向的 最良｢叩

7､ラム ANAiPと臥し､鵜 島 盲 してわ lト 入刀魚 ′前知 碑吸 .

ニ ェー トこ亀の敏 t)逢 し前鼻孔 よl)嬢取モ机 も｡ 以下 jこ､ AN

ASPと Ol凋 漣点､七ヤ ーヾ に そ41渦度 を嵐鴨するb

(1) 入刀 母 で＼の吊 1デ ー タ としてtl. 屯範糸 ql急患言 Ql薄紅

璃乱 と伴ラ *- 9､電朝碑 とその簡希 Q,)やラメー タ､何期 T ,

15ゞ



簡6.rT懐 ANASPDC吊 ひ､AN八SPTM ol泳h頂

射 ')ス7Thの ト1伊 摘観 ､初鞘値の取乱値 夢 ,ニニー ト二

島の収束 刊 良基確 となどで､､ 入刀M/武7-1と､･は ANAs ㍗ ～同

じて＼､あ るC また､ 直 配 卑勧観取勧糸 のANASp-DClつ界魚

巻線 の薄紅 ,lS乳 を蒋見守 るだ けで､､促も､V'励鹿 方式 (他和式,

蓮見式,分包弐)の糸を闇リ報 うことか 7･､さ､ さ らJ=葡垂乳

勧恥条のANA Sp-エMol埼冶lユ､その風定言巻線の各線 tl

A,Y ql両帝が 斬 り 揮 え5,

(2) 前処 理段 で､lま.壷乱 闘 か横取勧粂 NDCも､Jひ暦象鞄的襖

範勧灸 Nm Ol簡気糸の部分の 巻本寸 ッ ト七､･,ト布引､】L- 7Q

13も



矯列を作乾 しウア ロー 行机言凍程 寸 もD 了の 風 気 糸 の勺7､､ロ

ーは､後 に滋へ､ろ 言う lこ . もと の 名＼と喚碑 名＼筑息 に 剛 1も て

と打て､､さ､ て01頗鴨で､-良作叔寸るた､口で 古い Q

(3) ニユー トニ息ql錆､l返 し針亀背て＼､､ tJとQl粂O, NDC ある

い13Nェトtの-関 田の iミコ L- i gニ r右 前処 理 額で 棟木 さ

れ た 風気糸 の つ7"ロー に､固断 碑 ､回私選釣 糸の 97いロー を

何和 し食体 の97､､｡一 五構祝 して喪巧̂され るa また.髄イ牛木
′ヽ <
NDcあるい は N,hdlウ7､､ロー 13枚の篠 lてして塙布丁叫 るっ 筒｡｡

へ
もろい r3NlM の風気糸の朝命J盲､飽倖 糸の定あ れらわか もよ

うlて､もとの糸のN叱 あるい1ユN廿1の屯気 糸の 今｢いローをそ/＼
の吉i傭同寸る ことか て､､さも｡ した朴 ってND〔のせ体､ql97､､

Tj-Ja荊町規 模 で､得 ちシ1た風も糸 の?7､､rj一 に直丸亀勧碑石

よひ､回転 壁釦 もol亀作 即 呈､うT3巾 ち (6.2う)～ (6､2r)武 と

(3､2)lTて､､与え ら巾る領分 公武を取いて観取化 して 垂正 でtl

る了とlこより満水 て､'さるb まt:.策刊の仝侭 の?7､､ロー は､

阿最lこ亀東 条の97､､ロー に ､勧尊敬的 鞠 も主び 同取 整釣糸の

離 管 性 ､寸TJ-わ ち､(6､2Ⅵ (6.21ト (6.3日 武 を 恥 積分'lt武

宣凧いて漆取化 Lて塵且で tlる?とに Jつ森村でさる ｡

(4) 乳勧 穐 7,Lよび個 取 運勧 薮の随伴 掛 i拝､もとの糸の複軌 を

Iやラメー タ とLて食 んで､いるb Lたが､,て､ もとの糸N DC,

あ5い lュ NIMの i同報の 1ミュ L-エコニ過各 にあいて､ 恥

奪う哀歓 の解邪､ie_風 してあ州 ､ 師 糸 FSDCあるし､13合叫 の

今7､､ロ- 1つ てqttっモ代 Lすることに よ1)得 ち叫 るb

(3) も I=iiJtj;iうJて､¶ コビ領有吊 ユ回針且 7 るたれ 直

流鬼釦 碑取軌条で＼r3(肘3)亙 ノ また務卑 簡餌構風軸も て"T3､′ヽ

(n†S)回 ､異7い た 初邪値で､唾香奈 F:lDC,NェM をそれ で､れ1

博聞弓す､っ Lミて L-∑ヨこ し7JTnれ1で匂ち々し､b とこ うか ､

簡ど車T･論 じた ANASPql馬食 と同夜 , 題頒 粂 olミート､Jで

J37



クー二は もとの糸のユ取常 のミ ー ト､IYQ9-ニ よT)級 か られ る

のて､'. それでt机 の初闇 値 に 肴 し､ 愚作 糸T3下へ てミー トハ0勺へ
一二小雪 し＼1勺し1:-_打 って 各部宜ステ､.ノ7bLこみいて､NDC_臥

EiZI

掃射 甘 (ni3)個 ,N叫 Ql環Jera(n十S)個 の筒 へ､7日 Lも冊も

しても､く と､ 今｢､.t卜 ra同 じLU分簡W,/を 冊い ､ 前 進､碓且

代入のみ 穂.)遷 して無 口が い ､～と lこね る, L7=かっ7非鞄

に訂漫時矧の 気絶 か‖ユか れ も､

6言 数値前塵17.i
て～で＼T3､ 簡乾 した7Qロ7､､ラム ANA∫P-PCも､古び ANAS

p-IMせ掃いて ､葡々の しスラムに印 し敬億 零線 Lt鳥取寺も

寸bイ官凧 した計風格 持､ こft舌7:uのを と凧蔑 ､ NtAeJIC川 で､

号の i漁嵐 に専寸 も喝取 持的 slS〃Sて＼＼ある b

Gふ 1 70ログ＼ラA ANASp-DCql数億東根利

胤 食諌奪取温和 軌他初茸轟丸亀幼碑も

通風噂朝礁耽釣糸の伊比 Lて盲す､､ 射 .寄附 て禾 寸 占う'1

整敢為･取勧 の他 方が＼南風常軌熱 とと･)あrTもB これ T3葡3竜

E一雨の倒愚 2 と 凧じtものて-､そこて､.rl重 液狂 態 の iミぞ L-

こミニ諌形,と東 した 恥 ､ そ れてよ る と 良鞄 に屯 も 音で､非鞄 仁

時限町 で､可､る こと町 わか＼るb 良鞄状 亀 を束､01奄た れ に ､ここ

で困乳 Lた 70□7"ラム ANABp-DC をRい＼て､ニ ュー ト

二法を盛岡 Lた範具 を亮Tb 凧酎 1取徴 ち亀羅 i久と 回を 取旦

良 叫 F'良鞠 疾風 への収気の格言も 希 し た もので､､わすれ､

敬 7う､リ 7bdlニ コ ー トニ 蕗dl繰 -)通 しで､定樽 に& す る こ とか

わオ､る｡ 7337㌧ て こで 初珊個の電軋確 J言下へて晦 とした ｡ま

た.回す､ S.tM吊q右 bvtともこし7=屯線 r3､比取 のたれ 同じ初執

伯オ＼ら ミミそ し-∑ヨこした境3章 古称 dl刺顕 2.の賂叉 と7Q

13旨



El-179･6sin(120Tt'T/6)V ,E2=179･6sin(120Tt-T/2)V
E3=179･6sin(120Tt-7¶/6)V,Rl=R2-R3=0･la,α-76degree

:-:0㌔6?喜5Hn,i -R.霊 ;誌 鷺 器 荒 HNm,8:...

a

笥6､ざ鼠 合碑整乱温和軸他励武重乳両軸碑丸

0 2 4 6 8 10
Steps

0 2 4 6 8 10
Steps

袈6､9哩 l屯格言電丸La.と旬払魯亜丸恥 の良錦が私 へ
の収泉41構音
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lltt.f
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r- lt.4
-1■●0
-1t-40.● 暮.■ 1●.0 1■.0 71?.A Zl.A l●.● Il.I

TIME(MILLIS亡C】

電気 トルク Te

lAN

電頼子電流 ia

4.● 暮･■ I4.4 1暮.O I+.Ot■.01■.● 廿.●

TIME【MILLJSEC】

回転角速度 hh

犠打 D且 金線亀私温取新座初 耳 直丸 奄勧粍糸 の碑 Q)

艮鞄破W,)

口- トしたもqlで､新患の l stfPrll利鞘 oll ミ乙 L- 1ヨ

二 に祖蛍 してい る｡ 簸 6.10蘭r=二コー トIJ 急 によ り碍 ら巾 た

初期値i冊 hて iミ之 L- 1ヨこ しT-_2臥凧 の監斡聴W,卓も

寸も こ巾 よ リ ､ 滑 液 JTr亀で･)ユ 簡格 言 剛 紅T3垂札 で､あう都､､良

鞄 状亀､で は 不亜艶に Tjるこ とか 観取 つれる,
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El=537･4sin(120Tt)V,E2=537･4sl'n(120Tt-2¶/3)V
E3:537･4sin(120Ttl4¶/3)V･Rl=R2=R3=0･lS2 ,α-60degree

Ra=0･ln･Rf=2･Oi?･La=5･5mH,Lf=0･llH･JLL･1=24mH

J=l･752Kgm2,6=0･̂=1,TL=27･7Nm

/魂(.11風 食敢整丸温取勧直も斗鳥丸両的穐灸

風塵呈 色浪漫赴温乾軌通巻武直丸 亀勧穐東

嶺6LH風に射 夜襲Tも温取勧 o)直長句 直絶海勧徴 表呈示1.

良輔JW簸て* 八もためt=､凧臥 した7b口7､､ラ4 ANASアー

T)C を凧いて ニ コ - トこ鼓 で魚冊 し長粒叉と 壌 6､t2TAkミミ

ュL-1ヨ二 と比敢 して東7℃勘TArS句碑言笹乳 L久 ～回転

向直良叫 のR_鞄状態 への 収東 の 養言を 奇 して い 5Q 呑み ､

初期値の髄良値 Ji寸でて喪 とした ., こQl勅に あl＼ても､ ニュ

ートこ良kiる亡非 鞄に直かr=私鞄に丸 するの才､･わか もQ 一

骨､iミ? LJ lヨニ私 の納 Jtト こql査 ra歯鳳7Rt絶両 t

酎こ長 く､ ミミa L一 三ヨこ鼓でIL3 良噂 打 態 も碍 5のか､鞭

鞄に圏範 で 51も?とか風乾さす1もu 葡 6烏 l鼠に ､ニェ ー ト二

島lてJ I)得 ち竹7t初耶 値 よ､). 之間取 iミI L- iaL Lた

∑ミュ L-i-ヨこ線形呈示てO こili リ､こCl糸Ta良侍ぼ敵

にも･いてt電和 苛取乱か凄絶 て､ある7とか 観取で巾 もb

l4J



0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

葡る､12匡l 確株 了 簡丸 上恥とtB取 取壊 良 u).. gl免職

)だ亀へ 叫派 の構与
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電機子電圧 Va

L4.d II.A Z■.0 21J
TIHEtMlLLISee)

電気 トルク Te

暮●.● 暮t.A

犠打 3飽 食硬尊乱麓取勧奉養耳直れ 電勧礁粂C)各節
の毘鞄 滑W/

亀乱i Jh ､吊 tb救助Q,屯も弐直丸亀勧構

額6､14馴 こう日 ソ JtDlて よ っ て敬軌 1≠ る 直鼻 取直丸簡御輿

の側を気 寸 . ～の例 11笥3阜 ゞ軒qlJF'J碑 1 と同 じもの て､､あ 50

良鞄状 亀を有れ 5七 八､- ユー しこ私も 永岡 LT=絶息 を 1-ミ

ユい 1-3こ と比薮 して鵠 6.IE臥 二束T b て こで. 初鞠 個へ

商定価 塙､ 笥3葺 F帝 相 順 1 と凧 し･とし.音た ST… ＼qTモoh

と乱 した 旬線 Tl､同付偶 の私見も7Qt]リ トLf=もので､あるU

額 6.も Ig r=こ コー トニ 良 に JIJ布 ち 417k初珊 櫓 を 冊L､71ミ

｡L- -1 ヨ ー/ した患尊 oIZ凧鞘ol定商押野J/モ市1 b
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El=240V,Cl=10pF,Ll=2mH･Ra=7･56n
L=55mH ,Lf=l･lH･M=0･234H･J=0･136a

6=0･TL=BumNm ･B=0･273･duty=0･8

igR:;lli≡rn

射 ､14回 43り尺取勧 達連戦轟赴奄勧穐糸

0 2 4 6 8 Steps O 2 4 6 8 Steps

射 ､LS慢 鞄稚純 丸L" 回取色艶良Lu叫 の足鞄 甘亀.への

Il代 へ格言
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烏 爾 I L I L

El=179･6sin(120Tt'T/6)V,E2-179･6sin(120Tt-¶/2)V

E3-179･6sin(120Tt-7¶/6)V,Rl=R2-R3=0･la,α=76degree

JR霊 ≡ ≡g器 : ,;-[?; L6:: .: HNこLf=15日'M-0●268日

a

項目｢昼 食政敵丸温取勧碑 か鼻式阜一巻一哉
遠耗 奄勧 杓も

也 塾生 射 取電乱暴 釈 助骨鼻 も 直も 簡酌穐充

分巻式 直丸 卑勧 横 森の仇 として､簡い｢亀 に 売 吊 うT3座

視聾凧濃艶も r=よる もの を寄り､､50 こh R､壌3竜 S前の13･i

硯3と同じ､千､ある｡ /'i鞄岡 で弄れ るた れ .こて で周 乱 した 70

ロ7､､ラム モ冊＼､て こ コ - トニ缶 を凪 同し矢島畢t簸6､l営団F:

責了o Tの 尽 r3､二 コー トニ 謹､とこ 三三 L一 三 ヨ二 見 Ql定年

帝も得 Sた め の育卑 時間 そ比取 する7tれ Jて 討 箆 の 名 7ラ､ソ

70に3'tr75足熱伯 か＼ちql相 対鞍鼻と封嵐 し､ 領村議 差 と訂尊

命矧 の風 食 とこ コ- ト二乱 ､ミ ミTi L一 三Iaニ亀 子九 号､､ilT=

ついて図示 したもの 7トあも､ 葡軸rl引葡喝矧､ 絶軸 tl相可簡

貴下討取 日盈7-泉h L7=もので､相TT言尊皇Tl､射 ､叫 rn 何

r4ら 斬 陀 ㊧



銅も4日文武 よ､)訂適 した｡

盲卜rOト -
11裏 - t Ll

ilFll
,lL･L巨 i l JJLA ('Al)

で :免職億
′ヽー

これJ･)､ こてで､凧乾 した78｡7､､ラム 竜熟し､ると ､斬 卑雨風

ヒかい ても椎 科に勧 車長 く見向帝 邪.得ちれるご とか hからo

萄6.月回に ニ コー ト二島仁37 て得 ちかも 初 初 値 で冊 t､て ､

2凧簡 ニ ミミ L一 三ヨこ して待 ちnた良恥 骨W,と､凧じ長竹

で､曳験 して 碍 ち巾た食味諏取と比戦 して 希了b卯〕 てい .)

名こ01各部 の 動 作 恥 尽隻 に i モモ L-iヨ ニーで叫てい る了と外

観展でわ ､ ごてて､､冊乳 L7t万象rajt鞄 に膏 R吊壬も いも qlて､､31

3と希えち叫もD

Error

1

1 0-1

10-2

10-3

10-4

10-5

10-6

0 20 30 60 80 100 120

CPU-tlme(seconds)

鮎.18回 こ=一に 息 とミミtL-1ヨン 良 Q,足熱筒 も得 も叫
dl討 漁時下軌QllヒR
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儀6､20泡 ヌナJ＼＼回酪

C=0.22 UF

R=50.0 E3

これ育て､､希 し7ki ミIZ L - i ヨ ニ 諌苛4,ra取替 O,t h＼ サイ

リスタの フナ /†､回路 T3発展 でVlてい 巧 い勺 号こで ､ 銘 占･l｢†亀

の各 -nイ t)7 9r:､ 親 ら､2b鳳に亮す さうな 77-ド TA騒､モ仰向

Lt卑食1 考 え る｡ 壌 6.tq回 とFt篠 へ 寺嶋 に 古, て待 ち 叫 7=

スTlヾ 回 鞄七 考慮 した帝41敵取締の i ミI L- 1 3 二 郎 律

喪､根源苛',,ヒiL乾 して 戦 く.Z/l楓に元 寸 b 壌6.21亀Ql無根 潤弔/,,i

り､A-qイ リス 9F:スナ ノで掛取 も巾 7njて る と､巾 恥 していも

い額も.tq鳳 へ馬食 ヒ比へ･､鞄鴇 盲の両足 燕弔うq)L0- 7 r=)†lL

ス耶･笠 い る -こと恥 観 象で い る. 昔と､ 7TJヾ回路 モ内 相 し7i

昂食 と何加 して い 巧い 弔Jb の-gイ ･)ス 9両 7itIL敢 下る と.

スTJ＼､t代 m L･k 鴨 島 ra､ 確 丸 め疎止 簡 科 に･ウ イIlス gr-負

の卑且が､かか＼も も と-､ 頂W/C1ひで31恥 観象 で叫もb L ミlL

一三ヨ二浪竹 tみ る と ､ こ 叫 ちの梨,/鴛も在官にi ミと L-ト

されてLlもdl叩 わか るo され ちの緯 尊 さ 1)､て こて"凧艶 Lた

70口7､､ラム Ja7T Jで風路ql顎釘 TJP聖像 の 各 d'剛 叶､敏郎T=

(}D
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北鞄r=葡カ 73号租 と7日 得 ると毛もち巾も｡

6.S.2 70ロケ､ラム ANASp-ユMgl敬値曳紙剤.

包塾旦 AC Lで､ユ L一夕取勧簡単屯勧穐取勧気

韻 6､2251に ACLギュ L- 9JIJ,て敢軌 でTlる紡尊 奄勧

軌条青竜 耳 D これrl喚8阜 g節の側頭4と 凧じ仇 て､､ある. 臥

梅冊 をギV,るた N'に ､ 本 70Tjrラム l二言 ､7ニ ェ ー トニ汲モあ

博 した強恩の 私鞄砿亀 へ q'岬史の様 iと こミ之 L-i ヨ ニ 息

と比薮 して 犠 6､23亀 r=示す ｡ ててて-初鞘 借の戦 史 倍 ･つ ､凧も

良dl丸 岡確 度 良i 与え､他TT巧べ､て領t L､禍 fT領 差 は側頭
4と勘捜､(6.ql)耳3､)前卑 しと Q て01頂 ‡･1葡尊 卑切換取

勧査 Iこも1､て もこコー トニ 汲 r=Iると往 時F:良く良鞄軒 r= 収

奪下 ること恥､hかる｡ 笥;.R沌 甘 T､二 どこ丁,俺 朝 とし て百二0

El=31lsin(100¶叫 /2)V,E2=311sin(lout-V/6)V

E3=3llsin(100Tt-5T/6)V,rl=r2=r3=0･la･α=100degree

:…喜子L.1;.nHI?Jr==::喜鵠 =20I,:≡…3,:-;.L誓 :07号…3N:

犠6L22尽 ACLr､lL一勺取勤務蓮痩勧穐糸

はユ



としも 草食 て"あ さか ､ すてい tLi:晴の 良鞄状亀 の 収束q)最

古を射 .2q風T=禿て. :の 県鳥 もニコ ー トニ軌 に 与も本rbロ

ケ＼ラムを穐 い ると埴帝 に丸 く 収奪するく とかわかる｡射 .2;

憶も.SV凍 6､2日割r:それモ-巾百二0 へ 馬食 と盲-O､l爪璃冶 の

之凧鞘 の直税碑形,盲禿て｡

鮎､2相 ニュ ー トこ臥

とiミI L- ilこゼ亘 10~2

の良鞠状亀､七符 号もdl

小針卑 時限 QliL晩

(訂=C))

10-3

10 - 4

10-5

10-6

0 100 200 300

CPU-tl㈹(seconds)

0 100 200 300

CPU-time(seconds)
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モーターの線電流 i

Lt70.4
コELl■●●.●CL::
ll●●.●

Il●●.0
Jl14.4
I174.4
1●○○.●

山9t
J

110̂

u l.■m

)4.4 IJ.0 71.4tI.11●.●It.●●●･■
TIME川LLLISee)

回転角速度 um

l一●

LLJO･t=⊃
⊂ヨ●.●B=
t⊃--●.I
-1●●
-1.1

モーターの相電圧 V

4.●暮.● 1●.● JJ.L 74.41暮.●1●.●1■.●lt.●
TIMEtMILLJSEC]

電気 トルク Te

如 ､2ど鳳 AC-Lで;L-?取勧紡亀岡切御 巳軌範の各印 Q,良軸 師'･'
(育三0)

モーターの蘇電流 1a

山

9日1
1E)A

-+ -T 三

_-I I :_-:-I- 1臣 -===

モーターの相電圧 Va

サイ リスタ電圧 vThl
T

?.o～.4Ir.dd･+ZL.●V.Ol■･● 44･L
TIMEひlrLU SEC】

電気 トルク Te

那 .26風 ACげtL一夕取勧紡率晦的根太Q,各も下滝 鞄 獅')(有功l)
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G.ら も寸ひ､

この克て､･l首､鞄気一鵜戦 工*JL千､-Ji藤 久 のこコ- トニ蕗に

音も臣取得析 息 1こつい7線じ＼､言た 簡 乾 した 与 良 に鼻 - い て作

東し長刀イI)ス9回略 言庵 も遺徳_屯勧熊取勧糸も古び歯車風軸

熱取新 森の札 凧良鞄陳製缶70T3ワ､､ラム dl札専 有並べ､tb ごてで､

Lコ､ 軒r7r 粗嘩エえ)L千､､一夜源泉 に対 し､徳丸 簡与回路で T4く

凧いti,す1て い もテし丁､このIR確 r=蔑｢､､く最良 解析亀 を華人 †も

カ且lて7､1て騒 し､､これ lて も とで ､l､77 コピソ-1号IJt釘 壌耳 るため

の 7)しっ､､リスいム モ瓦 し七 ｡ 寺た､戦備側 古l)､冊乱 しt70口71＼

ラム は沌鞠F=勧車が食く ､しかt汎印促 か､あ .).健勺へ%T且杓

頂何頭訂 V,f=恥 Q117､､JL-サ ン 丹 "膏 -iTとして傭 凧可能でや

ると考 え ち竹 る ｡

LSも



象7亀 サイリスタ回路njやラメータ麿夜
の部単鼓とその危珂

r目 指し､dlに

て小言での直で 臥 刀イ リスタ団絡みよひ､それを食 む亀気一

棟机ユキJLで 一夜換 糸を珂亀として ､汎冊,描かれ･)しかも高所

率も三ミZ L- 1ヨニ私も､古び良鴨状亀 の師析 患r=r llて冷し＼､

盲た ヤ巾 r=基 っ-いて雫篠 に博1乳 Lた乱冊 70ロ7､､ラム につ I-て止

へ､た｡ て41にJち と､圃乳 LT=7OTj7､､ラム 13 ､ Tl象 と†る三ス

テムの､イ号も r=与えられ たItOラメーワに珂 寸も過 痛 打3ひ､足熱

Iltt亀を貼 科 r=軸率長く食よ すもてと才tで さ､ 現 取れ ミス ラ∠､の

帝利7吊 ひ.間引のための為刀 Ti奇良 ヒ758 リ う うもの と考 え-L,づし

ろ｡ とこう耶､､ エステム を肇 々の 日的 L･=治っ て闇討1も甥､､i

ステムの 腔ラメータの娘 心13壕イeJ状､､701ミ スラ4 の和 与 , 沌

乾にと-のJうち梨 等と 与える巧､き裾前下 ること､i7=a巾 ち冊-7ノ

ー?に聞耳 5嵐良 を訂卑 することが､ L甘､しけ､)馳葛 とT3るO ま

た,ある研佃 ㈲軌 のもとで､､iスラムの Ir7メータモ革鹿盲冒訂

下る職級 Jてわいては､ その 節痛風香丈の 押-7メー タr=珊巧る一花

和男′二法船増 す香れ ち一玖 亀良,ニ沃最良 モ釘尊 寸る,Ⅶ電灯

宜し･も｡

そこて､､､ この車て､､指節的73月イ ー)ス ?恒1線 とTT象 とLて 唱絡

Tqの丹 ラメ-9 に簡 †る亀夜前嵐a J=7いて葡 卜 もた 学の新

風7jLコ､､･)ス'･4 号 示7b この言う73脚線 に珂 し､笹子同格 にお

いて口､碑 クの解析乱か畏集い 17いもが rSlt'31TZql勺 イリス9

回絡 ヒつ1､て伯 各畑 に この5うな間親 を載った節 免T3 音モーT3

とLとーろ い ようで､あ らb

lイ リズ7回賂lこわい7 13､笥k㌢oIFi帝 )打馳 r;あI15即 呈

恥間藤 r=で斬 る マとが 99いので､､こてで･信､17ィ ､)ス フlfl降の

LSl



定範状態に¶ して前厄軒数を一機町 こ諏良し .この 間偲 執事の

回路丹 ラj-J7に圃司も展最を訂漫耳も奇縁 と熟 す､も､ ¥の七

め と､勺 付 )ス タ回路 に犠 5号て＼.盛大 し7=爪と凧猿の 簡蒋風路

モ漫人 し､ でか さ射 冊して最良を訂卑するオ玖 モ風 気 しそ∧了

)LT')7､､4モネ耳Q こす=て与ると､ 1 イ l)ス9匡俺 の良和求臥

7.0'丹-7メー勺鹿 薄13. もとのウイ.)て?同格 とその儀や風格

olu tモ､､巾 ql良和渡部/宣産れ るこい て占､)即席 で さることか1私

で刊 ､ Lた オヾ っ て ､ て こて‥碇隻句5号 鼓は. 簸S華て､儀 いたり

イリス 9回隆 の 汎同定鞄 腎R宣下口丁､ラ4 号寸､順 することJこよ

り鬼号r=射乳す る ことか てtlき る.

この奉で T3､書写､7､2で 圃熟の良武化 モ か こ'JL､､ 口､うで､

｢イ')ス 今 回降 に感作風路t導入 し､ これ を利冊してi)イリス

ク軒格の定鞄 収監 l=わ71る良房と即席 司る着払 あ･許 ひ､'その7ル

コ､吊､'4号も下 b 音た､ 71 て､､尽 ､ここて､､論 じた愚蔑訂 卑私 を

利鞘して 作東 し7=､ ニェ ー ト二島町古び 肯 大傾斜 路ト3るJで-7

メーワ骨永イL70に⊃7､ラムで､ 77イリズ7回除 の げ-7‥ 9同定

吊 ひ周 W,/ひす､み骨小化戦線 ド長冊した利 を示す 一

口､2 間藤 ql記述_
この亀で､苅 象 とてる iスラム l言残;

車 と凧し､犠 7.1楓 に市†i う73､私

立海且泳E ′ 絶息取乱聴丁 . 砲丸R′

コニラ､､二刀 C,イニケ●79｣,,6億 イ

ニ9､､7ウM ヒ取77同年重体 秦言のilィ

I)79Th, ダ､イ才一 卜D , 漁利スィ､ソ

ヰSut鳥 もつイ l)ス?回路 とし､これ

をNとす る｡ こ こで ′ R/CノL′ M Q 寸

べて酎 畑 P臥不卑毒言とし､ Nに食 i 射 凋 岬 )ス姻沿N

IS8



わもR ′ C ′ L ′rlの偲 戦をそれでれ nR,n｡,nL,nM,寺 7t各

イニ?L､つタ ニ ス行 机Hl(i-l,2,---′nMは YYl叫 … HIQ日1-T亨一汗 寸

も ｡ 1 ちlこ､境E豆 と同横 ,ilイりス7回路 N Jl凧親 TQl風間

無をもち､その 凧鞠 は乳知T､あると夜反 す る ｡

さて､Tlイ リスや 且施Nを嶺 の々盲目マlこ絹 ,て 帝 桁 .言賢訂 す

る駁 回路内の 一旦 のltQラメー ?I(Pこ(p.IP1,--RF圧 印 する回

路血刀の最 良モ京風 する噛専 畦かしば しば､生 卜う｡こ!て､､r3､

偶に頂の Jうち冊轟を考 え る｡ い盲､¶ イ ‥ス タ 回路 Nの 在日

する亀戸午の鞄圧 ､取離

簡 7.之団 (こ希寸 jうに､

射てヒ')お し こ れもNの

缶77とし＼ それ rh ､転

(柚 .2･-1l Jnv) ,Loh(
瑞 =I,2ノ 一･一ノnT)とするO
等七､一柄 に TTイり 79

回鼠 の額針 に かいてTl､

撒布',/のひず､31尊 T,リ､リ70

)｣率 LてJ+もれ ろ よ うlて､

帝E=その定常 水 魚､の帝位

二 vo l

+ ∨
- oZ

二vok

十
∨

一 onv

酎 2厚l Nの私7T鞄 圧 rVD七

郎 ひl息か 取乱Lc良

恥凧題 とな る了 との､句 い

dlで､回路NQl私71取 7i

帝形 VoLRH (6-I,2,- ･,nv ) も､古び息 力取 乱 翻 日 oA(L) 伐 =t,

2,-~ーノhllの定 鞄 正弘 もそれ でれ 吠(･)(鮒 ･2,---′n7), l芸&(I)

(セミL.2.-･･.nエ)とする. この 時､¶ イ ーlスク風路 の 息 ブト机､､乳

輪水魅 にわ いてある B棟 証取 l-JJるJう に風路 JtQラ/- クモ臥

1R下 ろ とい う 間娘 i毛 も.耽 dlJう に 丹 -7ズー? の食 鹿化凧簡

ヒして良乳 化す るD い音､TTイ リスウ 風路 NdlR鞄甘 亀て-のB

聴証取とそれ で､れ 1恥 (～)く梱 ･2･-I-,Mい ,も い くセこJ･2.---Ml)

lSl



とし､穴の ようJi萌･低 風教コ を重大す るも

丁 (P〕-芸杭 中 一触 ,zh 十時 柑 dt
- I - - (7.J)

い て､､悔 し食-し2.--I,町 )も､古びtWTも(負-112､ - - ,hェ1 L}号叫で

机や3i伶鞍で､あ る｡ この時､ 採れ篠71)やラ メ ー 勺食息化喝舜1

考えも｡

い 0-7ズ ー 7番泡化問題1

(7･1)戦ぐ与えらサーう卸Ipn開戦J(p11号′1､と1ら JV'ラメー

勺F . 1 T3かちr̂卑t満足†もP ネを罷反すSo

J(pヾ)=叫1い丁(p)f (TT.?)

~種 に､ こ の ‡う 78簡魂 特､簡祈的に帝 (のか(3tL と･､離 旺て､･

机 た め､葡 轟ITJFモ奉れ る畏れ ､あ るPか ち虹 乳 して J(P)か

雪阻 'J略 ､)大 き く満少下るJうド アを碕 正 して いく とhう方乳

か とら叫 も勺 し夫 ＼々Iフて 回路 内の-塵 の 岬ラメー?pt(肘 ･?I

一一両 )の射 bが評価冊 数 lて も､いT.1%J)雪 と知 もことやヾ鵜帝 ヒモ

零とな る b 寸TJわち 押ラメ - 9pA (圭 l.?I--･/hp) 一二簡下る

丁(P)の最良主計亙す る こ とか書的 となる . 寺 た. こQl押ラメ

ー今の碕正 のオ象 として ▲ て巾盲でに帝人 傾斜 坑.ニコートン

息tJと､嶺々の最盛化 7JLコ､-)千､4か＼周 臥 され てあ り､こ叫 -L,t

向いて葡 通解 をギあ る こ とか 可亀であ る耶､､ この とう. )や-7メ

ー タ射 こ圃 す る宙 低 風教Q'-沃叙 分 相/ap九 (一課恵薄と時計 1

本 古び､ニ托徴頒 32‰ pl (-採取最 と船 ､)Tie.拍 旦 1 る噂
か等 し.る｡

l̀0



以 下､ この葺T は (7､日 武 て､与え られ る言う73刀イ リフタ回

路 の良剛 r亀 L=簡寸る訴偲 風紋 ¢‖邑酪内爪 押-7メーJyに簡1る

一花魅良和古び､二派亀良を朝 昼すう奇縁ヒ7いて愚論iるQli

も､こ こ7"rl回路 押 -7メー9として､刀イ7)スタ風路 N の私乱

コニデ二T),イこす 今9.絡倫 イニダ＼ワ901泰子値 TT言わちR,

CノLノMを考 え ､こil)て亨Tl も (rtl)A の帝偲 間枚の展篠即席

弘之竜帝､す る｡

7.3 薩倖回路を刺冊 したJでラメータ最良の封卑良

さ～で､T3､ 値イ牛Ei略 も争t博 して ､ ¶イリス9盲l熟 れJIOラ/一

夕R , CJLノ MJて印iる(｢ .順 ぐ､与えられ も常他職杖 の魅馬

を引換する奇氏 を騒倫寸もQ このた01. 音で 1､人下の議編 もしヤ

すく寸もたU7､-1イリス9恒l除Nも夜 のように苛さか えるこ～

にする｡ い音､ 壕.7､2鼠 に荒すIT)イリ ス7同格 的 Lこ対 し､号の

出力電圧 uah(*=t.?.-I,nT)の臓 言 に ､¥の取乱値が値等的

に尋の取乱漁丁施(i-l一2,--･･nV) を夜憩潮 lて11和 し､ 舌7=出●

場 私 人Qt(食-1･2J - - ,帰 .て対 し､その後路 を柵 で 枇切申

し＼そ こに 号の両足塵か檀雪印 に厚て､●あるJうち 噂R根Ept(
強三r,2,-- , nユ)を

東取的lて絹 人した風

路をもも う , 773れ

ち､執 7･3剛 こ充て

よう1こ､執 ｢､2風の

uoq(甘:l･2---nマ)ち

奄丸漁のポー トTPR
(叉ミL,2,-･,nv ) 音た
●
人ob(納 ･2 . ･ 一 一･nl)モ

噂瓦漁 oJ.0- トEpA 師 現 幣 短 音謡 哲 郎 恥 川 口

Iらl



(五二L,2,--,nI)で昔ちい え もo kだ＼し､

J粗 t･ LTFR(+) =0 (R=L2′--JnT)

tpt : Uモpl(†一 三 0 (も=L2･ 一･ ,nil

(T7､3)

(7､4)

モ観た寸Q をあ､.射 ､3鋸 3観iあで すくす 5t=わ 奄乱丁恥(叉

-l･2, - I,nv)､風圧聴 Ept(臣 l､2･ - 川ユ)一号的rLれ 1侭 の 彼

の卑諌周 Jp,和 親tFで 代表さ亡て禾 LT= . このよう奄琶 さかえ

/てtって 得 られ た領,7､3鳳 Iこ泉下且路 は tて1bて､､化恵に 与えら

れ7:=和胡 冬作 Iて対 し､ t>_t｡の掛取 のふるまいか､同い初朝食代

を与えたも との iTイ リス9 匡風 と凧し＼というも味 で､､集rT､l夙

に詠す17イ ー)ス9匝l賂 Nと雪億1で､ある｡ L7TTか って戦 ｢､3厄日二

元寸 回路i お ちた81てNとLIL̂牧 こ十日てよって親輪 で廼31るu

また萄7.3怪=て示すiT/Iリス ク回路に巷7､､いて (7､l)武で 与えち

叫 も萌 厄簡枚 をr̂のIうに青さ〃＼えて和 くC

柚 ぐ,L- 篭串 (軒 か " !dt

十喜宮 哩軒 ibM),tat (715)

ここで､10:0 とLT:れ 回路 か時簡 不夜で･ある4,千. これ lて3
って議論の一柳 壬 が 隻 TJわれるこ とqTaい一

｣･人工 の ようも準備 のも とてい､次にJIQラメータR,ぐ , L,M l二

間する (7.i)斗て､･表わモ巾 も箭 低簡敏 の最良 と 施偉風路互や偶 し

て'bi葡下ろ青魚 そ責 了｡ 千の tdllてまず､､ もとqlサイ リスタ巨l

鞄に対 し､壌言責 で､噂 入 Lた olと凧最 の随蒋 風路 も尊入 し･良

良引見の基本式 等尊 く｡

Lは



7､3､1 趨件風路と亀良計鞄の基本べ

対敬とするi)イリスタ 風路 Nに冒 し.庵棉 酎施与定義するT;

めに､ます 花の伐R_宣置 く｡

[像毘ユ ｢イ17ス乍風路Nn.JtOラメータR , i , ｣,Mの

徴'JJa奄化 によ , て その 私鞠状 態のモー ド押 [1-ニ朴､射 Lt

す､号たミー ト､爪印tl碑巾 ･)時紬 I Iやラ メ- タの盛観 鞄観て､

あ5,

この顔監 lユ現有して い る旬くq)11リス や風路につ Ilて疎息

していも色艶7豆伐足 て＼･あると考え られ ､これ に鼻1､･いて1711)

7勺El騒 Nに印 する蔭イ‡取除 r3歳 の ように良和 で叫もO

t取付回路 の良も1
′＼

7rイリスタ回恥Nlて印しほの射千を熊取ITる簡略 NをNol

晩巧回路 というb

こい 風路NとRlユ同じ トT.o口ご -号令｢ ｡′＼
(2〕 回路 NQl各級 の恵子 は､Nに印 して 探れ よう に｢貫的ち巾

うつ

(2-1) ¶ イリス乍Th, す､イ1- ドD, 憩糾 スイいノうSwl=『
して Lコ､ 酎賂 Nの韓騒軸tで､QlそqlL5011L L77 1てFu､

じ＼て簡閲細 で--T-1 で､オ二･才フする漁剛 スイtL,うSW
と†る｡

(2-2) 聴晩R, コ二㌢ニ巾C.イニ91'79｣に対 して Ilそ

れで小 向 じ寺13位 をtJ7 R,C.L とし､盲た砲金 イニ

7､177M Jて印 して l甘払愚 で417=イニ ケ､7ウエス汽車IJMT

音もっ もdlと了 も .

(i-3) 聴 丑鞄圧政E,独五郎 潤 T JてfTしてrH 巾 で叫塩

川3



絡最､柵 章と下る｡

(叫 ) 魚 卵 勺にイ寸犯 した郡も町 吊 び頂 R漁 EpにilL7

1ユそれで 虹 恥 射 乳取TptL5圧漁EpとてるC た甘 し･

その取乱値 ､両足イか つ倒 しで､あると 11陀 ち13い｡

那 .4臥 ='Tイ リス7恒確 N とその亀作 回 路 1"M 各等､言をjlit.
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吊 v Tp｡取乱値 fT,(･)

Eph噂71イ垂Glp(･日 ユ後

Jて認め ち小 もoTJわ､.

義r7.5匝lて食 わ で 寸(5

-T7イリス タも路 Nlて珂

しその随伴風格 は観rT.

ど可r=舌下 よう1てTJもt,

J､人上UIJうに 良も L
EZI

駕7.亡抱 懐伴 風路 N
と隆仲良凪 を凧hてi)

イ')ス7恒路 の丹 ラメーウ艮良さ釘且 や 看た八の基本武官卑=

うo いき､77イ リスタ回路NのJやラ/-9R′ C , ｣,M盲そ

れモいれ 成,AC,iL,AMだ､17碍勧 して R十AR, C･4C,L･ALノM

十dMとLT;回鞄をN十｡NとすうbN̂の定義よ り . N と̂NTH Ql5Zl
UTPTjご一才ヾ＼卑 しいへで､NのR_噂状態､と N′ N十ANの紅常献

亀とN̂I=それ で､れ ラLナ､二の足頚 も轟熟すると一 丈の 閑俺叫i

得5こと恥､て､､さるQ

紙上fT,田中 十GT,(減 叫 dt

十症 旬 ,w tt四 十 V"t畔 紳 dt

ニ 乙t

十三丁

臣先("坤 tト ût(で)A阜 伸t

fbTl27如△斬 ,-GJ(Th;(t,]dt

十乙Th.D､Sto臣&̂}(て)Aか -̂us叫rT)△蘭 1dt

Iは



十五R
i∑亡

十三｣

拍 (T'Au;'tL V-F't湖 吊dt

拍 て)項 七十 恥 )dLct(I)つdt

押し(7-△函) - û (" d J'L'叫 札

･結【紬 A新 一乱 (i,d～L;(t,ldt

皇 JE十J)丁十 Jg叫 十uR十Jc十U L 十JM

(r7､い

ここてい T で T-tで ､ また ､史 は私鞄状敵t示 1｡

以下r=､ (｢,( )丸 の 右巴P,各 卸 =ついて積分 を射 笥TS｡屯

打 ｣＼人下の軒息lてむいて 0(ム之)以 上へ兎 J11へ､て'&略しているb

(l)串良百鬼盲の頂 Jt

苗場 もよ･)Gt(7-三〇, 音7摘 ちかLてd吠 (+)言D屯のて､･
Jて 二〇

か.絹うわ5b

(2)取払 聴Jの頚 JT
Gd定義 il)篤(T)三〇 . きた 滝 (i) 三〇 もので･

J)コ =0

か周T,巾5

(5)刀イリス9Th,グ＼イ才一 ドD′帝勘ス t̂ LL,j SWの項 Jsw

TTイ･)ス? 風路に円†る像 良と勧羊C1 路 ～Nの丸亀言.)､為

葺ゞ ql(S､電)武dl禽3頂 と凧亀 匡朝風耳もこと町 でさて､

購



Js〟=0

宣得5O

(4〕巻現Rgl 項 JR t _.I _､t ..^
uTR-RIい ､)､咽て｡RL芸十 緑 三､号たNの摘 ま､I

vTR-RfTR,3ので､ぴRTl紬 篠 に計乱すもこと朴で＼さもQ

へ

帰 結 師 ム頼 七)十R赤 川 R(T)4裾 dt

-射.TTR(T,LtR(i)dt･AR
L‡)コニデ二刀Cの項 び亡

同格Nあ､言ひ､･"Nのコ二千二11Cへ妄言酎 与S.)､dLl頭 d)

構lこ苅嵐するこ～机 で＼きるo

U｡ - 軒 綿叫 町 v̂c(申 紳 十梱 亜

二を山 東(i)W it("]Tb 十i沖 )糾 tx,dt

-i:̂uc(て唖 廟 dt一陣 璃vet(t,dtl

-!冊 "C(0,亜 )+｡恥 ム両 一旗鴫蜘 dt･&C]
/ヽ

こ丁で､､ AVcyJ抜 取砿 翫 ので､dUTc+(0)-△蠍 Tl､喜たNへ和

親唾とLて､ 良免状私モ与える如鯛個を選,5tlことにすうと･

Ĵu;(T)-令,C"(0うちのでL
56!

-cvTcLO〕△ucl(T)十 CVc(T)duet(o)

1'rl



--C領*(o)巧 くT)十CSct(T)△噂 (01

二〇

と㌔ ■上 げC,は稀局在の篠 1-JJもQ

JC-一往加瀬 )dt.AC

(ら)イニ9､､79Lの頂 LPL

回路 N日 伊､̂Nのイニケ､H Lの恵吉和 ‡日 .恥 lコ在

の様 に 計嵐 寸ること抑ていさる､

wL :SloTl紬 △L泉itL("･蝉 恒 距 応 )ldl

･描 fL伸 し泉伽 十L東湖 1d- 成 T,△瑚

IにLfL唖 糎 dt1

-号圧^̂L(T,紳 )d- ･iLrL(0由 一L恥 'JL(D,り

.t

こてで､ditLl沌 鞄採乳を与える融鞠値 ∠疋 (D)-△LJT),%T;

N̂o'和親 値 と して rt l鞠状態も 与iる初研儀も選るぐこ とに1も

と余L(0)-2I(T) ,川 で､､絡局U Ltl加 Jうヒ Tdも-

JL -持 紅 組 月 dl･止

Ln)飽食 イニ91､ク9円∧強,JM

N"再 欄 値 として､良飽水､亀 を与える棚 億 2'n(o)モ即 ､

こt ki もと､ イニケ､79 Lql強と同線r=id且7 5こと朴で､

Ib昏



予て ､JMlコ在外横になるQ

Jn -毛細て)△M頼 )舵
/＼

⊥､人工 の最に Nの和明値 として組 成絶ち与える緋射包1鑑(O),
LL*(0),ぶ(山 寺寒心て とに よtト (｢･もう町 L一次吊 u =音場liz
さ巾 も 七

臣 -1I,汁)哩 )十'v J･f(" ム糎 ユdt

=且R
十王
｣

十拍 御 崎)十和 4和 ]dt

二::-I/ ･:::- I--･:<一拍'-:I:--･-i_･:I:---･ここ

ri:(T,泉LtLL*,d恒 L･ 崇師 )△M紳 )dt

- - -(り斗)

∃た､ ¶イー)ス 今回路 Nの Tp.tprl等tlで一山､ 号の両丸 佃 かL琴

の取乱取 .噂足場 か､喪の両社 取で､､仰 ラメー タ 官′C′ L′M

碩 勤 と一言東風性的 で , △長 くt)≡D ,ム鴫 佃 …0て-あ S｡ し7=

マYtrて (71)a:1ユ下 -br=新車7 5ことか､T･さて穐 荷 . RQl簡俺町

恥待ち巾 も｡

一之す?抽 丁湖 中 ,dt ･射:和 一△壷 Jdt

結翫)糎 dt･AR一昔5簿 )*tAuIndt.dL

･持こ唖 tL",dt･dL+宅Ch%T(T)d鴫 紳 t (岬

Lb7



(7t摘 Ll刀イ リスタ風路 N町 巧 い 印 ,｣,C′ 円に確月 も

良恥 正亀にふLn も良良モS伐 てるT:3161巻本 と,冒 qで､､憶1'年

回的 RmTPあ､川 や のGp(I), 哩 )亨適当 に 八オ = て与i､.

'Nを魯 くこ と に I･)､ (7.3)耳 摘 いて尽複 と摘 耳 5こと町 で.

さる｡

r7.3.2 弓で転､良41討温良

ここて､､I1-､ (｢､言う式T､与えち巾 も餌低 賭し敗 dlふ風路 )lOラメー9

良)C,L.作 て 職寸も一花 亀駅〔1､8)斗iRlいて朝風 耳5寸も

ヒついて述べ､Jtol計旦7)L丁､･月 ､■ムでも 1 q ijィ .)久々回路 N

の 各 ItOラ メー タRノ Cノ L′円も ｡R/AC′△L′△RTtt､｢韻勤 し

T;再 の研 偲間取T ol一穴 Q)脊塞 きムコと1各 と ､可rj(7.ど)机

-)丘へJう にも もO

dTエ コ(R十AR′C→dCJい △L′M十△竹上 丁(官′(,LIM)

こ抽 岬)一正調 t 十号だ叫 (i)-加 dt

--一一一 一 (7.早

′＼
一号.犠 T7､∫且に示寸晩作性格Nの八万日文武のよう に 乱れも

__LI
こと に 1･G)0

↑セ

Ĵpも(千)≡J崎七(鴫k(†卜 uDA(i)) (i:'･2･--･JnV)

/＼七

悔 良(TlこrVlも(板 十1 - ôJl}) (鶴 (12ノ･-･ノHl)

(m O)

㈱ 武を (7.8)a:の左辺 へ代 入し､ (｢刊 も目し敢すらと､玖

J70
1酔和正@



の耳か得うれる｡

AT-抱擁 (I,dt･AR 一

･症矩)息轟刷･AL十

∑亡
乙M

矩(て,東面dt･AC

沖 洲怯紬 t

1---I-(7.Jll

(rTLJ= 斗 き､仁 た7StちたRQl最も閣僚耳 やヽ･碍ち机もO

良1
3Rd

ぶ璽

ac√

i1
3Lj

- 陣 ,軒 dt (a,=､-,I-一皿 , (ワ･.7､

-一掬 で献 (1,dt (古こし2･-一八 ､ LワI131

- 作 れ鳩 車 dt (恒 ト ル (ワ､･q)

乱 調 冊 t姉 dt 霊̀ ∴:qn'M.1 (岬

てこて叫､[M〕1,叫 T3マトリ7スrlへ(i.W日 馬も , 与た ti11 r}ぺ･

つトJL左仇笥止雫も 7､､815b 緑風 箭個簡心 ｢ の-穴底良l1 ､

簡71亡 国 lこも1砲件Iit碕=こ く7､JO沌 そ､＼与えう巾も人力 と与i上
〈

回路と鞄rT､も悟に市了ようJ=N.～すさと､ も とQlウイ･77 9

1包絡 N と匝作句除荷.痛 風 lT敵 もモ叫で叫曳臥 し､ (7.の～(｢､Jb-)

耳も凧 いて計卑 下 もことかで きも｡ し7t町 フてi7イ')入9観取

NQ,良鞄状亀 の徹夜か 1. もとoli)イリ ス 9厚＼降 と値件同格 012

つの向鯨ol私凧yTmJ,,乍有 れる い ､う操作 T､針葡1もことか､､でき､

=†lTl. 笥S畳で諭 し､た取■取得葡丸瓦盲凧い7見易に更汲寸も

こ'(肝で､きるO許簡冊手立ての一托良港のSi萄7 )しっ､､L)スいへをi

llJ



笥てる亀 一夜息序言I射 td'の随作風賂̂N､

とれ ると拝の環 にプきるO

ト 沢亀良Q)計風7 1L丁､リス､､ム1

スう､リ7や11. 勺イ l)ス9回鞄Nの臥鞄鞄i与える初期億

t賎しO),AL*(D)′品 (o)ユ モ卑&てるb

ス千lり7P2: 入ラ､リ7Qlてl､木肌と初二相億 よリNと1凧明 :_

ミュ L- iヨニ LNoll凧̀鴫の良熊酒即ちおれるQ

スラ h,703､t (7､IO)lTて､､与iち叫 も八カ とTl和 した敵仲回

路 'N､dl良鞄解 き与えう両難 tを (o),餌 ),̂Ll*n(O)1手鼻
弘1る｡

ス亨 .り 704: スラリ 703て-宣ulた初鞠億 il)式声 1凧鶴i
ノ＼

ミコ L- 13こ しNtQ＼1凧租 ql足希液wJ,五官81う .

スラいJ705't スラ-ノ762,スラtt,70401線製 を凧t､て(7.J之)

-('7､15)充 へ債分 を喪行し一穴最良盲iT適寸う｡

上記 ワJLコ､＼'77､Lムにあいて､ ステ"/7Oiも･さび 7う､ソ7勺3のサ

イ帰 7風路 Nと†の髄作 回路 Nlの良鞄附を与えも初期 伯Ql鼻

息 J丁､笥亡をて､､親し､た TTイ リス?取除 仇汎冊紅梅剛 句7O｡7､､ラ

l12



AANASPt凧いて繁簡て ら:と肝 て､､さる｡ きt:､ ス弓､リ7b
/＼

SQ)N､に的1も大功ri､スう ､リ702の鯖乳otNへ足鞄沌酌さ.上

(｢ .LO)式J;鈍って 与え 細 るO でちに良棉 風路 の私も31)'N､に

食も寸tも漁糾 えイ､､ノ今Swのす二･オフ lユ もと れ 回路 N(へ-Tlイリ

スウTh′ダ､イナ ードD, 憩剰スィ､りすSwへ良鞄状 態へ寸 こ･オ′＼
7 ､す7a 巾 1,7ラ-/7O2の韓尊さ､)決れ ち巾 も ｡ したが ,て N､
Ii初簡値 1こ科して縁取 と考え られ ものて". 7/7､ソ7030'良料簡

音与えも初簡 値 は1楓 の ニ ュ ー ト二島の補 正で漫凪寸 もことか′ヽ
て､予もb 毛も､. (｢､13ト (7.LS)武ri､ Nも 古び､N＼のIR鞄冊 も凧いて

奪取 JTは花の式 て､甘食されもQ

亘三･ 三 _⊥
aCiL C盲

aT I+ こ=-.
dL,iーLj

陣 中 dt (dt-･12･-- ,nc, (7湖

撫 一里 dt (∫-L･,I-A-,n｣) (て･l,

竜 ･q- 陣 1人tM榔 幣 言 鵠 朋 '

以 上の像 lこLて707-息 の風路 llOラ八一 乍T;簡耳も一抹最良 11

もとへ｢ イー)ス 勺回路N と鬼畠73人カ モfl和 し7t陸隼風路N.と

dlや叫で れ - 風邪 でっQl良鞠時的 t-A ､)､ †へ.てqlJで-7メ-9

に職1 も鬼瓦ボ＼同時t--敏弘で さ も了 とl-Ja呑 o

T7.3.5 ニ耽最良の針鼠臥

H で･乱 (lLE1武てい与えち机 も研他 職恕Tdl各 ItOラメ-9R,
C,L, M に風iうこ柁R良を(7､g)耳 モ恥 ､て軒卑 寸5オ良

lてついて良へ･千の7JLコいり7､､ム玉東70丸 に且 でたようJ=､qlS)
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式 て､怠 れ÷朽 ち許他職敬も革Jいて1 もJヾラメー了を､た とえLltt

ニュ ートニ私 71と､､の竜泉化 の 7 )Lで ーHl､ム宣凧いてギ れ 言うと

寸もとコolIやラメークP=(R,C,L,M)lて鞄1 も二郎戦債 ､1Tdわ

ちへ17 二代311竜田凍て も}敬電邪､ある. 丁の仲ラメー rj(A ,C ,

LM) に喝†るへ -i7ニ行刑 も出と15 と Hq正 へように 表わ

すこと邪 て､きる,

R L L M

H(RノCL.∩)=

3'丁 __旦 L 323 3'J
瓶 aRi ∂CL3Rー 叫 ∂Rdt 3抽 詫言

aiコ ヂコ 3ユ丁 ぎコ
jRA3eit aCi3Ci aCL3Ci 求岨3㌔t

32J PJ 32コ alJ I

訳iaq ∂q叫 aLiaL与 拙 laCdt

373 手コ 32コ 323

?こて＼､tĤ1 仔マト､ロ スMlの鹿賀な1･'の馬もi希右

｣､人T に. (7､11)式 7､､泉hTTtも へ17ニJj5号-｣♂＼軒卑オ私 を各 円 r=

ついて市1｡

(1)官に閣1る宿の朝風私

(7･位)式 k あ､いて ､ 丹 ラ メ ー タR,C,｣,M lll 机でれ

･R′AC,AL′AM だ り 夜勤 Lた時 の W/aRdLへ夜毎沌 da丸字dt

ヒてる と･ Aa丸 Rd-ri0(ム1日 ､人上欄 恥吊 と次の射 てSi卑千
れ5 b

･旦 三 馬 (R十△R,C十dC･L･dL･MIAn'一 針 C･L･n)∂Ri

nq



- 恥 中 ) dt ヰ 師 △矩 〕札 ,7120,

皇 JL 十来
以 下､ (1､2ol式 爪右辺 を各項 ご､と1て釘漫々も｡

い) (1､2bl耳 の右BL萄 1滴 LPとの封卑
い寺､¶イt)日 向路Nの聴浪Rdの及 言切叫し､夜制 l

にて41奄邑偽邪､零 の卑瓦取 旬 をRiと郎 'Jr=為 T7.'7晩のよ

うに何和 し､この配鞄 とあ らためて NとうもQ花に ､ この

回路Nlこす†し息角 風路 の反義に徒 ､て､唾伸掛取を現7.8

帥 ふうに溝 和 し､ これをRR/t寸 もB回路Nと"NR'摘

えらと. (7､g)耳o'尋乱 o'号憶と食く凧最 dl射良で .加

簡保耳 を得5こ とbY7､､き る｡

射 場 観 取 盲Riを相和し7t 軌 g凪 回路 内と
i)イリス?恒賂N

rlF



甑 T,△中 t

ニ 巳ヒ

+;

鉦 で)糎 dt朝

浄 )泉 ･̂:(t,dt･AL

一己亡
+Z,M

S:GLt(T,泉uI(棚 ･4｡

描 佃 M泉Iyq(仰

-----('L2L)

持 し､γ, 育J .盲それ で巾 N̂'R の曳敬とて もb こてて-Q'R

の人77をrx武 の徳 に監心tことにてらと.

鯨 で)-⊥ Ri(" (7L22'

↑ ､▲

(712J)む い ), Jirlほの掛 こなる

LPと-BR.
十E

L

笹 船 佃 t･AR一号沖 で漆 函 dt･dC

洋 什斬 (i,AL△｣十召～瀞 ,ムM抽 帆
1-I-(7.之3)

曲 (Tt20)式の右立寄2項 夷 の計卑へ
簸r7･ら風ぐ一表わ で巾も敵件bl路 N.吊も訊Rllの及打 切的し

魚酎 勺にそ の 確定値か卑 ql転 とRiと郎 tlに､ 集り､用 ヒ

急寸 よう lこ付仙 し . こ01包鞄 も あちたわて N̂､と†5 0 号T:

このq.に印 し､ 槌イキ風路 の臥

LOr凱ミ克て ように構和 し､こ
/ヽ

の頃風軸ntで あ も ｡ 1享l賂N､

ii
TkJ
《
N

も
へ
ヤー

と

*
(r

Z

つ

Rと

7､下あイキra鞄 と執rT.
･*

するILも町つて NR

Rい)(1.守)武の導臥 しせく

向後へ寺嶋 に J')夜へ可 i得ること肘 で､きるo

ITli



凱 用 甑 聴取.･ 招 犯した断 簡降筒

《･
簡7.rb何 句瓢 NR

Jll



糎 Rfi)ム毎 )dて

-21
3p

十∑R

+ZlL

ここて･､､ 管,

掬 十戒 什)dT十

揮 ,fR･両 で･AR-

SbT師 一息た両 て･札 十

A
tp

ZL
∑M

～二矩 呼 ,dて

冒:Sc*(i,締tT,dT｡AL

千 一二､Ii-:I:-二･二二

苓冊 棋 ､､nSRの尊敬で＼縞 b ここて､､､

入7日 して 花札0日 うr=象るttことlて寸 ると

i･紺 - L㌔ (t,

.i

i
(｢､謎日 華 よ､)､JRl頭 の債に'Jも.

ニーZJt,
十 ZI

R

i;

(7.2∫)

祢 )ム射 れ 十 号 〔矩 中 dて

陣 ,f 芸(" dT･dR 一号 §;̂q 猟 師 で･dC

fDTbftL(" 泉 C(T,九･dL頑 :鷲+:(i,AM釦 ,dT

一一一(て2tl

1ちに､ (7.2滴 の右且q7塊lT旺 言伊賀3頻を釘卑15 ｡

(r7.10)武 3 .I.

llg



･rT,LT､ニーWv-ム町 )

･Gtt,(7- - Ⅴ叫p冊

(7､四 )

が､朽 ち中 るので､､ これ も(7.26戊 の右皿 Ql範 1 鴫 も･3び 簡 2

項 に代 人す ると政の iうに毛 も｡

武 重-∑中

-=乙Jp
拍 廿,和 畑 十綿 (t坤 )dT

Cがni(t畔 ,dt十頼 組 曲 1

- - -- (7.28)

こてで､､嶺｢.3頂いて示す ¶イ I)ス?回路 Nと戦7.11鳳に缶

用 賂 N̂''R招 え5D 回路WRは机 相 に詠マ風路 N̂ に

おいて 人力を氏 のよ うに 与えT;もの で､あるU

-叫 駕 (i,

- ･,･:: 3 -:_I: -

L｢q

(7.2り

葛7.11箇

回路 N̂IJR



同格Nとfi''､こうLT､二 へ良濃 も息凧 し . くり､いぺ用 尽の竜
･t紅 さ1仁 JRSrH?̂爪 断 てIsl卑すること恥7､'予もQ

=ZIR

十∑し

fo'f't(T,糎 - 一榊 明抽&,dT･DC

EDTl't(T,紳 輔 ･AL十症紳 d噛 ;i"dt
一一一一(7.30)

｣､人工 の縞蚤 寺号とめ ると. △37/3㌔ ra (｢､?S的 26)(ワ.3b)A

よ,) 終局珠 の耳て､＼表h されるO

･竜

; ∑
辛

-∑亡

+乙｣

掴 (T,十 紬 糎 十dfR'什一失叫 dt･dR

SbTtw'L･'T,十̂JcT",献 什場 代,挿 叫 dl･叱

鉦だ(T)十2''L両蝉 ,十蟹汁繭 で)ユdt･△｣

･紺 鮎 )十舘冊 抽 )灘璃糾 t

-----(7.31)

(1.3n求 まl)(7､円)武で浸れつ れ るへしア二郎 JdTRr=風†る得

心 丈の よう 1-1封簸て､､千もO

ほ0



こ亡鴎(て凍 て満 了十1十%Lt(i,矩 Jdl

弓 bTt恥 - 触 )幽 -十和 距 囲

_E L こ
､訳恥 訳も

EliTL':巾 十舶 紳 舟 釦 dt

押 糾 明 唖 姉 +t軌 紳 輔

-----(7.3之)

へ
Lた恥フて､ヘミ7 二 郎 'JのRtて職す る代は.El鞄 N,N､､
NARJ'"N'R.N～Lへ摘 師 宣嵐乱 し･廿 3之)耳も恥 て新郎

もこと軒て､､さる b 鞍の新風了)しコ"I)ス＼､Aを号とめ ると玖 dlよ

うにTJも｡

Lへ17ニ矯列のRに圃寸も/筍の新風7 JLでリズ､41

ス守､り 701'. 刀イ ')入ク風路Nの定見静も与える初耶佃

も遵臥 寸るb

7う､リ 702I. スラ､リ 7｡1で＼素めた如一明他言､)Nli簡明

iミュ L-i_ヨこ しNQ)ユ風鞠 の定常;m/,,音を机も ｡

ス亨 ..,7031. 凪路 芯.へ邑鞄開音与える初潮値を曳息吊 ｡

スラL.,704
~■ヽ一■ヽ
ニ_エーコ

ス守り7oS

スラ､､170も

ゝ ミ1

スう .リ70rl

lラ lt)7勺g

5iZl
I. ス干 .､ノ703で､ギめた初刊埴よ､J帆.を1凧鞘

′＼
L--1ヨ ン LN.のユ凧筒の配向瀬W//をも､恥も ､

'･ 回路罷 沌 鞄剛 与える抑葡値を旦凪寸も｡

･ ス亨 ､リ70Sて､＼求o'-I=初期伯より筒Rtl取鍋令
L-ia i LNRq11持場Rの良師 的 貢 ぎulるb

: El路程q'良簡帝と与えも初羽場五郎 ､寸もD

: ス亨､リ7Qrrギれ1:初初値い)領 1風飼

l引



/＼ノ

∑ミl L-二号 こ し甑の1凧鞠 の良職級邪,モ密かもQ

ス千､リ70日 風路篤の私簡約 を与え る初期値 と卑私守る

ス亨､リ7DID .. ス〒-′ 709で紺 た和親 低 ま､)RVR宣1閥

iミl L-こユニし鶴の1風鞠 の虹鞄師 宣相 も O

スう .リ70日.L 7千､リ702,ス亨､り704′ ス亨､t'7bら′ 久

子､ソ708ノ スう いノ7610の穐恩き掃いて (7､52)式 町積分

を曳行 し､ ＼iワ ニ行盲｣のRに圃するLi-1と新風匂う.

上奴71Lつい日 ､､ムにむいて ス-7､､ノ701′㌧ス千､､′704 Tl一抹息､

良の釘旦7)Lで t)ズ､AQ17-7り701-スラ ",704と凧いて､･あ5 0

/＼ 令 /＼ノ ′ヾ /

ス千､リ70 1ノ 3ノ51ノ7 , 9の 回路 N, N､ノ NR,NR , NRの良鞄

和 を与えも初瑚値 の壌息 lユ -正最良の討 曳7JLコ､､リズ ､A と凧最

壌S葺で諭 し＼たサイ .1ス7 鼠弘の札夙免 職解析70口7､､ラAAN
ASPも鞄いて嘆符 寸 ること紳 て､､さもb う ちに､ 随作 風王私81良

養い 巨 竜., 待て, N̂/R, NR Lこ食 い -る敢 机 1りうSwd'ネニ
ノヽJI

77 は､スラ､､ノ702の添乳 ､7 7Jわ ち Ndl虹鞠症 絶て､tの サ車 )

7つTh, ダ イ7 -ドT)′強制 スィ､リ †Swの オ二 ･オフ よりRUl

細 るb ｣た小､･,て N､′NRバ ;,筏碩 鞄熊 を与える初胡舶
/＼ 《

1回の ニ コー トニ直の神立 て､､曳 払するごと介で､きるD 等た N̂t,

NR,hRへ定義より明ちか ,3才うに ､苗と′私 摘 鞄冊 を症

へ/ へrl

も毎朝催せ軌乱 すも たUlのニュートニ私 Q17ILヅ リス い人にあい

て､号の7 コビ御 ･Jrj､ Ĵlて苅ううこ ｡-ト二島の7 JLjll11そ､LA

のヤコ ビ代 青い=等しい ｡ LIk がって 7号 ､リ7q37､､与れた7つど

子で亨'Jを号へ きi 7号.リ707も･きびズラ h,70つで､冊l､ること恥 で､
分､

きちQ -奇､ NRIて悶 † る1コビrl叫 侍､ スー7､リ701で､Q)鳥終の

の1コビ行 を上 すJJh ちNql定 戦 野壬与える細網個が､毒 舌っi:

埋惜7､,の17コ ビオ-1盲tJと そdl笥音凧いも こ と叶て､lさも0 73も､スラ

･リ707と7う､リ7当 市､言iI､､スう､ソ708と7う､り7oLL)Ti､ 竜鴨冶

LaZ



机 の帝撲 言.).机 lMI Jt研 風騒乱 もG:言 ･‡ひ戊の相 t)

lこ同 いも こ とに Jリl艮 l= 曳角 巧 さこ とか て-さ る ｡

らiロ
執7.1柑 Tfi略 NR

冒)Clこ筒口 も萄 ot朝取乱

lやラ ト タR′Cノ L , M 桝 柵 号t､hAR,AC ′AL, dM首り奄

軌 L七 時の鞠 cJ の賓勧 そ ムaT/aci･ と1台と(7.IS)机 ､)､

A∂和 は 0(也,)l､人工 を塩略 す5こ とと 言上 玖 の構 k可酎
5こ と可＼.て､'きる b

皿 -貰 (R†AR,C十dCl･AL,叶△Mい 葦 (良"7L冊∂q

-現ûC･[(T,残(i,a-封0aLet･(t7萌"dt-去肯 cdta
-- -(7.33)

ここて"､笥r713回 ′ 寄り､14&, 萄7.1F)A )て郎 ようも 風路Nc

183



恥 沌 別格筒't
良

領rTt仰軌 風路 NL

i訂b

葡り､は団 回路 NL

1叫



往′毒と拍 えも o Rl二郎 も行の現 と梱 ､こして . N,
Nl,qc,亀ノ侶 帖 もこ と た J l)I(1ぷ )恥 も叉の 持 た

封 筒 す5こ とか て"さら｡

･笥

--拍 oT 鴎 佃 十紬 itt 仕) 十 驚 け-̂';'T'〕dl･AR

十損 東湖 で-騨 )十恥 良和 dl･A1-毒気

一拍:iîL'･L(て)十軸 組 (i,iTL<niJL冊 ･AL

一組oTHか 十紬 叶堪fh什,十flT(t,綿(叫t

--一一(TT.34)

(｢1341武与t)へ17ニ御 IlのCに即 急竹 ra托の い た部長

で ち S｡

哉 ニー相 和 十 紬 申 ･ 私 ,矩 〕 dt

〕 ℃ =
叱 a Cl･

〕2コ

a-.{oC.J.

拍 軒 ûC.i.(i ,強 中 硝 璃 q･佃 卜去紳

･寸 師 恒十糾 紳 十和 良和 dt
_エコ⊥
ユー叫Jd(i-一拍酢蛸帆綱 誹 賦 ThL'T'u A

--('7･3r)

?こで 盲車 1恒 え､ソい の〒､､一しっぐれ もo Lも オYフてt
へニ7 二郎 -lQ)CT;喝1るrlrl､ Rlて喝†る門dlSl卑7 JLコ､､

18S



りス･､ム ヒ相 に､慎恥 N′'k.Hも′駕,竜三へ 蛸 柵 招

冊 ､Lシ1廃止､LL (5.3亡)屯 の最命oISl鞄を曳行iも こ とlこい)

碍ち恒5｡

(3)LLこ風下 も行｡訂 茸畠

Jやラ‥ 勺 R, ぐ ′ L,rlカヾ､写れ号､､れ △R ノ ムC,△L,△M首､口

食勧 Lも とき の 37/叫 の奄勧命を｡37/aL8､ 日 台 亡 く｢.n)べ

よ-). ム37/aL四 〇(△1)以 上 を為即 もこ とJて3')I-床の 枝 に

新阜1る こ と那で さう.

逆 -卦 R十△R,C･AL,L- ｣′M十州 一軒 C･L･n)･Jldt

-三 :押 :::･:I--:-三_-I--,:'- こft-･1一二二 千 一二

---(TT､36)

ここで､ ､ 射 ,姻 J机 .｢恥 川 等7､桐 lて糾 即 施策二,

簡7.[摘 回路VL

用b

射 .1咽 風路 筒｣



へ■/
簡7､l柑 衝路 NL

73

～Z

I."〓

-

武
((NL

親

い

+～
?Ii

l

I(zJ
(Z-

/
4'zJ
zA

幽スd
ii〓

噂罰に

o RかJひてlこ楓てる巧～斤目もr=して ､

互凧 11も こ～仁J tl(7,3い 旦rli文の穐

とが､て"さるt,

△苛

二号烏 招 け減 で月 帥 十第 什)払 ユdt.dR

J

一号描 凍れ+抽 象和す餌騨 叫 恒 C
1

十章雄 頗 十抽 象加 十管(十繭 )]仙-鳩

十莞班酢 十紬 d嚇 十)･nZr(i-4舶 dt

-- - (7.3T])

(7.31)天主 ')へ三7LA1用 のLLて風iる1̂5L甘次 013うT=育

嶺て小さSU

L8r7



32J

恥dLi

-OII.
叛3Lal

alJ
∂LLDLi

-離 断 ･紬 射 )十和 tARtL(i,]れ

I

-一七5DTttG:tL(" 十桝 紬 ,十軸 組 k潮

Il

こ描穐("十?'''L両紺 -fLtl什購 7,1dt偲 べ
l

瑚R,qaLiLd5bTtuLqiTi(T,]A･恥 舶 舶 軌 抽 伊

---I-(7.3%)

LT;か っ て へ ミ7 二年青銅 ol｣7=簡 す う代 T3､ RJて熱15/f3ql

音T的 JLコ川 ス､･ム と同夜に､風路N, 符､,礼,筒 ∴ 従 沌 鞠浪

W//七号机で､机 も､め､(｢､3%)式 の債 分Ol訂亀 を隻rlT もこtによ
I)碍 ちい も ｡

育 む､ へ iワ ニ/ji予JdlM r;閣1る引鹿島も これ等ていと1盲＼礁lて

して卑息てること恥Z､'さSか､ ここぐ屯､守れ勢払 l摘 略15 ,

∩.A Jr7メー9債鬼化7b口7､､ラムとftL醐 tj

ミれiて､の議論 きも と lて して iH '月 や風路 FI良 伺承徳 の丹

ラメー勺 に閣下も一抹嵐最 わ さび､二注鬼瓦dl計埼7bTlでラムと､

ThL,に,こ せ1t R=1て､ (7 ,日 華 て､､寺LLL,巾 も簡偲線紋に対し

て､ 食入傾倒 息も､古び･ニュー ト二度r=古､l Jでうメー タの最 盛/i,

を行7Jう､ i]イ りスタ風路の冊ラメー 9馬鹿/L7Qログ､ラムt簡

乾したO事大イ兎旬良 も.さtittニ コー トニ 蕗 の針且 7)Lついリス､-All

号叫 で れ 捉 楓̂ にあ t,h T机 も ､

革入イ嶋郵さ､･.

pL'､ -pt 一博 〔PL), … 恥 榊 や (瑚

lag



ニ ュ - トニa't

pA'- 亡 F一冊 )普 (p')
(7.40)

本7oM ､､ラム l甘､前節て､､も延べLT;3うに ､壌 E専て､､論 1-1=-q

イリス?掛取dl爪凧乱戦簡埼私7Orjrr'ラム ANASPか､つ1､､JL

-う二 と して粗みこ葛hて打 )､ヤ イ')スタ風路の 足鞠武鑑 に

閣下も常備剛 丈の-玖最良, み 古び､へ yyこ御 上佃 巨鞄に初弓

良く写~博て､､き ､ し巧､も汎 熱 性 のも､＼70口Tt-74と'aっていもb

J＼入1 に､ 本7QFJrT'ラムを凧tlて 東館 L=iTイ '1ス?風路 の 冊 ラメ

-9満身イLモ/rT'3'た rQ:凧 イ!t拍 奇7｡

7､4.1 ¶付 )ス今回酪dlJr7メ ータ同私 へ ql向 凧

勺イ リ ス勺風路 のR,C,｣′Mの恵言に､その 伴うい 勺

庵 が､未知 の もの仰 臥も軸 .イすらか＼のネ洛 ぐ､それと確 虹 L13∩

和 一＼､も ら11い｡ モol陳､その気言宣回路 れ らT7日 施 し､キdlも

IIて恥 じ＼て適 当 Ti研削濃 と剛 ､て軌Eiすれ 托'､さいO ヒこうが､､

夫とも甘 次Ql筏 T3最強 ､ こC1ようT3市乳て､､Jや=7ズー9伯と撲れ

ることが､で＼きな い｡ すなわ ち､ (1)その 妄 言も回略 かち切 ')

態且'iい馬庵 ､寸73わ う作動巧 へ風路互角止で甘て 判 定で さ7J

い亀名､ (2)R, (′ L,M ちと､.のJやラメ ー?Lユ､ 一触 に温良

でヤol化41深 見の専心 Lてより ¥の庵 か奄イL寸も恥 ､そQl勧作状

亀 で の /VQラ八 一9伯 かやわ ')たい埼鹿 , (ち)現亀の 栗,(′L,

MT之も可＼巾 ′レTJか 叫埴線 弔須星をもつので､ 動作点､lてよって丹-7

メ一 つへ 値 Lユ ー触krl漫 ろ l)i Lも恥フて そol風路も作動 でt

ていも勧作 点､T､ol/やラメ 一 つ個恥か )1==い環名 . 7iと､て､､51S｡

こ01よう73鞄庵､ LlでLlで触 下や d滴 路 cl適笥ち低印 dl亀息､

ももい11取乱値 と削良し､ こ 巾を弘カとして､何 ちかdlかもぐ､

ほq



こOl私利 こ基7､､いて回路 内 の ]ヾラメー9 宣取乱寸る牙良 が､とら

れ も b てさて､､L3･. この よう Tiij付 )ス9回路 の /ゃラ メ - ヤ凧良

01時娘 ヒ･ ここで雅紀 Lf=iTイ 帰 り 風路dl丹 ラい ′ヲ愚血仏

7O口7VラムをFL=穐した机 下もすbここで･ra簡単 7招 じとして､ 熟

m q射 て示7 日 73如 ユイ二川､-9風路 を対 象とiも｡

'日等､ こOl悔俺･の

イ二今､＼つ7/L.ノ

L2g川 Dラメー タ値

郡､忘知 ～し､ また

出77として､ こQl

回降 ハワ イ L)Z9

Thl,Th之 ヒ40DHg

のトLlかイ竜馬も.∫

えてイモ軌で 巳た喝

ol取帝)甘賂 rtdl毎

淘RQ)鞄rlT頂TI'y/

E 三 50V･C= 1 4･l pF,R= ln,f g = 400Hz

簸r7､l相 違机 イニ ノト 9簡略

VR(t)(OStミ｢う

そ判定LTT-とするb こてぐT3理恵的 な碍食 と考乙､ 判良)イγ

7Jと､r3夷展 LTJい こ と に するb

/r7メータLI J Llモ凧反 する簡鰻 Q､ 南佃現数 も

丁 (Lり Ll, = 頼 榊 一醐 adt
(7､4L)

の日 に 環 良1る L

J(L千鳥 ) ‥ Mttn丁(L､,LZ)
Lt,L2_

を滴RlもLfノLgも童､恥も簡鎖 とTJるb こol喝簸 r=耶 し.圃

乱しT:77イ ー)ス?風格 のJでラメータ愚息化7brj7-ラム 盲血印 し

l10



た鏡製を壌7.2DT射こ希 う O

ご丁て､一応判定確 守R とし
て､Ll ,L之も Llミ Li=mb.H

とLf:喝ql良職 級iI/I)とミミ

ュ L一 三 1 ニ lて 右つ て も､机.

こ情 味 (･)として(71417束

lこiえた｡簡 7.20回は Llノ

Lld'初期ミミ足場 として Llこ

Llこ3叫日 ヒし7-L 時 の ､ こ コ

ー トこ私 に まも Lld,垂億

へQl噂も41猛3 と市価冊

取 dt滞ノJ､ql様 言と示 しも

もので､ある, 同風打 ).

ニコートニ私手 簡い 5と

マム下れに毒値 J=収 iLL､

10-1

10-2

10-3

10-4

10-5

10-6

0 1 23 4 5 6 7 8 9101112

ニュー トン法のステ､ソプ数

象7.2C)圏 ニ ュートニ汚､Lて拍 ハ0ラや-タL､
ヒ評価 風紋 のt紙01格与

杏 -70ロウ､､ラ4 J吊 り 正しく 一花私良

も,古び､ニ沃嵐良か引取 丁 91ていろ ことか･hかもb lA打 てOl剰

1こもlL､て ､L､,L20)嫡 瀧定 もLl-L之こ1刷 とi Sと へ 1 7ニ

布亨IJ81､正R_て､､な くなl)､ニュー トニ乱 ヒ Ⅰ' て 恨もし13いか､､

侵入焼酎 もと凧いちと毒値､て札束寸 もてとが鶴熟 され た ｡

7.4.2 油W/ひず､31最小化喝娘への応 同

一舶 r=イニ /ヾ-つ な と､､を凧いて遍丸亀カを吏丸取れて奄壊し

愚布に儀絶てる環息 ､俄総でわた屯カ01破 骨うQ)ひ†､､あ が Lr3-し

ぼ喝娘と7きる｡ Lt耶､, て 鹿 賀 rtイこけ - 9内d)ハ｡ヲメーク互

親電 し､千の 政和,,UT､31机 ､でく寸もこ とが 営まれる. こてで､

は､ こ0日 う ち渡部/,JUT､句 の革 ′い じ職級 i とl)も 汀､る,

禍取と丁 も¶ イ リス 71雪路 tl､ 犠 ｢(.21鳳 rL寺1‡∋布 ､ 離 乳

とコ :7"ニT)Ql並列 風格 互恵荷として もつ､尊卑直りイ1)79

1iT



2

2

E

L

こ

こ

‥iiii_
,I

LLJ
i

V50≡ ,C = 2.151 llF,R= l .119E2

≡ o･1rnH,fg = 14875･7 Hz

簸｢､21懐 旦鞄最下イリス7W,,
句碑碑 1 こ げ､- 9

iY,/丸鋸良イニ Jト 9ヒマ も b ここて､､､闇討 可札7sJヾ ラメ-クし

して取乱碍コニデこi)Clとす る.-さて､ての イこ バ､一つの 亀句

1こう＼オ＼急硬 且dl潤弔',,ひ†､､みi愚 ノトに †る阿 藤 として､ 定荷札敗

れ尋布 鞄艮滴 育4/堤(I) を あう与えられ7t正 執政 卑虹 にで､ううだ､

r)吐でくように /tbラ メー タC .左横針†る職級 とし､Tkd,よう に

良も仏すう Q 市価簡敬 として沫旦て-与乙 吊 1る も qlでろ 乙ち と

丁 〔C.)-頼 uI't'-Ⅴ心 肺 畔 dt (7tq21

psl鵠T3

I陀



丁(ぐで)-扉nT(C､)亡t

も満足 15Crも寺､ぁる ?とで､あるb このよう7主億息イL館灘 にも､

いて rl､ Iや=7メー乍 C､へ値へ糾隈を勘前条件 として 与えるdl恥

も塾で＼あも町 ､ こてで､nC､Q'碑､準的 '1倍 t盲 玖机うれてい るもql

とし､(tの偽 両税的蚤と(7.41)武を満 車 lててる長泉 化 職鰻 とし

て代ろう七考え ､制約発作 11敬nTsいものとiる0

70)筒熊 r=持 し て､閣乳 L t Tlイリス ウrB 鞄 の 丹ラ メ-勺最

かLJ7℃口つ､､ラム と痕吊Lた鈴繁と犠｢.之之懐 も､よひ､戦 7･23射 て右

耳､ てこて､,(7.42)fi(Ql正 5乙唯電臥 U,撮鴨 Ⅴ ′ イセ相 ヰ として 叫

ですtVこE､‡古Ⅴ ノ 4-gJ､tOとらえたq壌1､22凧 riC､の 初潮 喝

良= て C.-卜2JL下 と Lた掲 冶olニュー ト ニ罷 り も収東 の穐

竃を亙 Lた ものて､､あ t上 音7凋 7､2沌 仏前偲郎 丈の酎 7両 絹

もネした ものて､･入る b 射 .之之臥 寄 り､2相 より ､ニュー 巨 象

J

1 2 3 4 5 6 7 8 910

ニ ュー トン法のステ ップ数

如.2之圏 ニ1-トニ譲 Lて35CIO)

収も41線i

門3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ニ ュー トン法のステ ップ数

塊7.23凪 騎佃 略取dl掛 Jd,

棟も



lてよもと肘 射 て漣で律 恨 1L 耳 るこ とが わか､も｡ 抽 t､ぐ､ol唱も

薫､として C.t≒DIS20ノ相 か､碍 ち巾7Ttが ､ こQl長t､小 か 二郎 4/ひ

耳､み最J‥ ､モ■こ737日 ､る ＼々､耳 TJわち (1､421へ と 最 小 ヒ1 5

太 刀､とう叫 魂 か＼め るT=町 こ､丁ち lこ接の よ う と しt o iす､､司

教と してL､5亜湧息 サ イリ スタW,,も 即 良 イ二JY-9 桓=酪 r;かし､

て､〔tへ 個と服製産､911FLeC10､520PFt与し 筑ど亙て､､鴇し､たサ

イリス勺 回路 ql汎恥定 鞠 簡 亀 虫や｡7､､ラ4 号凧 いて 良削 m ,,Jを

専出 し､ てらlこその鯨 製 の 毎筒 噂定離 /I/Uit(･) モ7-り1紋牧網
し､写dl巻本 潤 へ掻鳩 とイ且柏 を 有れた ｡ この 縞常 と､宙 偲取払

(｢､頃)打 て与えた 正吉も瓶 の撮 嶋 と佃 相 一上しぺ も と雨竜 t3-朝 し

た｡ したかLl,て ､ 〔tの 順も ､長､仔 (1､42)弐 宣長 ,hJこしてllも､も､て､.

あも～考 え も叫 . 閤乳 した70ロ7､､う4ra血印 に -吹払艮むさtlth

二派風 見 を前項 Lて t､も と患え る.

7.ど も1U､

この車で､ri､ 刀イリスつ回恥 を対象 と Lて､ †の良悦 甘 亀に

醤 して融価 観戦 音 韻 良 し . 回路 内01-度へ押 ラ メ ー 9.･:鴨15

訴値 鞘 丈の息良t乳仲 TiL路を 利 印して吊阜 守るカ 射 てついて施

工 も七 一花 嵐 良 ､ こ次息 良1てついて ttのIin尽 7 )LJ､リ ズ､ムt

示 したD T I,k､ こ巾 を利鞘 して.ilイ リス 9尽路 の Jや ラメー

勺馬鹿化.70｡ 7､､ラム も林 木 し. これもサ 1 I)入手51路OlJやラメ

-?凧乱 打 すげ 撒W,/7}7､､み最 ′ト化繊願 に応 冊 Ltb･Jt市､LT:O

てこで冷 し､た 牙私 の 笥徴 rli111)久勺 回路 の 虹鞄状 能､へ1包静内

qr 旦 olJV -7えー 9 に現寸 も私見が､ もとの17イ ')7 7El路 と

ヤql射 手風 路 qlR_鞄 碑噂 て 葺くN'も トリ 棟 作ぐ 吊亀て るこ と叶

でさ､ L長 か,, て､ 葡 古寺TEL･諭 し-kサ イ リ スタ1可降 41汎 甲 良鞄

簡漫ぬ70｡ 7､､ラ八 号凧いて鬼 句 lこ取乱 で､さる い り 点､7､､九も.

王も ､ 長 持目貫IJJl)､ 簡R J Lt 7Qrjり､､-7ムr3現 曳Q111イ'179Rl

l叫



路 へ/r7メ-Jyの蚤泡敬訂 lて t偲 博司 絶 て､､あるとも えら叫 ､i

I:1日 J)ス 9匡1酪 Ql自助額 田 への1っ ハ 乱 打 か ■1もiえた もの

ともえも. fi打 こ こで論 い古寺払息 サ イ リス7回降 モ食 も､風

気一構外 二本JL1､､-年操灸 lこも号の舌まあ 敢 可絶て､､ある.

JqF



簡 8童 結 論

あ研Rl首､ヤ付 )スタ風格 およびそれ互食む風気一塊木工ネ

)Lで一夜換 粂 星河象 として ､竜丁度穐 浪剛こよる解 析玖缶 古び敵

封alこ7いて論 じ､た もqlで､､碍 ちれ T;絡乳お よび今後の乳管 を

与と81与と注の 線 て､､あるb

笥之卓て､､伯､本石市乳で､対象として し､る¶ イリスタ風路および

それ一食 も色気一棟種 工手JLT､-永瀬条の格和iも し､討簸穐

撮凧 による解析 および 硯針 という立命 で､その モヂ JLを璽理 L

て恵LT=D きた､2､5て"もした短絡?t､ラ7 J=よるモチtlL化 のカ

鼓 は､網確約 に異'い T:i ステムで あるtSL気もあSび鞄縛れ五

色別すること73く､簡気 一塊輯 エネルギ､一束穐糸も紘 一的Iこ取

1月Rう了と軒 て､､さ､ し可＼もこの1㌢JLを冊いると亀言恒賂 T3と＼･

て､広く行なわ れている テ Lケ､､二の私選卜基っ､く良良解析私 と 観

象一棟戦 工ネ)Lr一夜操条 に各人寸ることか7､､さ､纏軌 て竃凧
で､あう.

壕3貴て､tfl. うつトロー 払 Jてよう乳気一塊 拭工手)L等､一夜操糸

のディご＼ワ)Lミ ミI L一三ヨニ払r=つ いて論 L-.こ叫に隻 っ､､い

て作萩 した汎 和しミュ L-131 70T37＼､ラムの枕席Ⅰも LT= .

今7､､ロー息 lて基サ くオ私 は､¶イ')7 7 dlモード夜化 l二伸'Jう

丸亜町 各局 に1̂-1laえ､ il=エ右 /｣千､-毎晩 の 埴 輪il,I,即 溝t各鞄

に気風 iも=とれ-でき､ -1ちlて70口7､､ラム Q,楕 息も風早で∴ 初

キも息く北 陶 に高鍋 な 牙蕗で'ある｡間取 Lた 70ロケ､ラム は ｢イ

リス9包賂 ql各 恵与 の璃 乳摘 花 とIでラメー タ個 も･よひ､確酌 穐 お

よび その高禄 の .ヾ ラ メ-9値 を入71てる沿､口で､イi息のヤイ リえ

9bl賂 lこよる嘩勧観 取 軌 条t iミヱ L-ト寸もことか ぐLさ､で

ちと遠泳 両軸俄 に的 して はイi恵の抑払 方私 の条 と取 ')服 うこと

町で､さ､うわdlて汎恥指 ､々･島､､｡また､÷ ち に 注Ta耳へ､き た､13

L16



ここ7､､簡 じたう私 は､亀気一概鶴 工幕.lLキ､一夜線 条 tて制御たち

と､､の電気五月和 し左端 庵 の i ミ乙 し - 1 ユ ニ Iこ も今711｡- と弘

大耳もこt (て い)各亀 ヒ液 温 で､きると＼､うことで､ こ巾ヒつい

てrS今後の罷娘 とLT=いo

簡4壷で､持､ 塊3車で諭 し､たタ｢い｡一息 に 与る亀 も一級鞘 1

ネ7Lギー 東線 条 のディご タ 'L Lミュ L-1 ヨ ン息 の嘆剛 主もさ

ちlこも れ るたho･lLミュ ｣- 1ヨ ンの私印 卑化.害息 lてついて鴇

し＼七｡高的卑 化 竜乳 とLて L12穏襖 の奇私､寸73わ ち屯 気一塊

械1号ILギー 東嶺 糸の穐心 性 を利印 して 碑 柄もi97日ロー可＼ち

177')馳 して解 き針 亀の高直也 も執る青魚と . タフ･､T3- 077いT3い,

ク瓶温 l刈 取 して 分削 って､･｡- Jこよる スJtO一久処理授乳u /i_製

し7t｡ 昔た ､吸 乳 LT:カ玖 i酎 最l-L70rjJ7t､ラム lて租31こわ 数値

東根 LT=紙製 ､/甘専'1滴 良 互 焦 ,3う こ と'}く 非断 て景観切李 邪＼

亮 一わ ら 小もこ と叶施愚 で､き ､凧乾 した汎 凧hl初年化 70口7､ラム

11､律動 こ卑剛 呈オ＼息 い ものて"あ もとちも ち41も｡

簡S葺て'､11¶付 lえ 9回路 のTi鞄時 と初 年 も く車､机も青魚 と

して､ ニコー ト二鼓 と冊いたネ私 l=ついて論 じ､与1T=こ巾 に左

つ､11て代鋪 LT=i)イリス7回賂 41汎岡監鞠 碍 胤 も7bT3?､＼ラムの

耽鼻も 且へ､た｡ てこて､､Jl､ニェー トニ私 を 泳同寸も風 間娘 と71

も｢コビ行亨｣の盲丁卑 J=､テLケ"二41虹鬼 lこ甚 1､く 亀特色路もウ

イリスク回路 J.=卑入 し, もとの¶イt)え9 回絡 とその 亀督 風路

を子巾 千､.す(一 風輔 す､7解 くこ とtてり 1コ L､代 亨､ユと吉1卑 すさ有

識も晩 餐してd17/Lで ')7いムて青､LTTt9 他作 回路 rl珂象 と寸5

11ィ.)入勺回路 Iて椅t i,ど紺良と和える 了と73く亀人 で､さ るC1

で､吸乾 し七 号私 は風花 i る且とLと､vH Tイ ･)ス9匡愉 lこ鹿 凧

可鑑 である, 寺と､ これ lて左 rL･いて咋和したサイリ スタ風路 の

汎冊良鞄筒等臥70口 7､う Lt I丁 . 勺7､Irj一 路r: J も汎称ミミヱ ｣

- ミ 1こ 70口7､､ラ Llt｢ 7い JL- 1 ことLて 組み こt､て～ t-I J､)

MrT



tとの¶ ィ .)ス 9即 賂 とそol雛 勘路 頼 れ 千一一両 ユ凧珊耳､･70,

1 ミー L 一 三ヨLか湘 鞄 ヒ初年 息く 史/lTて1､号 LT,t叶って7コビ

祈テIJ折釘鬼的寺も高 い ｡ ヨ+ITl､ 本70Tj7､-ラ4 rl､¶ィ ､1ス 7回

路Ql各 貫こ言へ 薄紙 とハ･ラメ- 勺値Tlといと入力 †Si:･･∩て＼ 木 魚 ＼

仇 刀 イ リスクFi絡 3'足掛 和 恒＼.守亨うえ もい ･う汎机 主も克して

い も ｡

額 も毒で･L竃.笥ゞ阜て､､蘇 Lt､五 二 コ ト二島 lてトも良鞄簡 祈払t

T I I)ス9回騒き食む 鞄も-礁湖 エス)L雪､､一環 頂 和 二浪諌†る

オ注目こついて協 上 音7TLこ辛目て隻っ ､tい て筒乳 し7t鞄も 一熱戦 エ

ネ再＼､-,k換れ 外乱 科良簡閏風 息70口7､＼ラム 臥瓶 雫と逓へ た O

ここ7､､(3_､帝 L=､喝も 一棟 朽 エネIL干､一考頂 も1二円 しても､ そ

のモデJLを1g賂ゲ ラ7 として 表現 する こと (てよlト ラ L7､､二g'

良捜 Lこ基 1 ,く敵弾 粂 オヾ隼人 で､さる ことをホ し こ叫も 凧l＼て1コ

ビ行列が､iy]草食 く計泉 で､さる ことを希 した ｡ きた冊乳 した 7勺口

でラムは舞3革て､､諭 し､た 97､lロー 缶に貰 っ ､､く i ミ乙 L- 1 ヨン

7Orj7､､ラム をワ 7､､JL一十二 として伺いlう ここL=よl)､ 初年.汎
剛､主の長､て､､↑竹 73専科柁 之輯 っ てい ると考 え ち巾 るb この こ と

は数値4'J射 ちも確執でわ た ｡笥S亙れ､古び'萄6嵐で償 いた市良

1与､徒も ミミl L- 1ヨン 鼓 TJと.左凧いて は鶉 断 て懐粗 とつれ

てい1こ敵凧 帝埼息1日巨鞄 l･=研 幸 恵く､ しか も乳 剤 嶋 の あうWJJて､､

喫現止 るこ t恥 で､き ､圃乾 し7=7O口7､ラム ri穐 々ql銅 7ql盲i噂

楓穣料簡訂dl｢ 7､､)し- ヰ l nqlソ7-ご､として良 く作冊て､･† もも

へと考え ら巾5 ｡ キoliつ ql付か こいて盛へ､る ltQラメ一 つ最i&(G

7brjT'ラム て､､和も･o

笥rl毒で､lユ､ TT仁 )ス今風 降 QII定 職状態､に 九･r15間鴨 観戦ヒ

壇 † も 丹 ラメー タ取 良 モ他作 Ifl賂t附 ､て 吊尽 すも れ と 1こフl＼

て諭 し､冊 ,7 )Lコ･＼､)ス･､4 示 し7=.さらに､ こOl恵良釘萄良も射

同Lて作 和 し1; 1 イ リ 7 勺 回 路 へ Ir7 メ - 9鼻血化 70口 7､､-74
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lて 7 1､て丘へ､千dlk周 作津 守､Li:｡ 本元玖01箪 徹 は ､勺 ィ､)入

乍回路 Q,在韓 )は､亀 4'喝鞄 ハuラ メ ー 7 E; 閣 15穐 艮 叶 ､ もとql頓

略 と 101酎 千句略 へ 私 鞠 撒wJ,t 埠 と､耳も てと lて よ ･)モT葡てkでる

い ､う耳､羊､ てれ kJJl笥ゝ卑 て､､鴨 卜 1て ｢ イ ･)ス7 取除 へn 凧

毘鞄斡領と､70□ 7､＼ラム 宣冊いて鬼 鞍r= 1気取 7､･号も｡ 盲7:作 板 L

笑/門 メー7戦塵l化 7QTjT ラム は､ iH ■1ス 9Tg恥 へ包S7]顎 邑1

爪たh qllっ へネ汚＼と希 LT=も QTと して 紅戦略 い と考 え 5 0 な

紅 こ こ で､Jユ､粗 良と言i旦 寸 もIでヲメー クと して R ,C,L ,

hd)暴言 dlみ モ考 え た 町 ､ T イ l日 勺風路 た み l＼7 13 ･ そql他

dl岬ラメ一 つ ､夫 とえra:'サイ リス 9小 島､乳 簡 為と､t IVラメ一つ

とLI:最良訂軍も埴鞄 lて竜馬 ぐれも｡ こ巾 l= つ h 71ユ射 曳Ql乳

鞄 とLt=いb

Hilil



言酎 韓

本研乳の基部 里を通 じて直璃盈解 あう7､､指導 ､ こ"娘捜封 戦フ

た神や大学人学風 郎黙約学研 乳斜生息科尊卑札 丸礁鶴 牧捜 し

ユ守朝敵車工学餌 )1こ′心か ち態､葡q)も 五泉寸もO また熱 tlJiご＼

指導､ご節線も鴨 ,た生産料尊卑凡 斡同気弘射尽 し鞄も工学

料)､T3ちび､にiヌラム科学車久 平弔一正取及 (iステム 1

号科 目=冊く臥部 する｡本 間乳 の嘆艶 Iこ れ たって.終 亀 .観珊

なr指尊､ ご､助も いただ､いた､生息科学萄乱 押板岡崎正 的歓

撮 (奄気工骨覇 l lこ厚 く番線LJ申し上げ､るb

大骨軌華1乳憩 ヒあいて､ 筆名の属笥鴇 車を最い てご､砲車

ご取寺､い7=た､いた､生産軒号専久 丸格徹 敗根 . 勘田臭私的吸

Al弓確固頂正A7J歓捜,心キ私印弧線 (生産穐柁工学翻 こ ノヾ が ら卿

主L申し上 げ､与 ｡ ∃た､軌 /ヾ なご､指導長い7-1た､いた 生産額137専

凡 も朝偲沫敏線 (畢丸1年増1 / 岩垂阜 三助敏玖 (環椎 工号

令 )Tjちびに､生産料尊卑玖綿鞠翫講 師 武同寺娘等撒 く神戸
萄砿L骨)lこ月く御礼中L上げ､50

等鳥取 神戸大学工学酌新制工腎賓 吊 び大学亀可判工守専

攻ヒ農 学ヤ よ'jAE=こいた53で 鞄 に ご指導 T3ちび､lニ取別 と

い7-Jtttいている三ステムユ守科 午弔-正敏攻 , 釘献1号科

jL対朝三E71教棺lこ,七才､ち御礼甲 t上げ､る｡ 竃た､Ta喚 ､有益71

ご刑責,.ご甫嶺 いたT:､いていも ミスラ石工腎科 氾同職 気功

敷捜Lニ深く良市75勺

本研乳を朽 TaラJこあたって ､我々の亀て､､ふ､巴鴇 J-J a,たエ誉

餌亀もユー号覇 気二講座 (屯気概温吊 び 制御工琴) 可剛 を施

耶 キ ′ 仲取 立強電に尽く御礼や t上叶う ｡ 吉良､封卑穐70口7､'
ラム､喪線 の旬でご＼協力いT=だ㌦､た 南的遷､れ (乳 ､右 t､順路

恵竜1号k.＼)iLユLt･机と寸うエl菅関亀JE711弓潮 観 二鴇良の七
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腎呪i7〕ちび･に年叉柿も生ql儀礼に汚く亀軸 1う 0

7日11.本研 乳の一郎 で守 も 鼻毛文 献 【lOlt491は ､守も外項1 罷

徳T1号すk ､ 7 メ ･)77金 環 風 で＼凧伯 これ7(_馴 乳各級 【ニ缶乱 し.

艶気 Lkも爪 で､れもれ∴ モ01帽､.甑 へ且 7 /.177食 像 1馴 こ 渦 た

し､研修耳5粗食 1得 た O こ爪 楓.研 ‰ 01両11もと古 ､ト 千 ql

他 C1和 lてわ いて t典 鞄l二番も所邪IPgく ､ こ01穐 'd青竜 TJ珠食 と

与えていたF t､た 丸底敵糾 象 , 明晩 陣場 正BJ]れ強 t:あうたれて

ここで､御TL申 しLげも｡
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